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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ







　レゾン学院大学部の談話室で、ササラ・ビョルンストライドは唇を引きしめた。

　いま、円形のテーブルを囲んでいるのは、ササラの他ほかに三人。

　対面の席で腕を組んでいるのは、フォンターナ公こう爵しやく家けの二女であり、ササラの親友でもあるカカ。難しい顔をしている。

　右手には、真剣な、それでいてどこか泣きそうな顔をした三女のリイザ。

　左手には、とろんとした視線をテーブルに落としたまま動かないテンペランス。

　テーブルに顔をむけたまま、ササラはそれとなく周囲へ意識をむけた。

　騒そう々ぞうしい。

　三〇以上あるテーブルのすべてに大学部の生徒たちが群がっている。四方はすべて人間だらけ。たくさんの生徒たちが、テーブルとテーブルの間を右へ左へと移動している。

　ササラたちのテーブルを見て、コソコソ話している者も多い。あちこちで光っているのは、ほとんどの人間がもち歩いているケータイだ。もう幾いく度どとなく写真を撮られたため、ケータイに撮影機能がついていることは学習している。

　深しん紅くのスーツに身を包んだカカや、輝く銀のストレートヘアをもつリイザは目立つから。テンペランスも、ひらひらがたくさんついた可愛かわいいドレスを着ているため、彼女たちがもつ三者三様の美しさを写真に収めたいという気持ちは責められない。

　一〇分ほど前。四人でこのテーブルに着いたとき、談話室に人影はなかった。

　それなのに……。フォンターナの娘たちは、どこへいっても人目を惹ひく。

「幽閉なんて、わたし納得できないわ」

　テーブルに身をのり出すようにして、リイザがつぶやいた。彼女の透き通った声は、たとえ小さくとも、周囲の喧けん噪そうをものともせずササラの耳に入ってくる。

　カカが、もともと鋭い目をさらに研とぎ澄すまし、リイザに視線を突き刺した。

「何度も言わせるな。我々はフォンターナなんだぞ？　よく考えろ」

「カカ姉様の言うことなんか、絶対に聞かないから」

「リ・イ・ザ。いい加減にしないと本当に怒るからな？」

「ふんだ。カカ姉様がその気なら、わたしだって本気を出すんだから」

　カカとリイザが、静かににらみ合う。

｛獲かく鳳ほう縛ばつ麒き｝というふたつ名をもつカカ。同じく、｛静せい謐ひつなる禍わざわい｝のリイザ。

　このふたりがこんなところで手加減ナシの姉妹ゲンカを始めれば、周りにいる学生たちは、なにが起こったのかわからないまま人生の終わりを迎えることになるだろう。

　そのような惨事は、全力で防がなければならない。

　ササラは、ぼ～っとしたまま動かないテンペランスへチラッと目を投げたあと、静かに息を整えた。

　九女に変なスイッチが入る前に……。

「わたしの考え、あるいは……」

「王家に従うのが、公こう爵しやく家けの務めなんだぞ？」

「もちろん、王家には忠誠を誓ってるわ。それはわかってる。わかってるけど、今回ばかりは話がべつよ。一〇年なんて……そんなの、わたし、嫌よ」

　ササラの弱々しい声は、カカとリイザの口論にあっさりと押し流されてしまった。

「王家の決定が不服なのか？」

「わたしは、いつだって王家に従ってきたわ。スキュ姉様やカカ姉様と違って、反抗的な態度をとったことなんて一度もないのよ？」

「だったら、今度の決定も大人おとなしく……」

「従えるわけないでしょ！」

「それでも従え。どんなに苦しくても、つらくても、フォンターナが進む道はひとつだ」

　妹を見つめるカカの目から、ゆっくりと熱がなくなっていく。やさしい彼女はいま、懸命に感情を押し殺している。

　親友だからこそ、ササラはそんなカカの気持ちを推おし量はかることができた。

　それと同時に、申し訳なさが全身にひろがっていく。

　カカとリイザを苦しめている決定は、王家が下したものだ。

　ササラの父であり、ビョルンストライド王国の現国王、レオ・ビョルンストライド。そして、第一王女であるスワンも決定に強い影響を及およぼしたと聞いている。

　臣下にとって王命は絶対。

　リイザが言っていたように、スキュースもカカも、そして他ほかのフォンターナ姉妹の何人かも、王家に反抗的な態度は過去に何度かとっている。だが、結局のところそれだけだ。面とむかって逆らった者はひとりもいない。

　だから今回も……。

「わたし、絶っ対に納得できないわ。一〇年も幽閉なんて、断固反対よ」

　話が、またフリダシに戻った。

　テーブルの周りにいる学生たちは、いまもなお楽しげに騒いでいる。〝きょう〟という日が何事もなく終わり、〝あす〟という未来が間違いなく運ばれてくることを疑っている者など、ひとりもいないだろう。

　だれの身の上にも平等に、過不足なく。

〝今〟が流れ去り、〝次〟が流れくる。

　だが、置かれた状況によって流れは変わる。

　以前、封印樹に身を隠した経験をもつササラは、時間の流れに違いがあることを知っていた。嫌というほど身に染みている。

　時間は、すべての人にとって平等ではない。

　厳密に言えば、時間はすべての人にとって同じ価値をもっていない。

　ササラは、強い力で胸を押されているかのような心地ここちで、フォンターナの娘たちへ順番に目をむけた。

　泣きそうな目をしているリイザ。

　腕を組んだまま唇を曲げているカカ。

　指先でテーブルをトントン叩たたき始めたテンペランス。

　ここは、第二王女である自分が会話の主導権を握らなければ。

　きちんと話し合い、ビョルンストライド王家とフォンターナ公こう爵しやく家けの双方が納得できるこたえを探っていかなければならない。

　王家は、一方的に命令を下すべきではないのだから。

　公爵家は、苦しみを押し殺すべきではないのだから。

　意見の交換から始めなければ。

　価値あるこたえを求めなければ。

　ササラは意を決し、胸を張った。

「では、わたしの意見、あるいは……」

「カカ姉様の頑固者っ！　もう怒ったわ」

「喧嘩やるんなら、いつでも相手になるぞ」

　また、リイザとカカに言葉を押し流された。

　テーブルをトントンするのをやめたテンペランスが、とろんとした目をカカとリイザへむけている。なんだか楽しそうに見えるのは気のせいだろうか……。

　ともかく、フォンターナの二女と三女にケンカをさせるわけにはいかない。もちろん、九女の言動にも注意が必要だ。

　注意……、していても、いまの自分には彼女たちをとめるだけの力はないけれど……。

　今朝、始祖竜少女シルテイシヤープとキスをしたため、｛傀儡使いプレーヤー｝としての能力を行使できないから。

「本のこと、告バ発ラしてやるんだから」

　リイザが、ぼそりともらす。

「本って、ま、まさか……」

　カカの表情が、瞬またたく間に凍りつく。

｛獲かく鳳ほう縛ばつ麒き｝ほどの女性を戦せん慄りつさせるような〝本〟とは、いったい……。

「カカ姉様が『マキシマム・デッド』暴走の犯人だって、スキュ姉様に……」

「ひ、卑ひ怯きようだぞリイザ」












「バラさないって、紋章に誓ってないもの」

「くっ」

　カカが組んでいた腕を解き、テーブルに両手をついた。だがすぐにまた腕を組み、椅い子すに座り直す。彼女らしからぬ狼狽うろたえようだ。

　テンペランスが、心もち体を前にかたむけ、リイザを見つめている。『マキシマム・デッド』の話をもっとくわしく……、といった表情である。

『マキシマム・デッド』という名に、ササラは聞き覚えがあった。

　確か、スキュースが著した魔導書のタイトルだったはずだ。

　七年ほど前にある事件があった。

　フォンターナ家が所有する湖こ畔はんの城がひとつ、跡形もなく消し飛んだことがある。湖も、周囲の森も、無惨な砂漠と化してしまったという。

　その原因が、『マキシマム・デッド』の暴走だった。

　スキュースが、書き終えたばかりの本を城に置いたまま散歩に出たあと、本に練り込まれた数千億の術式が原因不明の連鎖爆発を起こし、天災級の被害を生み出した。

　そう聞いている。

「で、『マキシマム・デッド』をどのようにして暴走させたのか、某それがしはそこが知りたいのだが」

　いままで黙っていたテンペランスが、待ちきれないといった様子でリイザに話の続きを催さい促そくした。両の拳こぶしをテーブルにのせ、小こ刻きざみに体をゆすっている。子どもみたいで可愛かわいいけど……。

「テ、テンピィには関係ないだろ」

「テンピィも聞きたいわよねぇ？」

　狼狽えるカカを挑発するように、リイザが唇の端を意地悪そうにつりあげた。

　テンペランスが、コクコクと何度もうなずいている。きれいな黒髪が、うなずくたびにゆれて光を弾はじくから、これもまた可愛いけど……。

　カカの視線が怖い。

　リイザが、そんなカカへ挑戦的な目をむけながらしゃべり始めた。

「あの日、わたしはカカ姉様といっしょに、スキュ姉様のところへ差し入れをもっていったの。

　執筆がんばってね、って応援するためにね。

　でも、城の中にスキュ姉様はいなくて……。

　そこで、カカ姉様が机の上に一冊の本を見つけて……。

　ちょっと考えたら、スキュ姉様直筆の本だってことくらいわかりそうなものなのに、カカ姉様ったら、ったく……」

　テンペランスが、カカを横目に「むぅ～、浅せん慮りよな」と小声をもらした。

　カカが、ぶすっとした顔で左右の妹たちを見ている。

　リイザが言葉を続けた。

「考えなしのカカ姉様がページを開いたせいで、本の防犯術式が発動しちゃったの。

　スキュ姉様の術式よ？　しかも、新作に込めた想おもいがよっぽど強かったんでしょうね。すっごい術式だったの。

　それでも、適当にうけ流しておけばいいのに、カカ姉様ったら熱くなって、防犯術式を破壊しようとするから、運悪く術式が共鳴しちゃって、偶然に偶然が重なって、超爆系の術式が組みあがっちゃって……。

　あのときは、ほんと～に大変だったんだから」

「むぅ～、浅慮もそこまでくれば天晴あつぱれとしか言いようがない」

「テンピィ、スキュ姉に言うんじゃないぞ」

　カカが、ギロッとテンペランスを視線で射抜いた。

「ふっふっふっ、心配ご無用。某それがしの口は、清すが々すがしい夏空をゆく雲のように軽いゆえ」

「知ってる。だから心配なんだ」

「ふっふっふっふっふっふっふっ。リイ姉、そのようなネタをいままで独ひとり占めしていたとは、この悪姉め」

「悪姉って……聞き捨てならないわね。べつに隠してたわけじゃないのよ？　無理にケンカの種をまく必要なんてないでしょ。スキュ姉様が落ち込んでたのは、まぁ、ちょっと可哀かわい相そうだったけど……」

「ふっふっふっふっふっ。この事実をスキュ姉が知れば、さぞかし……」

「もし言ったら、次じ元げん牢ろうに閉じこめて退屈地獄を味わわせるぞ？」

「むぅ～、己の悪事を闇やみに葬ほうむろうとするカカ姉こそ、真の悪姉か。リイ姉もがんばらねば、悪姉の座を奪われるかも」

「悪姉の座なんていりませんから。そんなことより、カカ姉様があくまでも王家に従うなら、『マキシマム・デッド』のことをスキュ姉様に言ってやるんだから」

「ササラはともかく、テンピィに教えたんなら、もう言ったも同じだろう」

　カカが顔をしかめた。

「わたしは、どんな手段てをつかってもキュートを守り抜いてみせるわ」

　リイザが、キッパリと言いきった。

　第二王女の前で口にするのだから、よほどの覚悟があるのだろう。

　ササラは、カカやリイザと視線が合わないよう、目を伏せた。

　事態は急を要する。

　第二王女の自分にできることは……。





一章　ジ・アース・ランゲージ・アソシエーション







　コンコン、と丁寧にノックをしたあと、春日かすが理り刀とは職員室のドアを開けた。

「し、失礼しまぁす」

　まず室内を覗のぞき込んでから、そろりと足を踏み入れた。

　正直なところ、かなり緊張している。

　入った場所が、能力開発学科ペンタグラムの職員室だから。

　知った顔の教師は、ほとんどいない。

　つい一〇分ほど前。担任から、

『能開ノーカイの職員室にいって、小こ牧まき先生に会ってこい。いますぐだ。礼儀正しくするんだぞ』

　と背を叩たたかれ、一限目の授業中であったにもかかわらず教室を出て、こうして能力開発学科の職員室に足を踏み入れている。

　なぜ呼ばれたのか？　担任は理由を教えてくれなかった。

　微かすかな不安。そして、そんな負の感情を踏み潰つぶすほどの強い期待感が、いま、胸の中で跳ね回っている。

　三月一一日。

　レゾン学院高等部二年、という肩書きもあと数日でなくなってしまう、きょうという普通の日が、もしかしたら特別なモノになるかもしれない。

　普通科から能力開発学科へ籍を移すことができるかも。その報告かも。きょうからスターライトになれるかも。キュートたちと同じクラスになれるかも。

　いやいや、喜ぶのはまだ早い。ちゃんと話を聞かなくては。

　浮き立つ気持ちを抑えながら、理刀は近くにいた若い女性教師に歩み寄り、

「あのぅ、小牧先生に呼ばれてきたんですが、先生はどちらにいらっしゃいますか？」

　そうたずねた。途端、

「春日くんか？　こっちだ」

　部屋の奥から太い声が聞こえてきた。

　目をむけると、体の大きな、いかにも体育会系といった感じの教師が右手をあげていた。五〇代半ばくらいだろうか。

「キミが春日くん？　ふふ、未来の有名人にさっそく会えるなんて、光栄だわ」

　女性教師へ目を戻すと、彼女が顔中に笑みをひろげていた。

　未来の有名人？　光栄？

　よくわからないけど……。期待してもよさそうだ。




「キミの能力が、地球語協会テラの目にとまったんだよ」

　小こ牧まき先生の前に座るなり、ズバッと切り出された。

「地球語協会って……」

　その名は、レゾン学院の生徒ならだれでも知っている。

　Theジ Earthアース Languageランゲージ Associationアソシエーシヨン.　略してＴＥＬＡテラ。

　各国で慈善事業を行っている素晴らしい組織だ。

　でも……。

　能力値九九の春日かすが理り刀とが、普通科から能力開発学科ペンタグラムへ移籍する話じゃなかったのか？

　頭の片隅でそんなことを考えながらも、理刀は小牧先生とむかい合ったまま体を強こわ張ばらせた。予想外の話に、どんな表情をつくればいいのかわからない。

「来週の金曜に面接があるんだが、うけてみる気はないか？」

「面接、ですか？」

　小牧先生は、状況を整理する間も与えてくれない。話をどんどん進めていく。

　来週の金曜ということは……、ちょうど一週間後。

　先生の太い眉まゆも、力強い目も、分厚い唇も、喜び一色に染まっている。

　だったら、こっちも笑えばいいのか？

　地球語協会と聞いて、跳びあがって喜びを表現すればいいのか？

　確かに嬉うれしいけど……。

「ん？　地球語協会、知ってるだろ？　普通科だからって、気け圧おされなくてもいいんだぞ？　キミの能力、あ～、なんていったかな……」

　小牧先生が、机の上に置いてあったプリントに目を落とし、

「そうそう、『混沌とした実在カオテイツク・リアル』だ。この能力は稀き少しよう価値が高いそうじゃないか。自信をもっていいんだぞ？」

「はぁ」

「春日くん、キミは進路調査書に、え～と」

　プリントを手にとった小牧先生が、

「〝人の役に立つ仕事がしたい〟〝能力を人助けに役立てたい〟って書いてるじゃないか。だったら、地球語協会はもってこいの職場じゃないかな？」

「そうかもしれません」

「そうかもしれませんって、他ひ人と事ごとみたいなこと言ってちゃダメだぞ？　これほどのチャンスは滅めつ多たにないんだから、ガンガン自分をアピールしていかなきゃ！」

　思わず力んでしまったのだろう。小牧先生が、もっていたプリントをくしゃっと握り潰つぶした。「あちゃ～」と慌あわててプリントのシワを伸ばしてテーブルに置く姿は、なんだか愛あい嬌きようがある。

　理り刀とは、ふと周りを見回した。他ほかの教師たちが、こちらの様子を窺うかがっている。数人の教師と目が合い、笑いかけられた。

「能力値だけを基準に生徒を選えりわけるのは、ん～、今後は見直していかないとな」

　言いながら、小こ牧まき先生が角かく張ばった顔を理刀に寄せてきた。

「春日かすがくんのお陰で、レゾンの名が世界レベルまで高まるぞ」

「世界レベルなんて、そんな……」

「謙けん遜そんしなくていい。キミはフォンターナの令嬢たちとも仲がいいそうじゃないか。それどころか、ビョルンストライドの姫とも親しくしてるとか」

「彼女たちとは、えっと、そのぅ、いい友だちです」

「キミの頭上には、でっかい幸運の星があるんだぞ？　そのことに気づいてるか？　地球語協会テラの話も、その星が引き寄せたんだ。この幸運を逃がしちゃいけない」

「幸運の星、ですか？」

「地球語協会から誘いがくるなんて、開校以来初めてのことだ。しかも普通科の生徒に」

「そ、そうなんですか？」

　小牧先生が、ぐぐっと顔を近づけてくるから、理刀は上体を反そらしながら言葉を返した。

「それだけじゃない。二年生に話がくるなんて、亜あ威いと美み々み津つくらいのもんだ。っと、キミは能ウ開チの亜威と美々津、あとリトル亜威とも仲がいいそうだな？　いつも昼食をいっしょにとってるそうじゃないか」

「え、あ、はい。いっしょに、食べてます」

　リトル亜威って、百もも香かのこと？

　能力開発学科ペンタグラムの教師から見れば、ふたりそろって【時の統治者タイムルーラー】である亜威姉妹は、とても大切な生徒に違いない。だから、昼休みの行動までチェックしているのだろう。

「我々能開ノーカイの教員スタツフは、魔族やスターライトと仲のいいキミにもう少し注意を払っておくべきだったと反省してる。『混沌とした実在カオテイツク・リアル』の価値がわからなかったとはいえ……」

　小牧先生が、申し訳なさそうな顔で視線を落とした。

　ここでどんな言葉を口にすればいいのかわからず、理刀は太ももの上に軽く握った手をのせたまま、身動みじろぎひとつしなかった。

　小牧先生が言葉を続けた。

「あと半年くらい待って、様子を見るという手もある。三年になれば、香こう森もりのように引く手数多あまたになるかもしれん」

　香森小こ都と恋こは、｛千里眼クレアヴオイアンス｝のふたつ名をもつ【無を歩く者ナツシングウオーカー】の能力者だ。黒くろ媛ひめや巴ともえと同じく、レゾン学院の生徒たちが憧あこがれてやまない女性である。

　理刀は、浮かびあがるような、それでいて沈み込んでいくかのような気持ちを持て余しながら、小さくうなずいた。

　いちおう、〝先生の話は聞いてますよ〟という態度は示しておかなければならない。

「あんまり実感が湧わかないか？　香こう森もりクラスを引き合いに出してもピンとこないかもしれんが、春日かすがくんの能力も負けてないんだぞ？」

「ありがとうございます」

「まぁ、待ちの姿勢をとって『混沌とした実在カオテイツク・リアル』の価値を高めるという戦略もあるにはあるが、面接くらいうけてみてもいいんじゃないか？　なんといっても地球語協会テラだからな。確か、亜あ威いも第一志望にしてたはずだ」

　黒くろ媛ひめが、地球語協会を第一志望に？　初耳だ。

　理り刀とはもう一度、能力開発学科ペンタグラムの職員室を見回した。

　たくさんの教師たちが、自分に注目している。

　珍しい色だけど、たぶん価値のない石ころ。ずっとそう思っていたモノが、いきなり黄金よりも価値のある鉱石だと判明した。さあ、大々的に売り出そう。どんな大組織が買いとってくれるんだ？　そんな空気。

　理刀は、職員室内の教師たちから小こ牧まき先生へ視線を戻した。

　期待に満ちた目。春日は面接をうけるだろう、と信じきっている目。

　レゾン学院の生徒で、地球語協会からの誘いを蹴ける者はいないだろう。それでも……。

「返事は、少し待ってもらえますか？」

　理刀はなんとか、その言葉を絞り出した。

　少し考える時間がほしい。




　昼休み。

　いつものように、理刀の教室に女の子たちが集まってきた。

　能力開発学科から、キュート、黒媛、巴ともえ、百もも香かの四人。地下学院アンダーレゾンからはスイート。

　これもまたいつものように、あいた机をくっつけて座る。理刀の両隣にキュートとスイート。正面に百香。右斜め前に黒媛。左斜め前に巴。

　いつもと変わらず、クラスメイトたちから嫉しつ妬とや羨せん望ぼうや憎ぞう悪おの視線を投げつけられながら、理刀は毒どく舌ぜつ丸まるにつくってもらった弁当箱のフタを開けた。

　ご飯。サラダ。プチトマト。チーズのベーコン巻き。ソーセージ。その他ほかいろいろ。子どもの好物、といったオカズが多い。キュートとスイートの弁当も、メニューは同じだ。箱の大きさが、ひと回り以上小さいけど。

　手を合わせ、毎朝三人分の弁当をつくってくれる毒舌丸に感謝する。

　箸はしのつかい方にもうほとんど違和感がなくなったスイートが、プチトマトを器用に口もとへ運び、小さな紅あかい唇でついばむようにして食べた。

　もぐもぐとしばらく咀そ嚼しやくし、コクッとノドを動かして口の中のものを吞のみ込んだあと、彼女がわずかに身をのり出した。

「来週の月曜が特別な日だということは、みなさんもご存じでしょ？」

　黒くろ媛ひめ、百もも香か、巴ともえの三人が、ほぼ同時に箸はしをとめた。そしていっせいに、チラッと理り刀とへ目をむけてくる。

　きょうは三月一一日の金曜日。

　来週の月曜は……、三日後。

　みんな、その日を意識しているはず。

　三月一四日。

　ホワイト・デー。

　キュートが、理刀越しにスイートへ目をむけた。

「月曜って、なんかあるの？」

「ホワイトな日ですわ」

「ホワイト？　白い日ってこと？　特別な日なの？」

　キュートが、黒媛たちへ「？」と顔をむける。

　黒媛は、曖あい昧まいな笑みを浮かべながら理刀をチラ見。

　百香は、ニパッと笑うだけ。

　巴は、頰ほおをほんのり桜色に染め、弁当に視線を落としたまま動かない。

「三月一四日は、ホワイトな日。つまりホワイト・デーなのです」

「だから、その白い日になにがあるってのよ？」

「一ヶ月前の二月一四日、なにがあったのか思い出して下さいな」

「一ヶ月前……って……きゅ」

　キュートが、項垂うなだれて身を縮めた。

　二月一四日はバレンタイン・デー。

　その日、ササラがつくったチョコレートが、ちょっとした事件の引き金となった。

　フォンターナ家の九女である｛万虐無道テンペランス｝のお手製〝願望パウダー〟が、チョコレートの中に練り込まれていたからだ。

　それを食べた女の子たちが、様々な事件を巻き起こした。

　特にキュートは、これでもかと暴れまくって……。

　身を縮めたくなる気持ちもわかる。

　キュートの反応を気にすることなく、スイートがしゃべり続ける。

「思い出したようですわね。そうです。二月一四日は、バレンタイン・デーでした。そして、ちょうど一ヶ月後の三月一四日がホワイト・デー。この意味がわかりますか？」

「だ、だから、なにがあるのか、さっさと教えなさいよ！」

　顔をあげたキュートが、キッとスイートをにらみつけた。

「ふふん。ここまで説明してもまだわかりませんか？　プレゼントにはお返しが必要です。バレンタイン・デーにもらった黒いチョコレートのお返しに、純粋な白い気持ちを返す日。それがホワイト・デーですわ」

「それじゃ、えっと、理り刀とが白いチョコレートをつくるの？」

「問題はそこなのです。わたくしも気になって調べてみたのですが、お返しの品はどうやら決まっていないようですわ」

「なんでもいいの？」

「〝なんでもいい〟というのは少し乱暴かもしれませんが、バレンタイン・デーより自由度が高いことは確かですわね。チョコレートを贈った女性の趣味、または贈り物を選ぶ殿方のセンス次第、といったところでしょうか」

「プレゼントを選ぶのは楽しいかもしれないけど、相手が多いと大変ね」

　キュートが、理刀に顔をむけてくる。

　一方で、スイートが黒くろ媛ひめたちに目をむけた。

「理刀が大変なのは、プレゼント選びだけじゃありませんわ」

　彼女の真剣な目と声こわ音ねに、黒媛、百もも香か、巴ともえの三人が表情を引きしめた。それでも、瞳ひとみの奥には〝なにが大変なんだろう？〟という疑問が浮かんでいる。

　キュートが、わずかに眉まゆをあげてスイートへ視線を移した。

「理刀がお菓子とかつくるんだったら、あたし手伝うわ。自分がもらうヤツをつくっても、べつにルール違反じゃないでしょ？」

「申し訳ないのですが、細部のルールは調べていません。ですが、理刀が大変なのはそんなことではないのです」

「じゃあ、どんなことが大変だってのよ。もったいぶらずに……」

「三倍返し、という極めて不公正な不文律ルールがあるのです」

「きゅ、三倍返し？」

　両りよう眉まゆを跳ねあげたのは、キュートひとり。

　黒媛たちは、〝ああ、そんなことか〟といった顔で肩の力を抜いている。

「バレンタイン・デーにもらったチョコや品物の価値を〝一〟とするなら、ホワイト・デーには〝三〟の価値に値する品を相手へ贈らなければならないのです」

「高くつくわね」

「これはつまり、ひと月三〇〇％の利率ということになりますわ」

「すっごい暴利ね」

「わたくしも、この裏規則ルールを知ったときには、さすがに寒気を覚えましたわ。知らなかったとはいえ、そのような負担を理刀に……」

　フォンターナ姉妹が、理刀を挟んで熱く語り合う。そんなふたりを、黒媛たちが微笑ほほえみとともに見守っている。

　理り刀とは、キュートへ、それからスイートへ顔をむけた。

「真剣に考えすぎだって」

「だな。三倍返しは絶対じゃない。そもそも、どこかの業界が男性を煽あおるために言い出したなんの根拠もないフレーズだ」

　黒くろ媛ひめが、すぐに言葉を足してくれる。

「でもでも、モテモテの男の人って大変ですね。女の子からチョコレートをもらった数だけプレゼントを……あ～、う～」

　ちょん、と姉から肘ひじでつつかれた百もも香かが、ごにょごにょと言こと葉ば尻じりを濁にごし、どこかあたふたといった様子で箸はしを動かし始めた。

　チョコレートのお返しを催さい促そくしてるみたいだから……、ということ？

「さ、三倍返しなんて、よく考えたら、ほ、ほんとにひどい、ね」

　巴ともえが、チラッと理刀へ視線を投げてきた。

「お返しは、チョコレートと等価か、それ以下でかまいませんわ。気持ちの問題ですから。ですが、ここで問題になってくるのが、わたくしたちがつくったチョコレートの価値、ということになりますわね」

「ふん」

　キュートが、ムスッとした顔で下唇を突き出した。

　彼女だけ、市販のアーモンドチョコ『ピュアラ』だったから……。

　スイートが、楽しそうに目を細め、そんなキュートへ笑みをむけた。

「うふふ。あなたのチョコは明確にお値段がわかりますから、羨うらやましいですわ」

「きゅ！　量だけだったあんたのモノより、よっぽどマシよ！」

「あのぅ」と百香が、遠慮がちに左手をあげた。

「手づくりチョコの価値なんて、食べた人の感じ方によって違ってくると思うんですけど……春日かすがさん、わたしたちのチョコ、食べてませんから……」

「あっ」

　スイートが、手で口を押さえた。

　黒媛と巴が、顔を見合わせた。

「そういえば……」とキュートがつぶやいた。

　二月一四日の昼休み。

　キュートの『ピュアラ』も、スイートの大量チョコも、黒媛の義理チョコも、百香の本命チョコも、巴のチョコレート・タルトも、チョコに飢えた生徒や教師たちにすべて奪いとられ、跡形もなく食い尽くされてしまった。

　思い出したくない記憶である。

　あの日、口にすることができたのは、ササラがつくったチョコだけだった。

　ひと粒、だけ。

　スイートが額ひたいを押さえた。

「一心にチョコをつくった記憶ばかりが、脳裏に焼きついていましたから……」

　黒くろ媛ひめと巴ともえが、しゅんと肩を落としている。

　百もも香かが、苦笑いを浮かべている。

　理り刀とはここで、なるべく声を大きくしないよう意識しながら言った。

「実は、もうプレゼント用意してるんだ。ハハ、三倍返しとか、できないけど……」

　黒媛たちが、「え？」と目を大きくした。

　左右から、キュートとスイートの視線も感じる。

「わたくしのチョコ、理刀には……」

「気持ちをもらったから、さ。スイートも言ったじゃないか、〝気持ちの問題〟だって」

「で、でしたら、わたくしも、今度はきちんとしたモノをつくりますわ」

「わ、わたしも……」

　巴が、ちょこんと右手をあげた。が、理刀と目が合うなり、顔を真っ赤にしてうつむいてしまう。

　黒媛が瞳ひとみを輝かせた。

「よし。それじゃあ、来週の月曜にみんなでチョコケーキをつくらないか？　ひと月遅れになったが、あらためて理刀に食べてもらおう」

「さんせ～い！」

　百香が、パッと両手をあげた。

　大きな声だから、クラス中にビシビシ響いて……。クラスメイトたちの目と耳が集まってくる。

　キュートが、銀のツインテール、そのひと房をサッと背に払った。

「それじゃあ、学校帰りに材料を買って、ウチに集まるってのはどうかしら？　ホワイトデー・パーティをしましょ」

「ケーキをつくったあとパーティですか？　うわ～、なんだか〝イマジネーション・ラバー〟の歌詞みたいです！」

　百香が、ニパ～ッと笑みをひろげた。

「あ、その歌、知ってるわ。なんかのＣＭで流れてるヤツでしょ？　イマジネーション・ケーキ　おいしいね♪　イマジネーション・パーティ　楽しいね♪」

「「イマジネーション・ダンス　素敵だね♪　イマジネーション・フレンド　いいヤツばかり♪　イマジネーション・ラバー　永遠の愛♪」」

　キュートと百香が声を合わせ、〝イマジネーション・ラバー〟のサビを歌った。ふたりとも、体を左右にゆらしてノリノリだ。

　百もも香かの両サイドで、黒くろ媛ひめと巴ともえが困ったように笑っている。

〝イマジネーション・ラバー〟はテンポがいいけど、本当は寂さびしい歌だから。

「チョコケーキを共同製作、その後パーティ開催、というわけですわね」

　スイートが、キュートと百香を見て微笑ほほえんでいる。

　歌はともかく……。理り刀とは、教室中からビシバシ飛んでくる視線に気づかないフリをしながら、弁当を食べ続けた。

　ホワイト・デーは、男から女の子へお返しをする日。それなのに、女の子たちからケーキをつくってもらえるなんて……。

　用意したお返しの品は、安物のブレスレットだ。全員同じモノ。プレートにそれぞれの名前を彫ってもらってるけど……。

　フォンターナ姉妹も亜あ威い姉妹も、育ちのいいお嬢様たちだし、巴が日ひ頃ごろ身につけているブレスレットは高価なプラチナだし。

　でも、気持ちの問題、だよね？

　本当は寂しい歌も、気持ち次第で楽しげに聞こえてくるし、ね。




「いきなりなんだけど、オレ、地球語協会テラから面接うけないかって話、もらったんだ」

　頃ころ合あいを見み計はからい、理刀は地球語協会の話を切り出した。

　途端、楽しそうにしゃべっていた女の子たちの表情が引きしまる。

「地球語協会って……本当なのか？」

　黒媛が、声を押し殺して訊きいてきた。まるで、重大な秘密をたずねるかのように。

「きょうの一限目に、能力開発学科ペンタグラムの小こ牧まきって先生に呼ばれてさ」

「小牧先生か、生徒の就職をとり仕切ってる方だ。で、面接はいつなんだ？」

「来週の金曜」

「一週間後か……うけるのか？」

　軽い感じで「うけるのか？」なんて口にした黒媛だが、その目は真剣だ。

　理刀は、最後まで残しておいたタコさんソーセージを口の中に放ほうり込んだあと、ゆっくりと嚙かんだ。視線を宙に漂ただよわせる。

　正直なところ、迷ってる。

　とても魅力的な話であることは、間違いないだろう。今回を逃すと、もう二度とチャンスは巡ってこないかもしれない。それでも………、気持ちが定まらない。

　理刀のこたえを待たず、百香がキュートとスイートへ交互に目をむけた。

「あ、地球語協会っていうのはですね、英語でTheジ Earthアース Languageランゲージ Associationアソシエーシヨン.っていうんです。その頭文字をとってＴＥＬＡテラって呼ばれてます。災害現場や未開発地域で能力者を活躍させるため、二四時間戦い続けてる正義の組織なんですよ」

「ふ～ん。なんかすごそうね」

「理り刀とに興味を示すなんて、目が高い組織のようですわね」

　キュートとスイートが、百もも香かの説明に大きくうなずいた。

　彼女たちを横目に、理刀は素直な気持ちをもらした。

「面接をうけるべきか、それとも断るべきか……よくわからないんだ」

「きゅ？　うけるだけうけてみて、嫌だったら断ればいいんじゃないの？」

「理刀のお気に召さない組織なのですか？」

　キュートとスイートが、左右から理刀の顔を覗のぞき込んでくる。

　そんなフォンターナ姉妹にこたえたのは、

「面接をうけたあと、採用されたら断るのは難しいんだ」

　黒くろ媛ひめだった。

　百香と巴ともえも、小さくうなずいている。

　キュートたちは、「どうして？」といった顔だ。

「理刀は、レゾンの生徒として地球語協会テラの面接をうける。しかも第一号だ。だから、採用されたあと断ったら、〝レゾンの生徒が断った〟ということになるんだ。そうなったら、レゾンの体面にも関かかわってくる。下へ手たをすると、次から地球語協会がレゾンを敬遠するかもしれない」

「面接をうけるからには、レゾンの名を背負う覚悟が必要なわけね」

　キュートが、む～と唇を尖とがらせた。

　黒媛が、さらに言葉を続けた。

「実はな、わたしも地球語協会に就職したいと思ってるんだ。中等部の頃ころから、ずっと第一志望でな」

「黒媛も？　ん～、だったらあたしも地球語協会に入ろうかしら。みんなでいっしょに面接うけるってのはどう？」

　キュートが空色の瞳ひとみを輝かせた。

「わぁ、素敵！　わたしも、レゾンを卒業したら地球語協会をうけようかなぁ」

　百香が声を明るくする。

　そんな妹を横目に、黒媛が口を開いた。

「卒業したあともみんないっしょ、というのは楽しそうだが、ここにいる全員の〝夢〟が同じ、というわけじゃないからな……」

　すぐに言葉を継いだのは、巴だった。

「あ、わ、わたし、卒業したら『日本死霊協会ＮＳＫ』に、いこうと思ってるの」

　巴はいま現在、『日本死霊協会』の非常勤職員をやっている。どんな気持ちでその仕事をしているのか、以前、理り刀とは彼女の口から直接聞いたことがある。

『わたしね、こんな自分にでもできることがあるなら、なるべく、なんでもやりたいって、思ってるの。【死霊使いネクロマンサー】のイメージが、少しでもよくなったら、嬉うれしいから……自分のためにもなるし、全国にいる、顔も知らない仲間のためにだって……』

「わたくしも、魔導書の道を進むつもりですから、地球語協会テラの面接はご遠慮させて頂きますわ。まぁ、魔導書はどこにいても書けますので、理刀との同居にはなんの支障もないわけですが……」

「きゅ、あんたはスキュースお姉様んとこに弟子入りでもしなさいよ」

「もちろん、それも考えています。しかし、あくまでも最終手段です。まずは、自らの力で書けるだけ書いてみるつもりですわ」

　箸はしを置いた黒くろ媛ひめが、大きな胸の下で軽く腕を組んだ。

「巴ともえとスイートには、それぞれの道が見えているわけだ。自分の道は自分でつくって、自分の両足で歩かなきゃ、な」

「きゅ、黒媛の言う通りかもね。〝自分の道は自分でつくる〟って、考えさせられるわ」

「まぁ、その道を歩き出す時期も重要になってくるとは思うが……難しいな」

　黒媛が、理刀へどこか悲しそうな目をむけてきた。

　百もも香かと巴も、理刀を見ている。

　彼女たちの視線をたどり、キュートとスイートが左右から理刀を見あげてくる。ふたりとも、「なにが難しいの？」といった表情だ。

　黒媛が、再びしゃべり始めた。

「理刀が地球語協会の面接をうけたら、ほぼ間違いなく採用されるだろうな。むこうは、事前に『混沌とした実在カオテイツク・リアル』の能力を調べ、効果的につかえると判断したからこそレゾンに話をもってきたはずだ」

「理刀を評価している、ということではありませんか。職員として採用するため、その人物の人柄や能力をこっそり調べるのは、なにも悪いことではありません。難しく考える必要などないと思いますけど？」

　スイートの意見に、キュートも「そうよね」とうなずいている。

　黒媛が組んでいた腕を解き、右みぎ肘ひじを机の上にのせた。

「確かに、地球語協会は理刀を評価している。だから難しいんだ」

「地球語協会の職員になったら、春日かすがさん、学校にこられなくなっちゃうんです」

　百香が、しゅんとした顔で言葉をつけ加えた。

「きゅ？」とキュートが両りよう眉まゆを跳ねあげた。

「理刀は、まだ二年生、ですわ」

　スイートが、掠かすれたような声をもらした。

　百もも香かと巴ともえが、悲しそうに目を伏せる。

　黒くろ媛ひめだけが、視線を前へむけている。

「採用されたら、厳しい研修期間が待っている。その研修が終わったら、仕事場は確実に海外だ。学校にきてる暇なんかない」

「レゾンを卒業してから、というわけにはいかないのですか？」

　スイートの質問に、黒媛が肩をすくめた。

「地球語協会テラからの誘いは、今回限りかもしれない。『混沌とした実在カオテイツク・リアル』の能力をほしがるところが、他ほかにあるかもしれないし、ないかもしれない。決めるのは………理り刀とだ」


　　　★★★



　キュート・フォンターナは、隣に座る理刀の横顔を見あげた。

　彼が海外に？

　べつに異界へいくというわけではない。二度と会えない遠い世界ではなく、同じ人間界の土地だ。それでも……。

　理刀から視線を外し、キュートはカラになった弁当箱へ目を落とした。

　お隣さんじゃなくなる。

　好きなときに会えなくなる。

　学校でのランチタイムが寂さびしくなる。

　ここにいる女の子たちはみんな、理刀に気持ちを寄せている。こうして集まっているのだから間違いない。スイートも、黒媛も、巴も、百香も、理刀に会いたいから、弁当箱をもって普通科の教室までわざわざ足を運んでいるのだ。

　そんな彼が、レゾン学院からいなくなる。

「…………………きゅ」

　キュートは下唇を嚙かんだ。

　フォンターナの権力をつかって、地球語協会の職員になる？

『災害現場や未開発地域で能力者を活躍させるため、二四時間戦い続けてる正義の組織』だと百香が言っていた。

　一日中フル稼働している正義の組織は、幻げん術じゆつを必要としてくれるだろうか？　理刀の近くで働くのはいいとして、彼の足手まといにならないだろうか？

　キュートはまた、理刀を見あげた。

　視線に気づいた彼が、やさしい微笑ほほえみを浮かべてくれる。

　キュートも無理やり笑顔をつくった。なんだかノドが渇く。

　理刀が地球語協会にいくから、自分もいくの？

　自分をもたないキュート・フォンターナ。

　そんな女の子につきまとわれたら、彼は迷惑かも。

　笑顔を意識しながら、チクチクと痛む胸に手を当てた。

　自分をもたないキュート・フォンターナ。

　それじゃあ、自分をもつためにはどうすればいいのだろう？


　　　★★★



　スイート・フォンターナは、気持ちを固めた。

　理り刀とがたとえ地の果てへいこうとも、ひと跳躍とびで逢あいにゆけるほどの力を身につければいいだけ。

　もちろん、超長距離の空間移動術式を身につけるまでは、理刀のそばから離れない。彼がニッポン国外の地を転々とするなら、躊躇ためらうことなくついていく。

　魔導書は、魔道具ペンのカオリがいてくれたらどこにいても執筆できる。

　自分磨きは、心身ともに健康であればどこにいてもできる。

　地球語協会テラというモノが、人間界にあってどのような位置づけなのか、まだよくわからないけど……。

　黒くろ媛ひめや百もも香かの反応から察するに、多くの人々が憧あこがれるような組織なのだろう。ビョルンストライド王国でいうなら、王家直属である〝彩いろ持もち〟の騎士団や、〝破魔石〟の使用を認められた魔術団といったところか。

　理刀はいま、地球語協会の面接をうけるか否いなか、迷っている様子だけど……。彼のことだから、きっと自らの夢をかなえる道を選ぶはず。そうでなければ、らしくない。

　夢を夢のまま放置しておくなんて、考えられない。

　夢を夢のまま終止符を打つなんて、絶対にしない。

　夢じゃない。

　ひとつの駅なのだ。

　踏みしめ、確実に足跡をつけるべき通過駅のひとつでしかない。

　終着駅は、まだまだずっと先。はるか先。見えもしない。想像さえできない。

　ひとつひとつの駅を理刀とともに巡ることができたなら、これ以上の幸せはないだろう。


　　　★★★



　亜あ威い黒媛は腕を組むフリをして、早鐘を打っている心臓をそれとなく押さえた。

　ドキドキしてる。

　ずっと憧れていた地球語協会が、理刀を引き抜きにきたと聞いたその瞬間から、鼓動のリズムが速くなった。

　理刀が地球語協会に。面接なんてかたちだけ。彼は確実に採用される。

　だったら自分も！

　互いに採用されても、地球語協会の支部は世界各地にあるため、理刀と同じ勤務地に配属される可能性は極めて低いだろう。それでも、同じ組織だし、同じ日本人だし、同じ歳としだし、同じレゾン学院の出身者だから、互いのつながりはいまよりずっと強いものになるはずだ。

　ついつい、そんなことを考えてしまう。

　でも……。

　自分の胸を押し潰つぶすように、黒くろ媛ひめは組んだ腕に力を入れた。ぎゅ～。

　みんなに気づかれないよう、ゆったりと微笑ほほえんだまま、ぎゅ～と体の中心に力を入れる。

　世界規模で見れば、【時の統治者タイムルーラー】の数は多い。自分と同じ時間停止系では、一時間以上の記録をもつ能力者もいるという。

　一時間。いまの自分は、一〇分ちょっとしか時間をとめることができない。単純計算で約六倍。

　まだまだ遠い。けど……、遠いからこそ挑むことができる。

　春日かすが理り刀とという男の子は、日々自分を超えていこうと努力を続けているはず。

　だから自分も。

　彼の背を追うのではなく。

　彼とならんで走れるように。


　　　★★★



　美み々み津つ巴ともえは、心の中で大きなため息をついた。












　寂さびしい。

　理り刀とは、きっと地球語協会テラへいく。そして、数年後には黒くろ媛ひめも。

　キュートやスイートはどうするのだろう？　日本に残ってくれるのだろうか？　それとも魔界へ帰る？　他ほかの地へいく、ということも考えられるけど……。

　百もも香かだって、いつまでも姉にくっついているはずもなくて……。元気でしっかりとした女の子だから、早々に自分の道を見つけて走り出すに違いない。

　いつまでも友だちといっしょ、というわけにはいかない。

　それを考えると、ほんとに寂しくなる。

　自分がもう少し強くなれるまで、みんながいてくれたら嬉うれしいけど……。

　高等部の三年になって、大学部へ進んで、成人式に出席して、大人おとなになって……。

　そのときになれば、いろんな寂しさに堪たえられるくらいには強くなってるはずだから。

〝みんないっしょ〟は、あとどれくらい続くのだろう。

　黒媛がいて、百香がいて、キュートがいて、スイートがいて、そして、その中心に理刀がいてくれるというこの輪が、過不足なく心地ここちいいかたちを保ち続けることができるのは、あとどれくらいなのだろう。

　この空間に残された時間は？

　考えれば考えるほど寂しさが増していく。

　強くならなきゃ。

　少なくとも、友だちに依存しなくてもやっていけるくらいに。

　ひとりの時間が長くなっても、自分の気持ちを〝普通〟に保っていられるくらいに。

　寂しくても、顔をあげていられるくらいに。

　でも、いまはまだ〝ひとりの強さ〟を手に入れていないから……。

　このまま、もう少しだけ……。


　　　★★★



　亜あ威い百香は弁当箱をポシェットに入れ、その口くち紐ひもをキュッと結んだ。

　紐を結ぶのと同時に、唇も引き結ぶ。そうしながら想像してみた。

　黒媛と理刀が、ふたりして地球語協会の職員になった未来。

　黒媛は亜威一族の誉ほまれ。親しん戚せき中がそう口をそろえている。

　そんな姉が地球語協会に入れば、どれほどの騒ぎになるだろう。

『黒媛は〝特別〟なんだよ。心技体、すべてにおいてパーフェクトだ。ただひとつ心配なのは、彼女につり合う男性が見つかるかどうか、ということだけだね』

　二年前、スウェーデンのストックホルムで催もよおされた募金集めのパーティで、従兄いとこがそんなことを口にしていた。

　つり合う男性。

　ビックリするほど近くにいるんですけど。

　地球語協会テラに入った黒くろ媛ひめに、親しん戚せき中が賛辞を送るだろう。

「やっぱりすごい！」「黒媛ならやると思ってた！」「キミに欠点はあるのかい？」

　そして、同級生が地球語協会にいると聞いて、さらに驚くのだ。

　そのあと、みんなが春日かすが理り刀とという男性に注目する。彼の能力を知って、また仰天。それからゆっくりと人間性を知っていくことで、こう思うようになるだろう。

　黒媛の相手は理刀しかいない、と。

　あとは、本人たちの問題だけど……。

　隣の黒媛へ、そして理刀へ、百もも香かはチラチラッと視線を移動させた。

　姉は彼のことが好き。

　妹の勘だ。

　ふたりはお似合い。

　妹的な見立てだ。

　百香は、正面に座った自分より六つ年上の男性をそろりと見つめた。

　目が合う前に、サッと下をむく。

　自分とは到底つり合わない。だったら、せめて姉と……。


　　　★★★



　昼休み終了五分前を知らせる予鈴が、微妙な空気を押し流すかのように鳴り響いた。

　机をもとに戻した女の子たちが、理刀に笑顔をむけてくる。

「それでは、また放課後に……」

　スイートが、地下学院アンダーレゾンに跳も躍どろうとしたそのとき、

「ちょっと待ってくれ」

　黒媛が、彼女の手首をつかんだ。

「なんでしょう？」

「聞いてほしいことがあるんだ。すぐにすむ」

　スイートの手を自分のほうへ引き寄せながら、黒媛が目だけで笑った。

　巴ともえや百香、それにキュートも、黒媛の次の言葉を聞こうと動きをとめる。

　理刀も、座ったまま彼女の顔を見あげた。

「ふふ、理刀には悪いが………女だけで話したいから、廊下に出よう」

　理刀にパチッとウインクを飛ばしたあと、黒媛がスイートの手首をつかんだまま歩き出した。

「あ、そ、そう？　それじゃ……」

〝オレにも聞かせてほしいなぁ〟なんてことをとっさに言えない理刀は、ただ手を振ることしかできない。

「それじゃ、ね」

　キュートが、理り刀との肩をそっとなでたあと、黒くろ媛ひめの背を追っていく。

「あ、り、理刀くん、ま、またあと、で」

　巴ともえもすぐに、頰ほおをほんのり紅あかく染めたまま歩き出す。

「黒くろ姉ねえ様さまってば、なにか計画してる感じですね。きっとパーティのことですよ。それでは春日かすがさん、失礼します！」

　百もも香かだけが、ビシッと手をあげ、元気にニパッと笑ってくれた。

　女の子たちが教室を出ていったあと、理刀は机に両りよう肘ひじをつき、両手でアゴを支えた格好で黒板を眺めた。ぼんやりと。

　黒媛がどんなことを計画したのか……、近いうちにわかるだろう。それはいい。楽しみなことだから。

　気持ちに重くのしかかってくるのは、地球語協会テラの件だ。

　面接をうける。

　面接を断る。

　どっちを選ぶ？

　違う。そうじゃない、ときつく目を閉じた。

　レゾンを飛び出し、まったく違う世界へ飛び込む。

　いまの生活を維持し、仲間たちとの日々を楽しむ。

　どっちにする？

　自分はどちらを望んでる？

「…………………………はぁ～」

　重い息が、体の中からもれ出てきた。

　面接は来週の金曜。あと一週間。

『うけるにしろ断るにしろ、せめて三日前には返事をくれ』と小こ牧まき先生に言われている。

　だから、火曜までにはこたえを出さなければならない。

　火曜まで、あと四日。

　月曜にはホワイト・デーのパーティがあるから……。そこで友だちの大切さを再認識してしまったら、面接を断る方向に気持ちが傾くかもしれないけど……。

　困ってる人を助けたい、という夢は幼い頃ころからもっていて。

　だれかのために能力を役立てたい、という気持ちに噓うそはつけなくて。

「…………………………ん～」

　とにかく、もらった時間をギリギリまでつかって、じっくり考えよう。





二章　ホワイト・パーティ







　三月一四日。

　月曜を迎えた。

　土日は、注文していたブレスレットをとりに店へ足を運んだり、トレーニングをしたり、キュートやスイートと街中を歩き回ったり、ゲームセンターで遊んだり、カラオケにいったり、とそれなりに充実した時間を過ごした。

　それでも、地球語協会テラのことが頭から離れなくて……。キュートたちの前で笑顔を意識し続けることに疲れてしまった。

　あしたの火曜、返事をしなければならない。

　うけるか、断るか。

　いまもまだこたえを出せないでいる。このままホワイト・デーのパーティに突入してしまえば、〝みんなといたい〟という気持ちが強くなるに決まってる。

　両親に相談しようと電話をしてみても、父親にはつながらないし、深夜にようやくつかまえた母親には、

『理り刀との自由にしなさい。でも、これだけは覚えておいて。心の底から迷ったときは、選んでも選ばなくても後悔するわよ。結論から言うと、〝後悔しながら、それでも生き抜け〟ってこと。じゃ、これから森林火災の消火活動が……』

　途中で、プツッと通話が途切れてしまった。相変わらずの忙しさである。

　後悔しながら、それでも生き抜け……、か。




　放課後になってすぐ、理刀は一階ホールにはむかわず、大学部が入っている一九階へあがった。

　みんなとパーティの買い出しへいく前に、ササラへバレンタイン・デーのお返しをしようと思ったからだ。

　今年の四月から、彼女がようやく大学部の一年生としてレゾン学院に籍を置くことができるようになった、と先日毒どく舌ぜつ丸まるに聞いたばかりだ。

　いまはまだ三月だが、ササラは学校の雰ふん囲い気きに慣れるため、毎日通ってきては一般生徒に交ざって教室の隅で講義を聴いているらしい。

　どの学部の教室にいるのかわからないが、どこにいても目立つ女性だから、人に訊きけばすぐに居場所がわかるだろう。

　なんて軽く考えていたけど……。

　数人の先輩たちにたずねたけど、ササラの居所はわからなかった。

「キミ、プリンセス・ファンクラブの人？」「追っかけ禁止令、知ってんの？」「姫を怖がらせるようなことするなよ？　大学部の生徒、全員敵に回すぞ？」「ぬぅ～、去れ！」

　まさか、ワザと教えてくれなかったわけじゃないよね？




　結局、ササラにお返しの品を渡せないまま、理り刀とは一階ホールに降りた。

　そのまま、集まっていたキュートたちと駅ビルの地下へむかい、そこでパーティの材料を買いそろえた。

　ケーキを生地からつくっていたら時間が足りなくなるから、と巴ともえの提案でスポンジは既製のものを買った。他ほかにもホイップクリームやチョコチップや、とにかく理刀にはわからない材料を女の子たちが次々とカゴに入れていき、支払いは黒くろ媛ひめがカードでパパッとすませてしまった。

　ホワイト・デーって、男から……。




　駅地下から直通の改札を通ったあと、黒媛が構内の一角にあるロッカーからキャスターつきの旅行カバンをとり出した。どうやら、朝のうちに預けておいたらしい。

「準備はバッチリです！」

　百もも香かが、姉からうけとったカバンをゴロゴロと引きながら、みんなの先頭をいく。

　準備って？

　理刀は、両手に荷物をさげたまま女の子たちへ目をむけた。

　キュートとスイートが、うなずき合っている。

　巴が、なんだか顔を赤くしている。

「ふふ、パーティでのお楽しみだ」

　黒媛が、パチッとウインクを飛ばしてきた。

　理刀はふと、先週の金曜、その昼休み終了間際のことを思い出した。

　黒媛が、女の子たちだけで廊下に出て……。

『黒くろ姉ねえ様さまってば、なにか計画してる感じですね。きっとパーティのことですよ』なんてことを百香が言ってたけど……。

　カバンの中身は？




　キュートの家に入って暖房を入れるなり、女の子たちはぞろぞろと応接間を通り抜け、奥の部屋へ入っていった。

　キュートが寝室としてつかっている部屋である。

　ドアの隙すき間まから顔を出したキュートが、

「ちょっと待っててね」

　どこか恥ずかしそうに微笑ほほえんだあと、部屋の中へ顔を引っ込めた。

　パタン、と閉じられたドアを前にして、理り刀とはしばらく呆ぼう然ぜんと突っ立っていた。

　ケーキをつくるんじゃなかったのか？

　ドアの奥から、キャ～ン、アハハッ、なんて楽しそうな声が聞こえてくる。

　微かすかな疎外感を覚えながら、理刀は台所へ入った。ビニール袋の中からケーキの材料をとり出し、それをひとつずつ流し台の横や冷蔵庫横にあるテーブルにならべていく。

　女の子たちがなにをしているのかわからないけど、準備くらいなら自分にもできるから。


　　　★★★



　制服をハンガーにかけたあと、キュートは部屋の中で着替えている女の子たちに声をかけた。

「ハンガー、たくさんあるからつかってね。脱いだ服は壁にかけといて」

「ありがとう」

　黒くろ媛ひめが、ベッドの上に置いたハンガーに手を伸ばす。

　いま、彼女が身につけているモノは下着だけ。

　暖房を入れたばかりで、まだあたたまりきっていない部屋の中であっても、黒媛は素早い。さっさと制服を脱ぎ、さっさとハンガーを手にとっている。

　相変わらずというか、見る度にというか、圧倒されるボディラインだ。

　出るべきところは羨うらやましいほど出ており、引っ込んでいなければならない部分は上品に引きしまっている。健康的な白い肌に青のブラとパンツがよく似合う。ゆれる黒髪も、ドキリとするほどなめらかだし。

　先週の金曜。昼休み終了間近に黒媛が言ったのだ。

『来週のパーティ、理刀にナイショでいろんな衣装を着てみないか？』と。

　理刀が喜んでくれるなら、とだれも反対しなかったため、計画はスムーズに進んだ。

　去年の年末に亜あ威い家で行われたという仮装パーティの衣装を、黒媛が適当に見み繕つくろってきてくれた。土日にきちんとクリーニングまでしてきてくれて。

　そして三月一四日のきょう。

　キュートの部屋に入り、こうして着替えている。

　キュートは、自分が着ることになった衣装に目を落とした。

　汚れひとつない真っ白な服。変わったアイテムもついてるけど……、それほど気にならない。

　衣装を選んだ黒媛が、『キュートが選んだ服は、ホワイト・デーにこそ相応ふさわしいと思うな』と言っていた。確かに白一色だ。

　スイートもこの衣装を着たがったけど、『きゅ！　あたしが最初に触ったの！』と言ってやった。

　そんなスイートはいま、むにぃ～と唇を曲げたまま、まったく特徴のない白シャツに袖そでを通している。

　その一方、クローゼットの陰に隠れるようにして、巴ともえがスカートのファスナーを下ろしている。黒くろ媛ひめと違って、彼女は着替えるペースがゆるやかだ。体育の授業前、そして授業後の女子更衣室で、いつも最後まで恥ずかしそうにもそもそやっている。

　運動神経は、黒媛とほぼ互角なのに。

　体の線も細く、胸のかたちもいいから、ゆっくり着替える姿を眺めていると、ときどき下着のＣＭを観みているような気分になってくる。

　百もも香かのほうは……、姉に似て潔いさぎよいほど脱ぎっぷりがよく、まるでだれかと競争しているかのように着替えるのが早い。

　つい先ほどハートマーク入りのスポーツブラとパンツ姿になったかと思いきや、もうすでに着替えをすませている。

　自分も急いで……。

　キュートは袖なしの白いワンピースを身につけたあと、幅広のベルトをしめ、ふたつある装飾品のひとつを頭につけ、残るひとつを背負った。

「ふん、その衣装の価値を知らずして、真に着こなせているとは言えませんわね」

　なんの特徴もない衣装に着替え終わったスイートが、唇の右端をイヤミなかたちにつりあげた。

「なによ。これを着られなかったからって、負け惜しみ？」

「キュート、あなたはその衣装をチョイスした黒媛の気持ちを、ちゃんと理解できているのですか？」

「き、気持ちって……」

　キュートは、着替え終わった黒媛に目をむけた。

「気持ちもなにも、サイズ的にその服はキュートかスイート、あとは百香のだれかに着てもらえるだろうと思っただけなんだが……ふふ、キュートの銀髪に似合ってるな」

　彼女が、やんわりと頰ほおをゆるめてくれた。

「黒媛はああ言ってくれますが、彼女のやさしさに甘えてはいけません。その衣装は神聖なものなのですから」

「きゅ、たまたま読んだ本に載ってた程度の知識でしょ？　神聖だなんて大げさね」

「ふふん、勉強不足ですわね。その衣装は人間界における御使いが身にまとうものですわ。聖なる乙女のコスチュームと言っても過言ではありません」

「きゅっ!?　聖なる乙女？　そ、それじゃ、ほ、本当なら、キバ姫がお召しになるような服ってこと？」

「そういうことですわ」

　スイートが、わざとらしいほど大きくうなずいた。

　キュートは、黒くろ媛ひめ、巴ともえ、百もも香かの三人へそれぞれ顔をむけた。〝この服、ほんとに着ていいの？〟という問いを目に込めて。

　彼女たちが、そろって苦笑いを浮かべている。

　キバ姫のことを知らないから、ピンときていないのかもしれない。

　キバ・ビョルンストライド。

　ササラ姫の遠い祖先だ。

　建国間もない頃ころのビョルンストライド王国内で、どこからともなく現れた巨大な邪竜、サウロリュースが、いくつもの山を砕き、数えきれないほどの湖を飲み干し、破壊本能の赴おもむくままに暴れ回ったという。

　その邪竜を自らの体内に封印したのが、聖なる乙女、キバ姫だった。

　彼女はその後、決して邪竜の封印を解くまいと、強力な封ふう印いん呪じゆに満たされた封印城シールで一生を送ったという。

　邪竜の強大無比な破壊本能はキバ姫の魂に癒いやされ、ともに天空の王宮へ昇ったと言い伝えられている。

　そんなキバ姫を引き合いに出されては、畏おそれ多くてこの白い服を着ていられない。

「キバ姫とか、わたしたちにはよくわからないが、そんなに重要な服ならもってこない。キュートのそれは、気楽に着てもらってかまわない服だぞ？」

　黒媛の言葉を聞くなり、キュートは「きゅっ！」とスイートをにらみつけた。

　ニヤッと嘲わ笑らっている彼女を見るなり、口から飛び出してきたのは……、

「きゅ──────────────────────────────────っ！」


　　　★★★



「きゅ──────────────────────────────────っ！」

　という叫びがドアのむこうから聞こえてきたあと、一分もせずに女の子たちが部屋から出てきた。

「理り刀と、ま、待たせたな！」

　黒媛の声が、少々上うわ擦ずっているような……。

　見て、

「っ!?」

　理刀は息を吞のんだ。

　女の子たちが、それぞれの〝女の子〟を強調するような服に着替えていたから。

　黒媛が、清せい楚そなメイド服。チョーカーについた小さなリボンが、ドキリとするほど愛らしい。加えて、胸のあたりが少々窮屈そうで……、なんとも……。

　巴が、黒を基調としたゴスロリのドレス。なんだか【死霊使いネクロマンサー】っぽく見えて……、似合ってる。

　百もも香かが、ピンクなウェイトレスの制服。ミニスカから伸びた細い足を覆おおっているのは、可か憐れんと色気を共存させた白いストッキングだ。

　スイートが、コーヒーショップの店員風。白シャツに黒いミニスカとニーソックスを合わせており、緑色のエプロンが腰の細さを際きわ立だたせている。

　そして。

　キュートだけ、また違った格好だった。

　天使である。天使のような、ではなく、そのまんま天使だ。

　袖そでなしのだぶっとしたワンピースは白。腰に巻いた幅のひろいベルトも白。リュックのように背負った二枚の翼も白。頭につけたヘアバンドから針金が伸び、その先で天使の輪がびょょんびょょんとゆれている。

　そんな五人の女の子たちが、理り刀との周りに集まってきた。

　もうそれだけで、体が熱くなる。

「そ、その格好……どうしたの？」

「ふふ、どうせ楽しむなら、とことん楽しみたいからな。ちょっと変わった服を用意してみた。こういうときじゃないと、こんな格好はできないだろ？」

　黒くろ媛ひめが、メイド服のスカートをちょんとつまみあげた。白い太ももがチラッと見える。












　ドキドキだ。

　エアコンの温度設定を二、三度下げないと、身がもたないかもしれない。

　スイートが、理り刀とにスッと身を寄せてきた。

「わたくしだけ、さほど可愛かわいらしい服ではありませんが、このようにエプロンをつけていますから、ケーキづくりをがんばりますわ。理刀のために」

「きゅっ!?　だったら急いでケーキつくんなさいよ！　理刀にくっついてる暇なんてないでしょ！」

　キュートが、天使の輪をびょょょんとゆらしながらスイートに肩をぶつけた。

「スイートの服これは、ヒーローバックスの制服だ。学院ビルの一階に入ってるじゃないか。ふふ、有名店だぞ？」

　黒くろ媛ひめが、スイートのエプロンを横からちょんと引っ張った。

「そうなのですか？　そういえば、確かに見覚えがありますわ」

　自分の格好を見たスイートが、すぐにまた理刀を見あげてきた。

「うふふ。コーヒーはお好きですか？　理刀のご来店を心よりお待ちしておりますわ」

　艶つやのある笑みを浮かべながら、再びくっついてくる。ぴとっ。

「きゅーっ！　同じこと何度も言わせんじゃないわよっ！」

　キュートが、間を置くことなくスイートに肩をぶつけるが、ビクともしない。さすがは獣人のクオーターなだけあって、踏ん張る力が強い。

　黒媛と百もも香かが、そんなフォンターナ姉妹を見て笑っている。

　その後ろで、ゴスロリな巴ともえが顔を赤くしてチラチラ理刀を見ている。

　さて、それじゃそろそろケーキづくりを……、と理刀は台所へ顔をむけた。

　ほぼ同時に、

「理刀の着替えも用意してるからな」

　黒媛の声が聞こえた。

「えっと……オレも？」

「パーティは参加者全員で楽しまなきゃ、だろ？」

　彼女が、余裕たっぷりな笑みを返してくる。

「春日かすがさんの服、黒くろ姉ねえ様さまとわたしで厳選したんですよ」

　百香が、明るい笑顔を添えてくれた。

「さ、服はバッグに入ってるから」

「きっと気に入ってもらえると思います！」

　亜あ威い姉妹に奥の部屋を指し示され、

　頰ほおを薄い紅色にしている巴に微笑ほほえまれ、

「あたしたちは、ケーキづくりしてるから」

「ゆっくりお着替えになって下さい」

　フォンターナ姉妹にキラキラな瞳ひとみで見あげられたら、もう嫌とは言えない。

　みんなが着替えたのなら自分も。

　どんなに変な服でも、たとえ恥ずかしい格好でも、それで一体感が生まれるのなら。

「それじゃあ、着替えさせてもらおうかな」

　理り刀とは、足早に奥の部屋へむかった。




　壁に五着の制服がかけられている。

　能力開発学科ペンタグラムの制服が四着。

　地下学院アンダーレゾンの制服が一着。

　脱いだばかりの制服。

　すべて女子用。

　なんだか、部屋の中に女の子たちの体熱と残り香が漂ただよっているような気がして……、ドキドキだ。同時に、女子更衣室に迷い込んでしまったかのような背徳感もあって……、とにかくドキドキ。

　ここはキュートの部屋。

　そういえば……、入るのは初めてだ。しかもひとりで。

　勉強机やベッド。鏡台。本棚。どれも、女の子！　といった感じではない。派手な飾りなどなく、全体的に色合いも落ち着いていて、きちんと整えられている。

　ふと見ると、机の左隅に色紙が立てかけてあった。びっしりと文字で埋まっている。

　寄せ書き。

　キュートが、人間界に留学してきたばかりのことを思い出す。

　彼女は最初、幻げん術じゆつで｛魔界の至宝スキユース｝のフリをしていた。

　百もも香かの魂を狙ねらっていて……、紆う余よ曲きよく折せつあって……、魔界へ帰ることになったその日、プレゼントした寄せ書きを「返してくれ」と黒くろ媛ひめがキュートに迫った。

　そして、『スキュース』という名を『キュート』に書き換え、あらためてプレゼントし直したのだ。

　そのあと、巴ともえがプラチナの指輪を、百香が名札つきの手づくり人形をプレゼントした。

　キュートはいまも、寄せ書きを大切にしているようだ。

　机の前には、『キュート』の名札をつけた人形が座っていた。すぐ横に置かれているのは小さな箱だ。明らかに指輪用の。箱の中身は、間違いなく巴からもらった指輪だろう。

　理刀は、懐かしさとあたたかさを感じながら、ベッドの脇わきに置かれた旅行カバンに目を落とした。

　開けて、中から黒媛と百香が厳選したという服をとり出してみた。

　ダークスーツだった。深しん紅くのシャツも用意されている。

　スーツもシャツも見るからに高級感たっぷりだし、手触りもいい。

　これ、着るの？　いいのかな？

　多少気け圧おされ気味になりながらも、理り刀とは急いで制服を脱ぎ、ベッドの上に置かれたハンガーを借りて壁にかけた。

　続けて、赤いシャツを着る。サラサラだ。肌に引っかからない。軽いし着き心地ごこちもいい。というよりも、着ている気がしない。肌の上にもう一枚肌を重ねた感じ、とでも表現すればいいのだろうか……。

　そんなシャツに感動しつつ、ダークスーツに身を包んだ。ネクタイや、小物の類たぐいはいっさいなかった。シンプル・イズ・ベスト、ということなのだろう。

　鏡の前に立ち、まじまじと自分の姿を眺めてみた。

「…………………………」

　前髪を搔かきあげたあと、頭の両サイドを押さえてみた。

　馬子にも衣装って……、こういうこと？




　部屋を出るなり、台所にいた女の子たちが集まってきた。

「に、似合ってる、な……」

　黒くろ媛ひめの頰ほおが赤くなっているのは、なぜだろう？　暖房の効きすぎか？　メイド姿だから、可愛かわいさが数倍増しだ。

「春日かすがさん、カッコいいです！」

　ピンクなウェイトレス姿の百もも香かが、笑顔をひろげた。

　口を半開きにしたまま理刀を見つめていた巴ともえが、数秒後、慌あわてて視線を床に落とした。顔や耳を真っ赤にしたまま。胸の前で両手の指をもじもじとからめながら。

「素敵ですわ。本当に……」

　エプロンの前で手を重ね合わせたスイートが、ぽわっと頰を紅あかくした。

「きゅ」

　びょょょょょん、と天使の輪をゆらしながら、キュートが体を強こわ張ばらせた。白い服だし、肌も透き通るほど白いから、目の下の赤みがとても目立っている。

「ハハ、黒媛と百香ちゃんって、センスいいよね」

　恥ずかしさを誤ご魔ま化かすため、理刀は亜あ威い姉妹へ話を振った。

　百香が、ニパッと笑みを浮かべ、

「ほら、黒くろ姉ねえ様さま、コレを用意しといてよかったでしょ？」

　スカートのポケットからなにかをとり出し、「はい」と黒媛に手渡した。

　ポケットサイズのスプレー缶、のようだけど……。

「あ、ああ、そうだな……」

　理り刀とに歩み寄ってきた黒くろ媛ひめが、

「ここは、もうひとつ外したほうがいいな」

　とシャツのボタンを勝手に外し、襟もとを左右に開いた。

　スースーするけど、暖房が効いているから大丈夫。恥ずかしいのは……、我慢だ。

「あと、これを……」

　ここで、もっていたスプレー缶のフタを外した黒媛が、理刀の頭にシュ──ッと中身を吹きつけた。

「？」

「せっかくだから、ビシッと、な」

　言いながら、彼女が理刀の髪を指で梳くしけずり始めた。左右、それから上、と。

　理刀の髪をしばらくいじくったあと、

「よし、いい感じだ」

　黒媛が、満足げに腕を組んだ。

　直後、

「ぁぅ、あわわわ」

　どういうわけか、巴ともえが狼狽うろたえたように台所へ入っていった。

「殿方の色気というものは………罪ですわね」

　スイートが、どこか幸せそうに目を細めた。

「理刀じゃ……ないみたい」

　キュートが、ポソリとつぶやいた。頰ほおを紅あかくしたまま。

「ほらね、大成功でしょ？」

　百もも香かが、黒媛からうけとった整髪料のスプレーをポケットに押し込みながら、どこか惚ほうけたような姉の顔を見あげた。

「そ、そうだな。ど、ど真ん中のストライク、かも……って、あ、ス、ストライクという意味は、その、あ～、うぅ……よ、よし、ケーキづくり再開だっ！」

　黒媛も、巴のあとを追うように台所へ駆け込んでいく。

「ど真ん中のストライク、だそうですよ？　きょうのわたしは撮影係ですから、春日かすがさんをたくさん撮っちゃいますね」

　微笑ほほえむ百香を見下ろしながら、理刀も笑顔をつくった。

　とにかく、深しん紅くのシャツとダークスーツの評価はまあまあのようだ。




　一七時をすぎると、徐々に外が暗くなってきた。

　それでも、家の中はぽかぽかだ。

　暖房が効いてるし、女の子たちが忙せわしなく動き回ってるし、〝みんないっしょ〟という楽しさが満ちてるから。

　ゴスロリな巴ともえが、ほとんどひとりでチョコレート・ケーキをつくっていく。

　そんな彼女をサポートするように、メイド姿の黒くろ媛ひめが食器を用意し。

　ヒーローバックスの制服を身につけたスイートがテーブルにオカズをならべ。

　天使の輪をびょょょんとゆらしながら、キュートがチョコクリームを指ですくってペロペロやっている。

　百もも香かは、デジカメを手にみんなの動きをパシャパシャ撮影。

　理り刀とはテーブルをふいたり、巴の手際を眺めたり、みんなとおしゃべりしたり。キュートの指についたチョコをなめさせてもらったり。開いた胸もとをスイートからなでられたり。つまり、ほとんど手伝うこともなくうろちょろするばかり。

「は～い、巴ちゃん、笑って」

　パシャ。

　百香が、あっちでパシャ。こっちでパシャ。理刀にむかってパシャ、パシャ、パシャ。と撮影しまくっている。

「黒くろ姉ねえ様さま、自然な笑顔でね。あ、ほら、すぐ髪を触るんだから。ポーズとっちゃダメ」

　パシャ。

「スイートさん、いい感じです。あ、その笑顔いただきますっ！」

　パシャ。

「キュートさんって、本物の天使みたい。きれ～い」

　パシャ。

　プロのカメラマンなみに口がなめらかだ。被写体の女の子たちにポンポン声をかけながら、パシャパシャやっている。

　途中、理刀はそんな百香と撮影係を交代した。このままでは、百香の写真が一枚も残らない。

　なるべく百香を中心に、女の子たちの写真を撮った。

　輝くような笑みをこぼす黒媛を、パシャ。

　控えめに微笑ほほえむ巴を、パシャ。

　ケーキにチョコチップをふりかけているスイートを、パシャ。

　調理器具を洗っているキュートを、パシャ。恥ずかしそうに目もとをゆるめた彼女を、もう一度パシャ。

　その一方で、フリーになった百香が、

「イマジネーション・ケーキ　おいしいね♪

　イマジネーション・パーティ　楽しいね♪

　イマジネーション・ダンス　素敵だね♪

　イマジネーション・フレンド　いいヤツばかり♪

　イマジネーション・ラバー　永遠の愛♪」

〝イマジネーション・ラバー〟を歌い始めた。

　黒くろ媛ひめが肩をすくめ、巴ともえがクスッと笑う。

〝イマジネーション・ラバー〟のサビを直訳すれば……。

　想像上のケーキ　おいしいね♪

　想像上のパーティ　楽しいね♪

　想像上のダンス　素敵だね♪

　想像上の友だち　いいヤツばかり♪

　想像上の恋人　永遠の愛♪

　となる。

　想像力で孤独を吹き飛ばせ！　というメッセージが込められた少々寂さびしい歌なのだが、百もも香かはよくわかっていないらしい。べつに悪いことじゃないけど……。

　すぐに、キュートも歌い出す。

「イマジネーション・ケーキ　おいしいね！」

　キュートと百香が目と目をつなぎ合わせ、

「「イマジネーション・パーティ　楽しいね♪」」

　ふたりいっしょに体をゆらし、声をそろえた。

「「イマジネーション・ダンス　素敵だね♪

　イマジネーション・フレンド　いいヤツばかり♪

　イマジネーション・ラバー　永遠の愛♪」」

　ノリノリだ。




　チョコレート・ケーキもほとんど完成し、そろそろパーティを始めようか……、というときになって気づいた。

　飲み物がない！

　でも心配無用。

　理り刀とはすぐに自分のバッグから財布をとり出し、玄関へむかった。

「そこのコンビニで飲み物買ってくるよ。なにがいい？」

「お金は、わたしが……」

　言いかけた黒媛に、理刀はサッとてのひらをむけた。

「ケーキの材料とか、黒媛に払ってもらったからさ。このくらいさせてよ」

「そ、そうか？　ん、それじゃ……」

「わたし、オレンジジュースがいいです！」

　百もも香かがビシッと手をあげた。

「わたくしもご一緒しますわ」

「きゅ、それならあたしもいくわ」

　スイートが、緑のエプロンを外しながら応接間から出てきた。彼女の後ろから、びょょょんと天使の輪をゆらしながらキュートもついてくる。

　スイートはともかく、天使なキュートはちょっと……。

「オレひとりでいいから。スイートとキュートはパーティ準備しててよ。で、なにが飲みたい？」

　応接間と廊下をつなぐ扉の前で足をとめたスイートが、頰ほおをゆるめた。

「理り刀とのお好みは、確か……〝コォラ〟でしたわね。大きなボトルを買ってきていただければ、いっしょに飲めますわ」

「あたしは、白いヤツがいいわ。シュワ～ッてするヤツ」

　キュートが、口の前で手をじわ～っとひろげ、〝シュワ～〟を表現する。

「オッケー。オレンジジュースとコーラ、それに、キュートのは〝スコーレ〟かな？」

「ええ、そんな名前だったわ」

　カ○ピス味の炭酸飲料〝スコーレ〟は、最近キュートが好んで飲んでいるジュースである。冬の寒さなどおかまいなしに飲んでいるから、よほど気に入っているのだろう。

「黒くろ媛ひめと巴ともえちゃんは？」

「理刀に任せる」

「よ、よろしく、ね」

　黒媛と巴の声が、応接間の奥から聞こえてきた。

「ダッシュでいってくるよ」

　靴をはきながら、理刀はドアを開けた。

　冷たい風が流れ込んでくる。

　家に帰ってダウンジャケットをとってこようかな……、と一瞬だけ考えたけど、そのまま廊下へ出て、エレベーターを目指した。

　コンビニはすぐ近くだ。

　右手に財布をもち、左手でシャツの襟を寄せ、ダッシュ。




　洒落しやれた深しん紅くのシャツとダークスーツを着ていると、自然と背筋が伸びる。走り方も、どこか気どったものになって……、自分が自分じゃないみたいだ。

　こんな服もたまにはいいよな……、とそんなことを考えながらエレベーターを降り、管理人室の前を通ってマンションの外へ出た。

　外はすっかり暗くなっている。

　最寄りのコンビニまで、歩いて二分ほど。走れば一分もかからない。体が冷えきる前にはキュートたちのところへ戻れるだろう。

　再びダッシュ！　と足に力を入れようとしたそのとき、赤いモノが視界の隅をかすめた。

「？」

　赤いスーツを着た人物が、マンション横の駐車場に立っていた。

　こちらに背をむけているから、性別はよくわからないけど……。

　カカ？

　外灯の弱々しい光の下で輝くショートの銀髪、線の細い長身、上下とも紅あかのスーツとくれば、｛獲鳳縛麒カカ｝しか思い当たる人がいない。

　人違いだったら謝ればいい。とにかく声をかけよう……、と理り刀とが駐車場へむき直ったそのときだった。

　その人物が腰を曲げ、足もとに落ちていたモノを引っ張り上げた。

「っ!?」

　次の瞬間、紅のスーツが搔かき消えた。跳躍とんだのだ。

　これで魔族確定だけど……。カカだった、と断言できるだけの自信はない。

　紅あかいスーツを着た人物の足もとに倒れていたのは……………、人間だったから。

　うつ伏せに倒れていた何者かの襟首をつかみ、グイッと引っ張り上げたあと跳躍した。

　駐車場で、なにがあったんだ？

「春日かすが理刀さん、少しお時間を頂けますか？」

「うわっ!?」

　背後からの声に、理刀は弾はじかれたように振りむいた。

　目の前に立っていたのは、三月の外気よりずっと冷たい瞳ひとみをもつ毒どく舌ぜつ丸まるだった。

「ど、毒舌丸さん……」

「不ぶ躾しつけに失礼いたしました。春日理刀さんが、先ほどの……」

　ここで彼女が、ツッと駐車場へ目をむけた。紅いスーツを着た人物は、もういない。倒れている者も。

　すぐにまた、毒舌丸が言葉を続ける。

「ご覧になられたご様子でしたので……分を越えた口出しですが、お耳に入れておきたいことがあります」

「さっきの人は……」

「はい。カカお嬢様です」

「人が倒れてたみたいですけど……」

「カカお嬢様が倒したサバイバーです。わたしと五分の力量をもっていましたが、カカお嬢様にかかれば逃亡することさえできませんでした」

「サバイバーって……」

　ビョルンストライド王国と戦った辺境部族連合軍の生き残りだと、つい先日スイートの口から聞いた。

『女め雛びな座争奪戦』に参加してきたアンという女性のことを思い出す。毒どく舌ぜつ丸まると互角以上の力をもつサバイバーだった。彼女は、いまもなおキュートを狙ねらっているのだろうか？　厳密には、キュートの中に封印されているというツェデュヴィーラの復活を。

　毒舌丸が話を続ける。

「いま現在、このマンションの四方をカカお嬢様、マグナお嬢様、ホライズンお嬢様、デモティお嬢様が守って下さっています」

「えっと、みなさん、確かひと桁けた台のお姉様たち、ですよね？　なんて言うか、ちょっと厳重すぎませんか？」

「サバイバーたちにキュートお嬢様の居所がもれました。ツェデュヴィーラの封印がゆるんでいることも」

「も、もしかして、あのアンって人が、もらしたんですか？」

「はい。リイザお嬢様が捕らえたときには、すでに諸もろ々もろの情報を魔界の仲間へ送ったあとでした」

　アンが捕まったと聞き、少しだけ気持ちが重くなった。楚そ々そとした小柄な女性だったけど……、その正体は危険なサバイバーで。

　でも、毒舌丸を上回るほどの体術をもっていたにもかかわらず、理り刀とに大おお怪け我がを負わせようとはせず……。

　キュートがまだヨチヨチ歩きの頃ころ、魔界でビョルンストライド王国と辺境部族連合軍の激しい戦争があったという。

　戦争。

　勝ったのはビョルンストライド王国。

　負けたのは辺境部族連合軍。

　幸運にも戦争体験のない理刀には、命懸けで戦った魔族たちの気持ちがわからない。

　ただ、想像はできる。

　勝ったほうの安あん堵ど感かん。

　負けたほうの閉へい塞そく感かん。

　そして、双方の細胞にまで染み込んだ怨うらみ。

「春日かすが理刀さんにお願いがあります」

　毒舌丸が、眼鏡めがねのむこうから冷え冷えとした視線を送ってきた。

　ブルッと体を走った寒気は、薄着で外に出ているせいだけではないだろう。

「な、なんでしょう？」

「きょうのパーティをキュートお嬢様が存分に楽しめるよう、心を配ってあげて下さい。お手数かとは思いますが、どうかお願いします」

「もちろん、そのつもりです。でも、これからサバイバーに用心して生活しなきゃならないんですよね？　いくらひと桁けた台のお姉様たちが守ってくれるからって、完全に安全ってわけじゃ……」

「その点は、ご心配に及およびません。あすになればすべての危険が去りますから」

「すべて？　いつでも安全安心ってことですか？」

　キュートを狙ねらうサバイバーたちを、ひとり残らず根絶やしにするつもりだろうか？　それとも……。

　不意に、毒どく舌ぜつ丸まるの瞳ひとみが碧あおに染まった。

「オレンジジュースとコーラ、あとはキュートお嬢様に〝スコーレ〟ですね。亜あ威い黒くろ媛ひめさんと美み々み津つ巴ともえさんのお飲み物は、わたしが見み繕つくろいましょう。ここは風が冷たいですから、春日かすが理り刀とさんは部屋へお戻りになって下さい。すぐにお届けします」

「いや、そんな、いいですよ。オレが買ってきますから」

「言うのが遅くなりましたが……春日理刀さん、そのお召し物、とてもお似合いですよ」

「え？」

　目もとをわずかにゆるめた毒舌丸の顔が、パッと消えてしまった。

　一〇分先の未来が視みえる彼女だから、理刀の説明をいっさい聞こうとせず、コンビニへ跳躍とんでいったのだ。

　理刀はブルッと体を震わせ、コンビニのほうへ目をむけた。

　服を褒ほめられたのは嬉うれしいけど……、きょうはホワイト・デーなのに……、男の自分が一円も払わないなんて……、いいのかな？

　でも、急に跳躍したのはなぜ？　会話を終わらせたかった？

　キュートは、安全なんだよね？




　理刀がマンションの五階でエレベーターを降りるなり、ビニール袋を下げた毒舌丸が目と鼻の先に現れた。

「わっ!?」

　思わず驚きの声をもらしてしまう。

　なにをやっても素早い女性だから、おつかいも超特急だ。

「では、パーティを楽しんで下さい」

　サッと理刀にビニール袋を手渡した毒舌丸が、スパッと姿を消した。急いでいるようだけど……。サバイバーに対する警備で忙しいのかもしれない。

　寒空の下、毒どく舌ぜつ丸まるやお姉様たちが懸命にマンションを守ってくれているのに、自分たちはホワイト・デーのパーティなんて、悪いような気もするけれど……。

『きょうのパーティをキュートお嬢様が存分に楽しめるよう、心を配ってあげて下さい』

　毒舌丸にそう言われたし。

　理り刀とは、「よしっ！」と気持ちを固めたあと、根性で笑顔をつくった。

　パーティ、楽しむぞ！





三章　おそろいブレスレット







「は～い、みなさん、笑って下さぁい」

　台の上にデジカメを置いた百もも香かが、そのむきや角度を調整している。

　応接間のテーブルには、メインのチョコレート・ケーキを中心に、湯気をあげている野菜スープや唐揚げ、コップに注いだジュースがならんでいる。お菓子の袋もいくつか。

　テーブルとふたりがけソファの間に腰を下ろした理刀の左右に、キュートとスイート。黒くろ媛ひめと巴ともえが、理刀の右後ろと左後ろでそれぞれソファに腰かけている。

「それじゃ、いきますよ～」

　タイマーのスイッチを押した百香が、ピンク色の短いスカートをひらひらさせながら、理刀たちのところへ駆けてくる。

「一〇秒タイマーです。笑って下さいね！」

　明るい声で言いながら、百香が黒媛の首に勢いよく抱きついた。

　その反動で、黒媛が理刀の背に体を押しつけてくる。

「ふふ、ほら、もっとこっちにこないと入らないぞ？」

　黒媛が、妹の腰をやさしく引き寄せた。そうしながらも、理刀から体を離そうとしない。

　胸、押しつけてるよね？

　むにって。

　右の肩けん胛こう骨こつ付近に感じる〝むにっ〟な感触にドキドキだ。

〝もうすぐシャッターがきられますよぉ〟ということを知らせてくれる光点の点滅が速くなる。

　キュートとスイートが、ほぼ同時に両側から理り刀とに身を寄せてきた。

　むぎゅ。

　光点の点滅に引っ張られるように、ドキドキも加速する。

　と、左肩にそろそろと手をのせられた。左後ろに座っているのは巴ともえだから……。

「みなさぁん、春日かすがさんに近づかないと顔が切れちゃいますよ？」

　とうとつに、百もも香かが爆弾を投げてきた。

「「「「!?」」」」

　女の子たちの無言の叫びが聞こえた……、ような気がした。

　直後、キュートとスイートがぐぐぅ～と理刀の肩に顔をくっつけてきた。

　黒くろ媛ひめが、〝むにっ〟から〝むにっ〟に胸の圧力を強めた。

「ほら、巴も」

「あ、きゃわっ」

　黒媛の声が聞こえてきた直後、なんだかよくわからない声を出しながら、巴が左後ろから理刀に体を密着させてきた。

　ぴとっ。

　背に、〝むにっ〟と〝ぴとっ〟のダブルパンチ。

　ほぼ同時に、キュートとスイートが理刀の両りよう脇わきでビシッとダブルピース。

　パシャ。

　デジカメのフラッシュが、密着した仲間たちを包み込む。

　連帯感も丸ごとに。




　楽しい時間は瞬またたく間に過ぎ去り……。

　パーティ終了後、女の子たちが着替えている間に、理刀は自分の家から用意していたプレゼントをとってきた。

　ホワイト・デーのお返しだ。

　縦が一〇センチ、横が五センチほどの小さな箱だ。驚くほど軽く、とても安っぽい。

　そんなプレゼントを、部屋から出てきた女の子たちにひとりずつ手渡した。どの箱をだれにやるのか、間違えないように……。

　まずは、包装紙の隅に〝Ｋ〟と書いてある箱を黒媛へ。

「ホワイト・デーって、ほんとは男からチョコのお礼をする日だから……」

「ぁ、ありがとう！」

　彼女が、パッと顔を輝かせてくれた。

　次に、〝Ｍ〟の箱を百もも香かへ。

「わぁ！　わたしにも？　ありがとうございますっ！」

　姉と同様に、百香もニパ～ッと笑顔を咲かせてくれる。

〝Ｔ〟の箱は巴ともえへ。

「ぁ、あああ、あり、がとぅ」

　彼女は、いまにも泣き出しそうな、それでいて嬉うれしさを抑えきれないといった様子だ。

〝Ｓ〟の箱はスイートだ。

「うふふ、このような品をこっそり用意して下さってるなんて……理り刀とったら、わたくしの心を鷲わしづかみにしすぎですわよ？」

　プレゼントをうけとりながら、彼女がススス─ッと身を寄せてきた。

「きゅっ!?　あんただけがもらったんじゃないでしょ！　理刀はみんなに心を配ってくれたのよ！」

　キュートが、スイートをどかっと横に突き飛ばした。

　最後に、〝Ｃ〟の箱をキュートへ。

「はい、キュートにも」

「きゅ、ありがとう」

　理刀が渡したプレゼントを、キュートが微笑ほほえみながら自らの胸に押しつけた。

　百香が、横から理刀の顔を見あげてくる。

「開けてもいいですか？」

「ハハ、どうぞ」

　こたえるなり、彼女が丁寧に箱の包みをはがし始めた。

「ふふ、百香はせっかちだな」

　黒くろ媛ひめが、愛いとおしそうに妹を見つめている。

　箱を開け、百香が中からとり出したのは……。

「ブレスレットですね！」

　百香が、さっそく自分の左手にはめた。

「素敵ですっ！　あ、これ……」

　ここで気づいてくれた。

　シルバーのプレートに［Momoka］という文字が彫られていることに。

「きゃあ♡　わたしの名前っ♡」

　プレゼントした理刀がビックリするほど、百香が悲鳴にも似た歓声をあげた。

　それを見た黒くろ媛ひめと巴ともえも、箱の包みを開け始めた。

　キュートとスイートも、顔を見合わせたあと包みをとめたセロハンテープを爪つめでカリカリ剝はがし始める。

　黒媛が、［Kurohime］という文字入りのブレスレットをとり出した。

　巴が、［Tomoe］という文字が刻まれたプレートを指でつまんだ。

　スイートが、［Sweet］という文字をまじまじと見つめている。

　キュートが、［Cute］という文字の入ったブレスレットを左手首につけた。

　みんな、自分のブレスレットを嬉うれしそうに眺めている。

「それじゃ、オレも着替えてくるから」

　理り刀とは、急いでキュートの部屋へ入った。

　女の子たちに背をむけたあと、思わず頰ほおがゆるんだ。

　喜んでもらえたようで、よかった。




　理刀は、黒媛たちを見送るためマンションの下まで降りた。もちろん、キュートとスイートもついてくる。

「それじゃ、またあした」

　黒媛が、サッと手をあげた。

「じゃあ、ね」

　巴が、そろそろと手をあげた。

「きょうは楽しかったです！」

　百もも香かが、白い息を吐きながら手を振った。

　彼女たちの左手首には、理刀がプレゼントしたブレスレットがついている。

　駅にむかって歩き出した百香が、すぐに振り返り、

「写真はきょうじゅうに現像して、あしたもってきますね！」

　ぶんぶんと手を振ってくれた。

「気をつけてぇ」

　理刀たちも手を振り返す。

　旅行カバンをガラガラ引きながら、黒媛たちが遠ざかっていく。

「中に入ろうか」

　黒媛たちが通りの角を曲がって見えなくなったため、理刀はマンションへむき直った。

　肌が痛くなるほど風が冷たい。スイートは平気な顔をしているが、キュートのほうは先ほどから小こ刻きざみに体をゆすっている。

「そ、そうね。ニッポン国のフユって、ほんとに氷結術式が暴走したような寒さよね」

「ふふん。温熱術式を組成すればよろしいでしょ？」

「きゅっ！　魔法に頼ってばかりじゃ、人間界の厳しいフユはしのげないわよ！　理り刀と、ちょっと手を貸して」

　キュートが、いきなり理刀の手首をつかんできたかと思いきや、スイートの頭にビシッとのせた。

「なにをなさるの!?　理刀に失礼なことを……うぅ、さ、寒いではありませんか！」

　おそらくスイートは、いまのいままで温熱術式を防寒着のようにまとっていたのだろう。その術式を理刀が消し飛ばしたため、寒風に身をさらすハメになったのだ。

「ふん。ニッポン国のフユを体の芯しんまで味わいなさい！」

　キュートが、どこか勝ち誇ったような顔で腕を組んだ。

「寒すぎて身も心も凍えそうですわ。うふふ、理刀、あたためて下さい」

　スイートがいきなり、理刀の胸に寄りかかってきた。そして素早く背に腕を回し、ぎゅ～っと抱きついてくる。

　密着だ。

「ちょ、ス、スイート……」

「きゅ──っ！　寒いならさっさと部屋に戻りなさいよっ！　あんたにしがみつかれたら、理刀の背骨が痛むでしょ！」

　理刀からスイートを引き離そうと、キュートも飛びついてくる。が、彼女の力では獣人のクオーターには遠く及およばない。

　ぎゅっ。

「きゅ───っ！」

「ふたりとも、と、とにかく中へ……」

「キュートお嬢様、少しよろしいでしょうか？」

　不意に声をかけてきたのは、毒どく舌ぜつ丸まるだった。

　いつの間にか、マンションの入口前に立っている。

「毒舌丸、どうしたの？」

　キュートが、理刀から一歩離れた。

　スイートも、理刀の胸にそっと頰ほおを押しつけたあと、静かに体を離した。

「お話ししたいことがありますので、管理人室までお越し頂けますか？」

「いいけど……話って？」

「ここは冷えますので、まずは管理人室へ」

「そうね」

　理刀とスイートに目を投げてきたあと、キュートが歩き出す。

　理刀とスイートも、彼女のあとについてマンションのエントランスへ入った。

　管理人室のドアを開けた毒舌丸が、

「どうぞ」

　とキュートを先に通した。直後、立ち塞ふさがるように理り刀との前へ移動した。

「大変申し訳ないのですが、スイートお嬢様と春日かすが理刀さんは、このまま部屋へお戻り下さい。キュートお嬢様だけにお伝えしなければならないことがあります。どうか、お気を悪くなさらずに」

　毒どく舌ぜつ丸まるは、理刀やスイートの返答を待つことなく、深々と頭を下げたあと、するりとドアのむこうへ姿を消した。

　パタン。

　冷たい空気の中、寂さびしげな音をたててドアが閉まった。




　理刀は、スイートといっしょにエレベーターへのり、二階と五階のボタンを押した。

　スイートの部屋は二○一だ。

　昇り始めてすぐ、エレベーターの箱が二階で停止する。

「このブレスレットは宝物にしますわ。本当にありがとうございました」

　エレベーターを降りる直前、スイートがちょんと左手をあげ、心があたたまるような微笑ほほえみを浮かべてくれた。が、すぐに［開］ボタンを押し、真剣な顔で理刀を見あげてくる。

　ドキッ、と心臓が跳ねた。

　エレベーター、という狭い箱の中。ドアは開いているものの、通路に人の気配はない。

　つい先ほど、マンションの前でスイートに抱きつかれた感触は、いまもまだ体に残っている。

　スイートは、どうして［開］のボタンを押しているのだろう？

「ど、どうしたの？」

「先ほど、管理人室の中からお姉様たちの匂においがしました」

「お姉様たち、って……」

「間違いありません。カカお姉様、マグナお姉様、ホライズンお姉様、デモティお姉様の四人ですわ」

　理刀は、パーティ前、ジュースを買いに出たとき毒舌丸から聞いたことを思い出した。

『いま現在、このマンションの四方をカカお嬢様、マグナお嬢様、ホライズンお嬢様、デモティお嬢様が守って下さっています』

　サバイバーが、キュートを狙ねらっているから。

「理刀は、二女のカカお姉様と七女のデモティお姉様はご存じですね？」

「うん、まぁ」

「残りふたり、マグナお姉様は｛真しん種しゆ｝の異名をもつ四女で、ホライズンお姉様は｛神しん魔ま具ぐ有ゆう｝と呼ばれている五女ですわ。なんと言えばいいのか……カカお姉様は｛獲かく鳳ほう縛ばつ麒き｝で、デモティお姉様も｛壊かい砦さい破は城じよう｝で……四人とも、体育会系というか、悪く言えば武闘派というか、とにかく、この四人がいっしょに集まれば、あまり好ましくない事態が、いつも……」

「なるようにしかならないよ」

　理り刀とは、エレベーターのドアが閉まらないよう、手で押さえた。

　頰ほおをゆるめたスイートが、［閉］ボタンから細い指を離す。

「確かに、理刀の仰おつしやる通りですわね。でも、キュートが心配ですわ。あの子の中にツェデュヴィーラが封印されていたのを知ったのは、つい先日です。わたくしはそれまで、なにも知らされていませんでした。だから……」

「お姉さんたちを信じるしかない、だろ？」

　信じるしかない。

　理刀たちには、サバイバーを退しりぞける力がないのだから。

　しばらくの間、スイートは理刀を見あげていた。なにかを言いたげな表情で。

　それでも、気持ちのもやもやを吐き出すように大きく息をついたあと、エレベーターから外に出た。

「わたくしは生まれたときから、いいえ、お母様の胎たい内ないに宿ったそのときから、お姉様たちを信じてきましたわ。わたくしは、誇りあるフォンターナの娘ですから」

「ん。……………それじゃ、またあした」

　理刀は、ドアから手を放はなした。すぐに閉まり始める。

　スイートの微笑ほほえみが、ドアのむこうに消えた。


　　　★★★



　パーティでケーキを食べ、唐揚げを食べ、サラダを食べ、ついでにお菓子も食べたから夕食はいらない、と毒どく舌ぜつ丸まるに伝えた。

　キュートは管理人室を出たあと、「部屋までお送りします」という毒舌丸の好意を断り、一歩、一歩、また一歩と五○二号室まで戻ってきた。

　ドアを強く閉めたら、音を聞いて理刀が様子を見にくるかもしれないから、そろそろと閉めた。

　いまはだれにも会いたくない。

　なんとか靴を脱ぎ、スリッパをはいて廊下を進む。パーティの余韻が、いまも応接間の中に漂ただよっている。

　とても楽しかった。みんな笑っていた。理刀のスーツ姿に見み惚ほれながら、キュートもたくさん笑った。

　応接間には、まだ笑い声が残っていた。目を閉じれば、スイートや、黒くろ媛ひめや、巴ともえや、百もも香かの笑い声が聴こえてくる。理刀の声だって。

　暖房のお陰で、ちっとも寒くない。外と違って、ここはぽかぽかだ。温熱術式も必要ない。それなのに心が凍えている。

　お姉様たちの話を聞いたから。

　応接間に入ったあと、キュートはふらふらとソファを目指した。

　座っていないと、意識が遠のいてしまいそう。

　それでも、両りよう膝ひざから力が抜けていく。どんなに踏ん張っても、足が震え始める。

　もう少しでソファなのに、体の重さを支えきれず、キュートは床にぺちゃと座り込んだ。

　空気はあたたかいのに、床はとても冷たかった。

　カカから聞いたことが、頭から離れない。離れるはずがない。

　どうすればいいのか……。

　いや、どうすることもできない。

　選択肢なんてないのだから。

　こたえは……、最初からひとつだけ。

　管理人室には、カカ、マグナ、ホライズン、デモティの四人がいた。

　入ってきたドアを振り返ると、立っていたのは毒どく舌ぜつ丸まるひとりで、理り刀ととスイートの姿は消えていた。

　二女、｛獲かく鳳ほう縛ばつ麒き｝のカカ。

　四女、｛真しん種しゆ｝のマグナ。

　五女、｛神しん魔ま具ぐ有ゆう｝のホライズン。

　七女、｛壊かい砦さい破は城じよう｝のデモティ。

　この四人からいっせいに関心をむけられるくらいなら、ビキニ姿で繁華街を散歩するほうがどれだけ気楽だろう。

　ひとりずつなら、まだなんとかなる。

　カカだけなら、彼女の話に調子を合わせ、ずっとうなずいていればいい。きっと、説教じみた話を延々と聞かされるだけだから。

　マグナだけなら、彼女の隻せき眼がんを決してうけとめず、とにかく全力ダッシュで逃げ出せばいい。きっと、狩る価値もナシと追いかけてはこないから。

　ホライズンだけなら、黙って下をむいていればいい。きっと、すぐにどこかへ跳躍とんでいってしまうから。

　デモティだけなら、人間界のお洒落しやれスポットを教えてあげればいい。きっと、すぐにそこへ出かけていくだろうから。

　でも、四人がそろうとそうもいかない。

　逃げることも下をむくこともできず、キュートは体を強こわ張ばらせたままカカの話を聞いた。

　大人おとなしく話を聞き終えたあと、ふらふらと管理人室を出て、いまこうして自分の部屋へ戻ってきている。

　床に座り込んだまま、キュートはぼんやりと部屋の中を見渡した。

　人間界にくるまで住んでいたパーキート城の一室とは大違い。狭くて、ごちゃごちゃしていて、空気もどこか重くて、水も変な味と臭においがして。決して住み心地ごこちがいいとは言えなくて。

　それでも、この場所には思い出が詰まっていて。

　すぐ隣には理り刀とが住んでいて。

「きゅ」

　いまは、だれとも会いたくない。

　でも、だれかに支えてほしい。

　相反するふたつの想おもい。

「理刀……」

　思わずつぶやいたのは、彼の名前だった。

　壁のむこうに理刀がいる。両足に力が入らなくても、這はっていけば彼のところへいける。そんなことをしなくても、壁を叩たたいて大声で呼べばきてくれる。

　でも、いまは無理。

　そして、これからも。

　涙が出てきそうになった。

　ここで泣いたら崩れてしまう。

　ぐっと歯を嚙かみしめた。

　ぎゅっと唇を引きしめた。

　それでも、泣いてしまいそう。

　いまだけは、泣いてもいいはず。崩れてもいいはず。いま、このときだけは……。

「きゅ～、ぅ？」

　感情を吐き出そうとしたそのとき、目の前の空間がくにゃりと歪ゆがんだ。

　その中から姿を現したのは、スイートだった。

「きゅ！　いきなり跳躍とんでこないでよ！」

　キュートは声を荒げることで、出かかっていた涙を押し戻した。

「お邪魔しますわね」

「順序が逆でしょ！　まずは玄関のチャイムを鳴らして、そのあとに〝お邪魔します〟よ！」

「お姉様たちに、なにを言われたのです？」

「きゅ!?」

　単刀直入にたずねられ、キュートは息を吞のんだ。いきなりのことだったので、〝なんのことかしら？〟なんて誤ご魔ま化かすこともできない。

「カカお姉様、マグナお姉様、ホライズンお姉様、デモティお姉様が顔をそろえるなんて……ツェデュヴィーラの件、ですか？」

　キュートは、座ったままスイートを見あげた。

　彼女は、お姉様たちの存在に気づいている。獣人の鼻は利きくから……。

　キュートは小こ刻きざみに震える両足を叱しつ咤たし、なんとか立ちあがった。

　自分はフォンターナの末娘なのだ、とそう自らに言い聞かせながらソファに歩み寄り、あらためてそこに腰を下ろす。

　再びスイートへ目をむけた。

　彼女には教えていいかもしれない。どうせそのうち、姉妹全員に話が伝わるのだから。




　話し終えたキュートは、ひとつ上の姉を見つめた。

　スイートが、見えないなにかを凝視するような顔のまま固まっている。

　つい先ほどまで、自分もあんな顔をしていたのだろう。

　だれかに話せば、少しは冷静になれる。我が身に降りかかってきた、気が遠くなりそうなほどの災厄を客観視できる。重々しい気持ちも、ほんのわずかに軽くなる。

　現実は、なんにも変わらないけど……。

「そんなことって……」

　スイートが、かすれた声をもらした。両目の焦点は定まっていない。

「仕方ないわ。わたしは……フォンターナの娘よ」

　キュートは言葉を絞り出した。

　カカに言われたことをスイートに伝えると同時に、自分にも言い聞かせていた。

　仕方ない、と。

　自分はフォンターナの娘なのだから、と。

　これは誇らしいことなのだ、と。

　涙を溜ためているスイートにむかって、もう一度繰り返した。

「仕方ないのよ」

　自分にも、しっかりと言い聞かせるために。


　　　★★★



　ピンポン。

　チャイムが聞こえた。

　理り刀とは、チラッと置き時計を見たあと、世界史の教科書を閉じて机から離れた。

　二二時を回った時間に、だれだろう？

　玄関に出てドアを開けると、

「遅い時間にごめんなさい」

　廊下にキュートが立っていた。もこもことしたグレーのガウンを羽は織おっている。

「どうしたの？」

「あ、あのね……」

　彼女の小さな口から白い息が出ているのを見て、理り刀とはすぐにドアを大きく押し開けた。

「寒いだろ？　さ、入って」

「う、うん。お邪魔します」

　キュートがすぐに、理刀の脇わきを通って玄関に入ってきた。淡い光が銀髪を流れ落ちたあと、甘い香りがふわりと漂ただよってくる。

　夜。家の中には理刀とキュートのふたりだけ。

　そんなシチュエーションを意識する一方で、理刀は毒どく舌ぜつ丸まるやスイートが言っていたことを思い出していた。

　いま、キュートはサバイバーに狙ねらわれている。そんな彼女を守るため、カカ、マグナ、ホライズン、デモティが人間界にやってきた。

　パーティが終わり、黒くろ媛ひめたちを見送ったあと、キュートひとりが管理人室へ呼ばれた。

　おそらく、そこで待っていたのはお姉様たちだ。スイートの鼻も、彼女たちの存在を嗅かぎつけていた。

　キュートはなぜ、ひとりだけ呼ばれたのだろう？　やはり、ツェデュヴィーラが関係しているのだろうか？

　理刀は、応接間に入って暖房のスイッチを入れながら、キュートにソファを勧めた。

「座っててよ。なんか飲む？」

「飲み物はいらないわ。あ、あのね……」

「なに？」

　理刀は、キュートのむかいに腰を下ろした。

　空色の瞳ひとみが疲れているように見えるのは、気のせい？

　パーティのときと笑顔の色が違って見えるのは、雰ふん囲い気きのせい？

「写真、理刀といっしょに撮りたくて、コレもってきたの」

　キュートがガウンのポケットからとり出したのは、百もも香かがもっていたヤツと同じタイプのデジカメだった。

「キュート、デジカメもってたっけ？」

「ううん。毒舌丸に買ってきてもらったの」

　なんで？　なんて質問はしない。なんだか訊きくのが怖い。

「そっか。それじゃ撮ろうか。そういえば、キュートとのツーショットがなかったよね。ほら、貸して」

　理刀は、キュートからデジカメをうけとったあと、急いで台所からキャスターつきの台をもってきて、そこにカメラを設置した。

「きゅ、あたし……」

「キュートはそこに座っててよ。オレが左に座るから、あ、キュートから見たら右側ね」

　理り刀とは、カレールーの箱やカップラーメンを重ねながら高さを調節し、デジカメの画面内にキュートを捉とらえた。

「よし、このへんかな？　いくよ」

　タイマーボタンを押し、急いでキュートの隣へいく。

　彼女の右側に座り、

「笑って」

　チカチカチカッと光点が点滅したあと、パシャ、とフラッシュが光る。

「あ、も、もう一枚」

　キュートの要望にこたえ、理刀はデジカメとソファの間を往復した。

　そして、パシャ、と二回目のフラッシュ。

「も、もう一枚だけ、いいかしら？　何回もごめんなさい。あと一枚だけだから」

　どこか必死な様子で、キュートが「一枚だけ」と人差し指を立てるから、理刀は勢いよくソファから立ちあがった。

「何枚だっていいから、遠慮しないでよ。オレも、キュートとのツーショットは嬉うれしいしね。一〇〇枚くらい撮っとく？」

「きゅ、一〇〇枚だなんて……」

「ハハ、これからいつだって撮れるし、そんなに慌あわてる必要ないか」

「………そ、そうよね。これから、たくさん撮れるから、きょうは三枚で十分よ」

　キュートが、花びらを振りまくような笑顔を見せてくれた。でも、なにかが欠けているような気がして……。

「よっしゃ、最高の一枚を撮ろう！」

　理刀は、わざとらしいほど声に明るさをにじませた。

　画面をわずかに拡大し、キュートの上半身を捉えてからタイマーボタンを押す。

「ほら、笑って笑って」

　ソファに座り、三枚目を待つ。

　と、キュートが理刀の左肩に頭をくっつけてきた。こつ、ん。

「…………………」

　チカチカチカッと光点の明滅が速くなる。

「っ！」

　理刀は思いきって、キュートの肩を強く抱き寄せた。

「きゅっ!?」

　パシャ。

　驚きに身を縮めたキュートが、画像として残ったはずだ。

　最高の一枚、とはいかなかったかも……。

　だったら、四枚目を撮ればいい。でもその前に……。

　キュートの肩から手を放はなした理り刀とは、ソファに座ったまま上体だけを彼女へむけた。

　そうやって、キュートの瞳ひとみを覗のぞき込む。

「きゅ～、理刀ったら、ビックリしちゃった……」

「なんかあったの？」

　正直、訊きくのが怖かった。

　ツェデュヴィーラのこと。

　ビョルンストライド王国と辺境部族連合軍の戦いのこと。

　キュートが身を置く状況のこと。

　とんでもない返答がきたら……、どうすればいい？

　でも、キュートの笑顔を見ていたら、訊かずにはいられなかった。

　彼女の笑顔にはいま、悲しみや、苦しみや、寂さびしさや、その他ほか、理刀にはよくわからないマイナスの微粒子がちりばめられているから。

　うけとめてあげなきゃ。












　そう思ったから。

　キュートが、微笑ほほえもうとして、微笑むことができなくて、下唇を突き出して、でもすぐに引っ込めて、しばらく視線を落としたあと……、どこか遠く、はるかな空を見あげるような瞳ひとみを理り刀とにむけてきた。

「急にね、魔界へ帰らないといけなくなったの」

　理刀は、目に見えない冷たい手で、心臓をぎゅっとつかまれたような痛みを覚えた。

「魔界に帰るって……すぐ人間界こつちに戻ってくるんだろ？」

「………すぐには、ちょっと無理そうなの」

「無理そう、って……」

「王命だから、仕方ないわ」

「王様の命令ってこと？　なんで、そんな……」

「あたしはフォンターナの娘なの。あ、帰るのはあたしだけよ。スイートは人間界に残るから……」

「キュートだけって……」

　冷たい手は、なかなか心臓を放はなしてくれない。それどころか、どんどん強く握りしめてくる。

　理刀は、薄く微笑むキュートへ顔を近づけた。

「帰るのは、いつ？」

「………その日が決まったら、ちゃんと教えるわ」

「帰る、理由は？」

　ニコッと微笑んだだけで、キュートはこたえてくれなかった。

　理刀は、思わず彼女の手をとった。

　帰る理由は？

　目でたずねながら、痛がらせない程度に華きや奢しやな手を握りしめた。彼女の左手首で、［Cute］と刻まれたシルバープレートが鈍く光っている。

　キュートが、理刀の手を握り返してきた。

「理刀、地球語協会テラの面接うけてみたら？」

「いま、そんなこと……」

　ぎゅっ、と彼女が手に力を込めてくる。

「夢は、つかめるときに、本気でつかみにいったほうがいいわよ。一〇年くらいあとになって、心から後悔しないためにも」

「キュート……」

　母が、電話のむこうで言っていた。

『心の底から迷ったときは、選んでも選ばなくても後悔するわよ。結論から言うと、〝後悔しながら、それでも生き抜け〟ってこと』

　キュートは、『夢は、つかめるときに、本気でつかみにいったほうがいい』と言う。

　自分の本当の気持ちは……。

　パーティで仲間たちと楽しい時間を過ごしている間も、地球語協会テラのことが頭の片隅に引っかかっていた。

　楽しい仲間たちとの時間。

　何物にも代かえ難がたい日常。

　あすの火曜、面接をうけるか否いなかの返事をしなければならない。

　自分の、本当の、気持ちは……。

「理り刀と、いまを本気で積み重ねたら、一〇年後にはきっと素敵な男性になってるはずよ」

　キュートが、理刀の手を自分の胸に引き寄せた。

　手の甲が、もこもこガウンに押しつけられる。その下にあるむにゅっとした感触が、微かすかに伝わってきた。途端、体の奥が熱くなる。

「り、理刀、あ、あたし、ね。ほ、ほんとは……」

　キュートが、瞳ひとみを震わせながら顔を近づけてきた。そして、わずかにアゴをあげつつ目を閉じる。

　ふたりきり。

　ソファの上。

　むかい合う男女。

　そろそろと顔を寄せ、目を閉じる女の子。

　キス……、しかないよね？

「……………キュート」

　理刀は、これでもかと勇気を絞り出し、跳ね回る心臓を胸にのせたまま、キュートとの距離をゆっくりと縮めた。

　残り一〇センチ。

　あと五センチ。

　三センチ。

「む。む。婚儀を執とり行ってもおらぬのに接せつ吻ぷんなど、破は廉れん恥ち極まりない真ま似ねはよさぬか」

　いきなりの声に、理刀は「おわっ!?」と反射的にキュートから体を離した。

「きゅっ!?」とキュートも身を縮める。

　声に振り返ると、ソファの後ろにツェデュヴィーラが立っていた。本名は〝土筆つくし〟だとキュートに聞いている。

　いつの間に……。

　火花をちりばめたかのような鮮紅色のロングウェーブヘアを搔かきあげたあと、土筆が理刀を見下ろしてきた。

「理り刀とが触れておると、外そ界とへ出やすくなるな」

「きゅっ、土筆つくしったら、いきなり出てこないでよ」

「そう柳りゆう眉びを逆立てるな。我にも、理刀と言葉を交わす時間をくれ。今夜が……」

「きゅ─────っ！」

　キュートの叫びが、土筆の言葉を遮さえぎった。

　理刀は、土筆のきれいな顔を見あげた。

　今夜が……、なに？

　土筆が、右の眉まゆだけをひょこっとあげ、すぐにまた口を開いた。

「理刀、お前はキュートの帰界理由を知りたがっておったな。キュートが言わぬのなら、我が……」

「理刀、夜遅くにごめんなさいね。写真も撮ったし、もう帰るわ。それじゃ、おやすみなさい」

　ソファから弾はじかれるように立ちあがったキュートが、慌あわててデジカメをつかんだあと、パタパタパタッと玄関へ駆けていった。

「理刀、さらばだ」

　キュートから離れることができないのだろう、土筆も宙をすべるようにして応接間から出ていった。

「それじゃ、またあした」

　バタン。

　理刀の声にこたえたのは、玄関のドアが閉まる音だけ。





四章　バイバイ・キュート







　ホワイト・デーの翌日。三月一五日の朝食は、いつも通りだった。

　ご飯とみそ汁。オカズは焼き魚と海の苔り。そしてお新香。

　理り刀とは、箸はしを手に右手に座っているキュートの様子を窺うかがった。

　彼女は、普段と変わらず品よくご飯を食べている。

　昨晩、『魔界へ帰らないといけなくなった』とキュートは言っていた。

　帰界理由は、「王命だから」としか教えてもらえなかった。

　帰る日時は、まだわかっていないようだけど……。

　きのう、ホワイト・デーのパーティを楽しんだ。でもまた、近いうちにお別れパーティを……、考えたくもないけど。

　キュートは、いつ魔界へ帰るのだろう？

　理刀は、正面に座る毒どく舌ぜつ丸まるへ、そして左手のスイートへ順に目をむけた。

　ふたりとも、黙々と箸と口を動かしている。

　毒舌丸はまだしも、スイートが口を開かないのは珍しい。当然、キュートが帰界することは知っているはずだから……、気持ちが沈んでいるのだろう。

　人間界と魔界。

　近くて遠い場所。

〝温泉にでもいこう〟といった気楽さで魔界へ渡界できるようになるのは、いったい何年先になるのか……。

　きょう、地球語協会テラの面接をうけるか否いなか、小こ牧まき先生に伝えなければならない。

　もし、地球語協会の職員になったら、その先は？

　もし、レゾン学院の生徒であり続けたら、将来は？

『心の底から迷ったときは、選んでも選ばなくても後悔するわよ。結論から言うと、〝後悔しながら、それでも生き抜け〟ってこと』

　母の言葉。

『夢は、つかめるときに、本気でつかみにいったほうがいいわよ。一〇年くらいあとになって、心から後悔しないためにも』

　昨晩、キュートが言っていた。

　どうすればいいのだろう？

　理刀は、横目にキュートを見つめた。と、彼女と視線がぶつかった。

「あ、あのさ……」

　なにを言えばいいのかわからないまま、理刀はとにかく口を開いた。

「あのね……」

　キュートも、ポソッと声をもらす。

「………ん？」

「………きゅ」

　互いに相手の言葉を待ちながら、目と目をつなぐ。

　二秒ほどの沈黙を挟んだあと、先に唇を動かしたのはキュートだった。

「きょう、学校を休もうと思うの。なんだか気分が悪くて……」




　理り刀とは、ひとりで登校することになった。

　スイートも、きょう一日キュートにつき添うから、と学校を休んだのだ。

　自分もキュートのそばにいてやりたかったが、「みんなによろしく伝えといて」と言われたら、「わかった」と返すしかない。

　キュートには、スイートと毒どく舌ぜつ丸まるがついていてくれる。

　王からの急な帰界命令に、キュートもショックだったのだろう。体調を崩すくらいに。

　理刀は、ひとりでマンションから出て、ひとりで駅へむかい、ひとりで電車にのった。

　街中にも駅にも電車の中にもたくさんの人がいるのに、なんだか独ひとりでいるような心地ここちになった。そばにキュートとスイートがいないだけで、世界は急激に色あせてしまう。

　初めて知った。

　人は強い寂さびしさを胸に秘めると、音や色を楽しむことができなくなるということに。




　降りた駅の改札前で、亜あ威い姉妹と合流した。

「キュートさんとスイートさんは？」

　すぐに百もも香かが訊きいてきた。

「きょうは休みなんだ」

　こたえながら改札を出た。すぐに、

「ぉ、おはよぅ」

　後ろから巴ともえの声が聞こえてきた。

　彼女もすぐに、「ふたりは？」とたずねてきた。

　歩きながら、理刀は昨晩から今朝にかけての出来事を手短に説明した。

　キュートが、王命で帰界しなければならなくなったこと。

　なぜ王命が下されたのか、教えてもらえなかったこと。

　帰界する日時は未定であること。

　今朝、キュートが体調を崩したこと。

　スイートが、キュートを心配して学校を休んだこと。

　するとすぐに、百もも香かが胸もとから水鏡をとり出し、白い息を吐きながら仮定した。

「もし、キュートさんとスイートさんに会うのをあしたまで待ってみたら？」

｛世界樹の一葉フユーチヤリング・ワン｝というふたつ名をもつ【時の統治者タイムルーラー】、百香が視みた未来は？

　理り刀とは、自分には視えないとわかっていながらも、彼女がもつ水鏡を覗のぞき込んだ。

「あれ～？」

　百香が首を傾かしげる。

「百香、なにが視えた？」

「えっとね、春日かすがさんの周りにいるのが……わたしと、黒くろ姉ねえ様さまと巴ともえちゃんだけなの」

　姉にこたえながら、百香が袖そでで水鏡をこする。

　あしたも、キュートとスイートは学校を休むのか？

　理刀は、百香の横顔を見た。

　唇を突き出し、難しいことを考えているような顔だ。

　続けて黒くろ媛ひめへ目をむけた。

　眉まゆ根ねに小さなシワを刻み、百香がもつ水鏡を見つめている。

　巴へ視線を移した。

　悲しそうな顔をしている。

　嫌な予感がした。

「百香ちゃん、〝これからキュートたちに会いにいったら〟って仮定してもらえるかな？」

「あ、はい。では……」百香が、再び丸い鏡面を凝視しながら、「もし、これからキュートさんとスイートさんに会いにいったら？」

　そう仮定した。

　理刀には視ることのできない水鏡の映像は、いったい……。

　百香が、助けを求めるような顔で黒媛を見あげた。

「だれもいない部屋が視えるの……」

　粘りけのある冷気が、首筋にまとわりついてくる。

　次は、どんな仮定をしてもらえばいい？　キュートの体調が思ったよりも悪かったから、病院にいったのか？　ただ単に外を散歩してるだけ？　それとも……。

「あ、小こ都と恋こ先輩」

　巴が、道の先を指差した。

　一瞬、理刀にはだれのことなのかわからなかったが……。

「よしっ！」

　黒媛が黒髪をなびかせて走り出したから、とにかくついていく。

「小都恋先輩っ、待って下さいっ！」

　黒媛の大きな声が、通りを歩いているサラリーマンやＯＬ、そしてレゾンの生徒たちの注目を搔かき集めた。それでも、彼女は気にすることなく叫んだ。

「小こ都と恋こ先輩っ！」

　道の先で、ロングウェーブヘアを背に流したレゾンの生徒が、ピタッと足をとめた。

　そしてこちらへ目め尻じりの下がった目をむけ、ニコッと微笑ほほえんでくれた。

「あら～、黒くろ媛ひめちゃ～ん、おはよ～。巴ともえちゃんと～、百もも香かちゃんも～、おはよ～ね～」

　ゆるゆるとした口調で話す彼女は、香こう森もり小都恋。｛千里眼クレアヴオイアンス｝の異名をもつ【無を歩く者ナツシングウオーカー】だ。黒媛や巴と同じく、生徒たちの憧あこがれと羨せん望ぼうを一身に集めているアイドル的存在の先輩である。

「そちらの人はぁ～、初めましてぇ～」

　小都恋が、理り刀とへゆるっと頭を下げてくる。

　むこうは〝初めまして〟でも、理刀のほうはずっと前から知っている。

「あ、は、初めま……」

「挨あい拶さつはあとだ！　小都恋先輩、キュートを視みて下さい！　いますぐっ！」

　とっさに頭を下げた理刀の言葉を遮さえぎって、黒媛が小都恋に詰め寄った。

「あぅ～、黒媛ちゃんってばぁ～、怖い顔ぉ～、女の子はぁ～、もっとぉ～、可愛かわいくぅ～」

「キュートの居場所を知りたいんですっ！　大至急っ！　小都恋先輩っ、ギアをマックスまであげて下さいっ！」

「をぉ!?　ギ、ギアをぉ～、マックスにぃ～!?　はぁ～い、それじゃ～、よくわかんないけどぉ～、大急ぎでぇ～、キュートちゃんをぉ～、視ちゃおっかなぁ～」

　ギアをマックスに……、と言いながらも、スローなままの口調と動きのまま、小都恋がもっていた手提げ袋の中から、もそもそとソフトボール大の水晶玉をとり出した。

「これねぇ～、携帯用のぉ～、水晶なのぉ～、もっててよかったぁ～、仕事でつかってるヤツってぇ～、重たくってぇ～」

「いいから急いで下さいっ！」

「あうぅ～」

　黒媛に怒鳴られ、小都恋が悲しそうな顔で水晶玉を右手にもち、「ではではぁ～、ん～と～」なんてぽわぽわな様子で首を傾けた。

　黒媛が、〝早く早く〟といった様子で小都恋を見つめている。

　巴と百香も、息をひそめて｛千里眼｝の言葉を待っている。

　理刀は、ゴクッとツバを吞のみ込みながら、ゆるゆるな先輩の口もとを凝視した。

　小都恋の長いまつげが、ぴくぴくと痙けい攣れんしたように跳ねたあと、彼女の目から感情の色が消えた。

「ん～と～、キュートちゃんはね～、いまぁ～、車にのってるみたいぃ～、あ～、おっきなぁ～、黒い車でねぇ～、隣の子はぁ～、キュートちゃんと似てるぅ～、三つ編みいっぱいの子ぉ～、むかい席の人はぁ～、眼鏡めがねにスーツのぉ～、ちょっと怖そうな女の人でぇ～」

　車？　スイートと毒どく舌ぜつ丸まるもいっしょにいるようだ。目的地は？

「その車、どこにむかってるかわかりますか？」

　理り刀との疑問を、黒くろ媛ひめが代わりに訊きいてくれた。

「ん～、この道はぁ～、国道だねぇ～、あ～、西にし中なか野の駅の前だぁ～、車のナンバーがぁ～、魔界大使館専用のぉ～、ヤツだからぁ～、たぶんだけどぉ～、目的地はぁ～」

　小こ都と恋このスローな言葉を終わりまで待たず、理刀はカバンを放ほうり出して駆け出した。

「理刀っ!?」

　黒媛の声にこたえる時間さえ惜しみ、両足に力を注ぎ込む。

　マンションから西中野駅へ続く国道を進んだ先には………………、魔界大使館がある。

　キュートは、きょう帰界するつもりなのだ。

　サヨナラも言わずに。

　レゾン学院から魔界大使館まで、およそ一キロ。

　西中野駅から大使館までは、車だとおそらく三分ほど。

　間に合うか!?




　朝の通勤時であるため、歩道は人が多かった。

　だから車道を走った。

　交差点の赤信号は無視した。

　クラクションを鳴らされ、「危ねぇだろ！」と怒鳴られ、交通整理の警官にピピピ─ッとフエを吹かれても、足をとめずに走った。

　決して速度を落とさなかった。

　走った。

　車が急ブレーキをかけても。

　走った。

　息が苦しくなっても、空気の冷たさがわからなくなっても、心臓に痺しびれを感じても。

　ただただ走った。

　腕を振って走った。

　膝ひざをあげて走った。

　ノドの奥から、自分でもよくわからない声をもらしながら走った。

　全神経を、

　体中の酸素を、

〝一秒でも早く〟という想おもいを、

　両足へ。

　走り続けた。




　走って走って走って、理り刀とはとうとう、大使館の正門前まで走りきった。

　意識が朦もう朧ろうとなっている。それでも、理刀はしっかりと両足を踏ん張り、道路のほうへ目をむけた。

　ちょうど、黒塗りの大きな車が歩道を横切り、こちらへむかってくるのが見えた。

　運転しているのは、サングラスをかけた黒服の男だ。後ろにのっているのは、だれなのかわからない。わからないけど……。

　理刀は躊躇ためらうことなく、車の前に歩み出た。

　とまった車のボンネットに両手をつき、息を整える。

　まだ、ここは通さない。

　大使館の敷地内へ入られたら、もう追いかけることができなくなるから。

　理刀は、運転手をジッと見つめた。彼が、後ろのほうにむかってなにやら声をかけている。運転席と後部座席は壁で遮さえぎられており、小さな窓しかない。そのため、理刀には後部座席にいる人の顔まで見えない。

　キュートたちであってくれ。

　そう願いながら、理刀は車の前に立ち続けた。と、歩道の脇わきにタクシーがとまった。その中から駆け出てきたのは、黒くろ媛ひめたちだった。

　彼女たちも、学校へいかずこっちへきてくれたのだ。

　百もも香かが脇に抱えているのは、理刀が放ほうり出したカバンである。

「理刀、走って正解だったな。タクシーだったら間に合わなかった」

　黒媛が、黒塗りの車の横に立った。

「春日かすがさん、はいこれ」

　ニパッと笑いながら、百香が理刀にバッグをもってきてくれた。

「ありがとう」

　バッグをうけとったあと、理刀はあらためて車にむき直った。

　サングラスの運転手は、クラクションを鳴らしたり、窓から顔を出して文句を言ってはこない。ということは……。

「キュートさんたち、この車にのってますよ。〝車のドアを開けたら？〟って鏡にたずねてみましたから」

　百香が、どこか寂さびしそうに教えてくれた。

「キュート、お願い。顔を見せて」

　巴ともえが、後部座席の窓をコンコンと叩たたいた。黒い窓のむこうからは、なんの反応もない。

　理刀は、ボンネットをバンッ！　と両手で叩いた。

　てのひらに、ジ─ンと痛みがひろがった。

　ひと呼吸後、車の横にスッと毒どく舌ぜつ丸まるが現れた。ドアを開けることなく、空間を移動したのだ。

「毒舌丸さん、キュートは……？」

　毒舌丸が、鋭くもあたたかな目を理り刀とへむけてきたあと、

「あと七秒ほどお待ち下さい」

　言って、後部座席のドアを開けた。

　出てきたのは、スイートだった。

「わたくしは、数日でこちらに戻ってきますわ。でも、キュートは……」

　彼女が、ドアの中へ目を移した。

　そこから、キュートがようやく姿を見せてくれた。

「キュート、黙って帰るなんてひどいじゃないか」

　黒くろ媛ひめが、わずかに声を尖とがらせた。

　キュートが、ちょんと肩をすくめた。

「ごめんなさい。あたし、お別れが苦手なの。だから、こっそり帰ろうと思って……」

「黙って帰るなんてダメですよっ！　あの、こ、これ、魔界にもってって下さい！　きのうのパーティの写真、全部現像してきましたから」

　バッグからふくらんだ紙袋をとり出した百もも香かが、それをキュートの手に押しつけた。

「きゅ～、ありがとう。あとでゆっくり見せてもらうわ」

「そ、それから、これも……」

　左の袖そでをわずかに引きあげ、手首に巻いていたブレスレットを外した。きのう、理刀がプレゼントしたヤツだ。

「それは、も、もらえないわ」

「あ、その、い、いいですから、つけて下さい。春日かすがさん、かまいませんよね？」

　百香が、キュートの細い右手首にブレスレットを無理やりつけながら、理刀に顔をむけてきた。

「あ、ああ、うん」

　うなずいた理刀を見て、黒媛と巴ともえも手首からブレスレットを外した。

「わたしのも、もっていってくれ」

「あ、あの、いっしょに……」

　黒媛が、次いで巴が、キュートの右手に自分のブレスレットをはめてやった。

「ふふ、わたしの手、ブレスレットだらけね」

　キュートが薄く笑った。

　スイートが、そんな妹を寂さびしそうに見つめている。

　黒くろ媛ひめが、キュートの手をとった。

「このブレスレット、実を言うとすごく気に入ってるんだ。だから、しばらく預けておくだけだからな？」

「きゅ？　い、いつ返せるか、わからないから……」

「待ってる。ずっと待ってるから。だから、必ず返しにきてくれ」

「わ、わたしも待ってるから」

　巴ともえも、キュートの手を握る。

「ぁ、わ、わたひもぉ、待ってますぅ」

　声に涙をにじませながら、百もも香かがうつむいた。

　スイートが、唇を引きしめている。

　毒どく舌ぜつ丸まるは目を伏せたまま、わずかも表情を動かさない。

「あたしね……」

　キュートが、そっと口を開いた。

　百香にもらった写真入りの紙袋を胸に抱き、もう片方の手を黒媛と巴に握られたまま、理り刀とに静かな目をむけてくる。

「みんなと別れるときは涙を流さないって、紋章に誓ったの。だから泣かないわ。あたしはキュート・フォンターナ。みんな、この名前を覚えといて。いつかみんなと再会できたとき、いまと変わらずに名前を呼んでね。〝キュート〟って……」

「もちろんだ」

　キュートの手を放はなした黒媛が、そのまま抱きついていく。

「元気でね」

　巴も、キュートの肩を抱く。

「キュートさぁぁん。ふぇぇぇん」

　百香が、キュートの背に貼はりつくようにして泣き出した。

　三人の女の子たちに囲まれたキュートが、目を線にして幸せそうに微笑ほほえんだ。

　この場に相応ふさわしい言葉を見つけることもできないまま、理刀はそんなキュートを見つめることしかできなかった。


　　　★★★



　理刀たちとの別れをすませ、キュートは再び車にのり込んだ。

　理刀が大使館の前に現れたときには、心底驚いた。黙って出てきたのに……。

　それでも、結果的によかったのかもしれない。最後にみんなの顔を見ることができたから。キュート・フォンターナの笑顔も、みんなの記憶に残すことができたはず。

　これで……、よかった。

「キュート、これを」

　隣に座っていたスイートが、キュートの右手をとった。そして、断りもなくブレスレットを手首につけた。銀のプレートには［Sweet］の文字。

　右腕を動かすと、［Kurohime］［Tomoe］［Momoka］のプレートとぶつかり合い、カチャカチャと小さな音がする。

　左手首には［Cute］のプレート。

「返すの、一〇年後になるわよ？」

「待ってます。一〇年くらい……」

「一〇年経たてば、理り刀とや黒くろ媛ひめたちは二七歳ね。もう立派な大人おとなだわ。その頃ころ、みんななにしてるかしら」

　しゃべりながら、キュートは自分の心が凍いてついていくのを感じた。

　苦しくて、寂さびしくて、恐ろしいけど……、その反面、このまま心が凍こおりついてしまえばいいとも思っている。心が凍れば、どんな状況に陥おちいっても怯おびえる必要がなくなるから。

　絶望を前にしても、平気でいられるから。


　　　★★★



　フォンターナ姉妹が不在の昼休み。

　黒媛、巴ともえ、百もも香かといつものように机をくっつけて昼食をすませたあと、理刀は彼女たちといっしょに能力開発学科ペンタグラムの職員室へむかった。

　慣れた様子で職員室へ入っていった黒媛が、いきなり、

「小こ牧まき先生、春日かすがくんがきましたよ！」

　大きな声を出した。

　ざわついていた室内が一瞬で静かになった。教員たちの視線が、ドッと黒媛に集まった。

　理刀は、百香と巴に背を押されるようにして、恐る恐る職員室の中へ足を踏み入れた。

　黒媛に集中していた目が、今度は理刀にどかどかと群がってきた。緊張する。

　地球語協会テラの面接をうけるか否いなか、小牧先生に伝えなければならないため、理刀はこうして能力開発学科の職員室までやってきたのだ。

　あとは、小牧先生へ自分の気持ちを伝えるだけ。

「春日くん、きてくれたかっ！」

　職員室の奥から、小牧先生の太い声が聞こえてきた。

「あ、どうも……」

「で、面接、うけるんだろ？」

　彼は、地球語協会の面接を断る生徒なんかいない、と信じきっているようだ。

　確かに、地球語協会と聞けばほとんどの生徒が必死で食いついていくだろう。

　黒媛が、「ほら、言ってやれ」と理刀の隣でささやいた。巴と百香が、小さくうなずいてくれた。

　理り刀とは、彼女たちに目でこたえたあと、奥にいる小こ牧まき先生へ聞こえるよう、声に力を込めた。

「面接、うけさせて下さい！」

　怖おそれずに挑戦しよう、と心に決めた。

「よぉぉしっ！　いい返事だっ！」

　雄お叫たけびのような小牧先生の声に続き、職員室が急に騒がしくなった。

「地球語協会テラに、いよいよ日本人職員誕生かっ!?」「亜あ威い、負けるなよっ！」「リトル亜威も続けっ！」「レゾンの名が世界にひろがるぞ！」「とにかくめでたいっ！」

　すごい盛りあがりようである。

　黒くろ媛ひめ、巴ともえ、百もも香かもみっつの笑顔を重ねている。

　理刀は、昨晩キュートに言われたことを心の中で握りしめた。

『夢は、つかめるときに、本気でつかみにいったほうがいいわよ。一〇年くらいあとになって、心から後悔しないためにも』




　能力開発学科ペンタグラムの職員室を出て、黒媛たちと別れたあと、理刀は大学部が入っている一九階へむかった。

　一日遅れだが、ササラへバレンタインのお返しをもっていかなければならない。昼休みはまだ一五分ほど残ってるから、急げば間に合うだろう。

　一九階でエレベーターを降りるなり、

「ごぉ、ご光臨だっ！　せ、席を確保せねばぁ！」

　上うわ擦ずった声が聞こえてきた。

　数人の学生たちが、廊下の先へ走っていく姿が見えた。

　彼らの背を目で追うと、廊下の途中にある教室の前まで大急ぎで駆けていき、入口直前で急ブレーキ、その後はあからさまにゆっくりとした歩調で教室内へ入っていく。

　なに？

　気になった理刀は、私服の大学生たちの流れに交ざってて歩き、その教室を覗のぞいてみた。さすがに、高等部の制服姿で室内へ入るのは勇気がいる。

　二〇〇人ほどが入れる大教室は、満席だった。壁際に立ってる生徒もいる。人気講師の授業なのか？

　一瞬、そう思った。直後、

「理刀っ！」

　ざわついた教室をやんわりと包み込むかのような、雑まじり気けのない透き通った声。

　映画館のようにゆるやかな階段状になっている教室、そのいちばん奥から慎つつましやかに、そして足早に歩み寄ってきたのはササラだった。

　輝く七色の髪は、頭の後ろでひとつにまとめてポニーテールにしている。白い毛糸のセーターにデニム生地のロングスカートという服装は、高貴なお姫様ではなく、一般の生徒と同じ扱いをして下さい、という意思の表れなのだろう。

　それでも、大学部の学生たちに溶け込むのは無理があるようだ。どんなに地味な格好をしていても、きれいすぎて目立ってしまうから。この教室に集まっている人の多さを見ればそれがよくわかる。

「大学部、あるいは一九階へきたのは、なにか用事、あるいは目的があったからですか？」

「ちょうどよかったです。ササラ姫にこれを渡すためにきましたから」

　長話をする時間がないため、理り刀とは素早く上着のポケットからブレスレットの箱を引き抜いた。教室中から飛んでくる視線もなんだか痛いから、急いですませたい。

「その箱、あるいは長方形の包みは？」

「先月、チョコレートをいただいたんで、そのお返しです。本当は、きのうお渡ししようと思ったんですけど、お会いできなくて……」

「昨日、あるいはきょうの朝まで、魔界へ帰省、あるいは帰界していました」

「魔界へ？」

　キュートは王命で帰界した。そのこととなにか関係があるのか？

　キュートが帰った理由をササラに訊きいてみる？　彼女なら教えてくれるかも。

「あ、まずは、これ……」

　時間と室内からの視線を気にしつつ、理刀はプレゼントの箱をササラへ手渡した。

「ありがとう、あるいは感謝します。開けても、あるいは開封してもよろしいですか？」

「もちろんです」

　理刀がこたえるなり、ササラが細く長い指を器用に動かし、包装紙を破ることなく瞬またたく間に開けていく。そして、

「まぁ！　腕輪、あるいはブレスレットですね」

　箱の中からブレスレットをとり出し、右のてのひらにのせた。と、

「っ!?」

　目を見開いた彼女が、持っていた箱と包装紙を足もとに落とし、

「わたしの名前、あるいはファースト・ネームが……」

　左手を口もとに当て、震える声をもらした。

　プレートの文字に気づいてくれたようだ。

［Princessプリンセス］ではなく、仲間であることを強調したかったため［Sasalaササラ］にしてみたけど、気に入ってもらえただろうか。

「感激です、あるいは……、感激、です」

　左手で口を隠したまま、ササラがうっすらと涙まで浮かべて喜んでくれた。

「キュートにも、同じ種類のブレスレットを渡しました。他ほかの子たちにも」

　みんないっしょです！　というメッセージを伝えると同時に、キュートのことをたずねる伏線の意味合いも込め、理り刀とはそう言った。

　言いながら、腕時計に目を落とす。

　昼休み終了まで、あと三分ほど。高等部と大学部の授業時間は違うため、この階までチャイムは聞こえない。急いで訊きかないと……。

「あの……」

「キュートは……今回の件、あるいは古いにしえの呪じゆ鎖さのため、とても苦しい、あるいはつらい試練、あるいは苦難をうけることになってしまいました」

「それで、その試練とか苦難とか、具体的には……」

「わたしは泣かない、あるいは逃げないと誓いました。キュートが苦しみ、あるいは悲しんでいるのですから、わたしが泣く、あるいは逃げるわけにはいきません」

　泣かない、と言ってるササラの美しい瞳ひとみからは、いまにも涙があふれ出そうになっている。ブレスレットに感動した涙なのか、キュートを案じたものなのか……。

　涙の理由がどちらであるにせよ、彼女はやはりキュートの身の上に降りかかった事態を把握しているようだ。

　王命が下された理由。












　魔界へ帰ったあと、すぐに人間界へ戻ってこられない理由。

　ツェデュヴィーラ土筆の処遇。などなど。

　魔族たちがもっている情報を知りたい。

「ササラ姫、キュートは……」

「わ、わたしは、泣かない、あ、あるいは、逃げないと誓ったのです。だ、だから……うぅ、キュートを……ふぇ、ぅぅぅ」

　手で口を押さえたまま、ササラがとうとう嗚咽おえつをもらし始めた。

「サ、ササラ姫、あの、大丈夫です、か？」

　理り刀とは、両手で顔を覆おおってしまったササラを前に、おろおろと周りを見回した。

　座っていた学生たちが、次々と椅い子すから腰を浮かせている。

「姫を泣かせたぞ！」「プリンセス・ティアァァッ！」「天罰てきめ───ん！」「捕らえろ！」「逃がすなっ！」「みんな冷静になれ！　証拠を残さないように殺やるんだっ！」

　まるでゾンビの集団が迫ってくるような圧迫感に、理刀は後あと退ずさった。

　最近の映画では、全力で走るゾンビもいるという。

　ということは……、

「ササラ姫、そ、それじゃ、このへんで失礼しますっ！」

　こっちも走って逃げなければ！


　　　★★★



　キュートは、パーキート城の大広間で姉たちに囲まれていた。

　帰界するなり、大パーティの中へ放ほうり込まれたのだ。

　キュートを待つことなく始められていたため、すでにできあがってる姉たちも多かった。

　スイートは、酔っぱらった五一女のフォグナに連れ去られたきり戻ってこない。毒どく舌ぜつ丸まるの姿も、いつの間にか消えている。

　数千人が入れる広間の中は、ぐちゃぐちゃになっては従者たちに素早く片づけられ、片づけられては間を置くことなくぐちゃぐちゃになる、ということを繰り返し続けている。無意味なまでに延々と。

　年に数回、フォンターナ家ではこのような大パーティが開かれるけど、姉妹全員がそろうことは滅めつ多たにない。

　キュートが四歳のとき、ハンサムをはじめ、その妻たち、そして六六七人の姉妹全員が顔をそろえたと聞いている。覚えてないけど。

　きょうのパーティには、珍しくリイザの姿がないようだ。というよりも、ひと桁けた台全員が欠席しているから、下の姉妹たちがやりたい放題に暴れている。ふた桁台のトップ、一〇女のアースもいない。

「「「「なんでやねんっ！」」」」

　広間の右奥で、一二女のティカとその仲間たちが騒いでいるようだ。姿は見えないけど、大きな声と騒音を聞けば彼女たちだとすぐにわかる。彼女たちの日常は、人間界風にいうなら〝どつき漫才〟だ。力の加減がテキトーだから、すぐに周りのものを破壊する。

　いまも、ガシャーン！　ドカーン！　ベキィィ！　と派手な音が聞こえてくるし、ときどき地響きも伝わってくるから、近づかないほうがいいだろう。

　いきなり、

「ん～、キュートってば、どうしてこんなに可愛かわいいのっ！」

　横に立っていた三二女のレモンが、キュートの頭をぎゅ～っと抱きしめてきた。

「きゅ、ちょ、ちょっとレモンお姉様っ!?」

　いつもはリイザがそばにいるから、三〇番台のお姉様たちは近づいてもこないけど……。いまは、ここぞとばかりにキュートをいじりにきてくれている。

「そうやねぇ、キュートは可愛かもんねぇ」

　すぐ近くにいた三八女のネクロが、透明な液体が入ったグラスを手につぶやいた。

　いつものよれた白衣は、さすがにパーティには相応ふさわしくないと思ったのだろう。胸もとが大きく開いた緋ひ色いろのドレスに着替えている。薄く化粧をし、眼鏡めがねも縁ふちなしの上品なモノにかけ替えているから、普段よりずっときれい。

「だれにも盗とられないよう、宝箱に仕舞っておきたいわ」

　テーブルのむかいにいるのは、三〇女のドール。

「ここで食べちゃえば、もう盗られる心配はないわよ？」

　テーブルの左手で、三一女のユリオネがちょっと怖いことを言う。

「ああっ！　もうっ！　レモ姉ばっかりズルいわっ！　わたしにもキュートを抱きしめさせてよねっ！」

　横からキュートの体に抱きついてきたのは、三五女のソザリアだ。

　頭をレモンに、体をソザリアに、

「じゃあ、ウチもっ！」

　腕を三四女のフォトにぐいぐい引っ張られるから、体がねじれて……、痛い。

「きゅ─────っ！　レモンお姉様っ！　ソザリアお姉様っ！　フォトお姉様っ！　痛いでしょ！」

「あら、ごめんなさいね」

「もうっ、だれよ、キュートを痛がらせちゃダメでしょ」

「ウ、ウチのせい？」

　レモン、ソザリア、フォトの三人が、素直にキュートの体を解放してくれた。

　ちょっとばかり酔っていても、三〇番台のお姉様たちはいちおう常識派ばかりだから安心だ。三〇番台エリアは危険が少ないことを知っているからこそ、キュートはこのテーブルを避難場所に選んでいる。

　リイザだったら、キュートが少々怒鳴ってもケロッとしてるし、簡単に放はなしてもくれないけど。

　それでも、徐々にテーブルの空気が変わり始めていることに、キュートは警戒心を抱いていた。お酒が入り続ければ、いくら大人しめの三〇番台といえど安心できない。また新たな安全地帯をさがさなければ……。

　それにしても、リイザはどうしたのだろう？　パーティなど、家族の集まりには必ず顔を出すはずなのに。

　彼女は毎回キュートにべったりなのだが、コップ一杯のお酒を飲ませればすぐにふにゃふにゃになって椅い子すに座ったまま寝てしまうから、パーティ会場での危険度は低い。

　キュートは、三〇番台が集まったテーブルでジュースをちびちび飲みながら、お姉様たちの様子を窺うかがった。

　みんな、ほどほどに酔っている。

　三〇番台エリアの安全度が、どんどん低くなっていく。空気中のピリピリ感が、ゆるゆると上昇していく。そろそろ移動する頃ころ合あいかもしれない。

　リイザがいてくれれば……。

　たとえ眠りこけていたとしても、三女の隣に座っていれば他ほかのお姉様よつぱらい除よけになる。だが、いま、ここで頼りになるのは自らの危険察知能力のみ。

　酔っていないお姉様にくっついている、という方法もあるけど……。

　姉妹の中でお酒が強いのは、二女のカカ、四女のマグナ、六女のロコが三強。その下に一〇女のアース、一二女のティカ、一七女のジーグ、二〇女のアマンダが続く。

　お酒を飲まない、または飲めないお姉様たちもいる。

　長女のスキュースは一滴も飲まない。八女のピアもアルコールは嫌いだし、一一女のコルネリアも酒席は苦手だ。

　くっつくなら、少しでも生まれ順が早くて、基本的に静かで、妹を必要以上に可愛かわいがろうとしないお姉様がいいけれど……。

　だれにしよう？

　決めたとしても、このひろい会場でどうやって見つければいい？

　見つけたとしても、そのお姉様の近くへ移動する途中で他のお姉様たちにつかまらないという保証はない。

　六〇〇番台にとって、姉妹の多くが集まるパーティは戦場だ。パーティ会場ではなく、パーティ戦場と呼んでる者もいる。その中にあって、末っ娘こであるキュートは、特にお姉様たちの関心を集めてしまうから……。

　さて。どうしようかな……、とキュートはもっていたジュースのグラスをテーブルに戻し、それとなく周囲を窺うかがった。

　不意に、ポン、と背を叩たたかれた。

　振り返ると、すぐ後ろにティカが立っていた。ライオンヘアが、キュートの視界を覆おおい尽くす。

　長女から一〇女までが不在のパーティ会場にあって、一二女の彼女は〝不用意に接触すると危険な姉妹〟の筆頭といっていい。

「きゅ、ティカ、お姉様？」

　なにを思ったのか、ティカはすたすたと隣のテーブルに移動し、いきなりドゴォォォォォッ！　とそこに頭突きを入れた。

　テーブルがバリィィィィィッ！　と砕け、置かれていた花瓶や食器がガシャガシャガシャ～！　と派手に散らばった。

「きゅっ!?」

　わけもわからず、キュートは身を縮めた。

　と、ティカは何事もなかったかのように、会場の奥へさっさと歩き去ってしまった。

「ティカ姉、荒れてるね」

　三〇女のドールが、肩をすくめた。

「そりゃ、荒れたくもなるわよ」

　三一女のユリオネが、酒臭くさい息を吐く。

「そだね」

　三二女のレモンが、キュートの肩を抱き寄せた。が、先ほどのようにぎゅ～っと乱暴なことはしない。壊れ物のように扱ってくれる。

　三〇番台が集まるテーブルが、急にしんみりとした空気に包まれた。

　彼女たちもわかっているのだ。

　そのときがくるまで、あと数日しか残されていないことを。

　まだ実感がないけれど……。

　キュートは再びジュースのグラスを手にとり、ちびりと飲んだ。

　理り刀とは、いま頃ごろなにをしてるだろう？


　　　★★★



　ジリリリリリリリ。

　理刀は、反射的に目覚まし時計のベルをとめた。

　ベッドから出て、ジャージの上着を羽は織おったあと、顔を洗って歯を磨き、寝癖を直した。そのあとのろのろと玄関へむかい、サンダルをつっかけ、ドアを開けて廊下へ。

　朝の冷たい空気が、水で洗ったばかりの顔をピシッと打ってくる。

『おはよう理刀』

　右横から、寒さを吹き飛ばしてくれる明るい声が………、聞こえてくるはずもなく。

「あ……」

　理り刀とは顔をしかめた。

　バカだ。

　このまま管理人室へいっても、朝食を食べることはできない。

　キュートはもういない。スイートと毒どく舌ぜつ丸まるも、いまは魔界へ帰っている。

　それなのに玄関を出てしまった。いつものように……。

　理刀は、隣の五○二号室へ顔をむけた。

　開くはずのないドア。

　吐き出した白い息が、冷えきった空気の中へひろがり、なにも残さずに消えていく。

　いまは冬なんだと、あらためて思い知らされるような寒さに、理刀は身震いした。

　朝はきっとくる。

　春はきっとくる。

　願えばきっとかなう。

　よく聞く言葉だけど……。現実は……。

　理刀は、氷のように冷たいドアノブを握り、力なく回した。

　キュートは、いま頃ごろなにをしてるだろう？





五章　みんなといっしょ







　キュートは、もっていた大きなバッグを乾いた地面に置いた。

　一度大きく深呼吸をしてから、ゆっくりと目を閉じる。

　世界が暗くら闇やみに覆おおわれたあと、目の前に土筆つくしが現れた。火花のように輝く紅髪が、闇を吹き払うかのようになびいている。

『我は虚都の女王ゆえ、忘れ去られる恐怖は克服しておる。だが、キュートは違う。そなたには、現い在まを生きる権利があるはずだ』

「何度も言ったでしょ？　あたしはフォンターナの娘なの」

『魂を激しく燃やさずして、本当に生きておると言えるのか？』

「王命なの」

『くだらぬ。ビョルンストライドなど、山のように積みあげられた屍しかばねの上に座す人形でしかないのだぞ』

「王家の悪口なんて、聞きたくないわ」

『忌いま々いましいビョルンストライドの下知など聞き流せ』

「できるわけないでしょ。フォンターナ家にとって、王命は絶対よ」

『軽々しく他者を〝絶対〟などと定めるな。身動きがとれなくなるぞ』

「土筆つくしだって〝絶対的〟な女王だったんでしょ？　あなたがそれを言うのは変だわ」

『む。む。我の経験から言うておる。〝絶対〟など、凍いてつく夜の吐息と同じだ』

「なによそれ？」

『すぐに消えてなくなる。温ぬくい場所へ移れば白くもならん』

「よくわかんないわ」

『〝絶対〟などという思い込みは、かたちなきものと知れ。その概念が及およばぬ場所へゆけば、〝絶対〟だと信じていたことは霧散する』

「あたしは、キュート・フォンターナよ」

『キュートは、もう知っておるはずだ。的外れな下知や、つまらぬ家名など及ばぬ世界をな。魂を燃やせる場所へゆけ。躊躇ためらうな』

「そんなこと……………できるわけ、ないでしょ」

『む。フォンターナの娘は、枝葉まで頑固者ぞろいよな。ならば、その頑固を貫き通してみるか？　我は、キュートが選んだ道を往ゆく覚悟だ』

「あたしだって、覚悟は、もってるわ！」

　土筆との会話をやめるため、キュートは目を開けた。

　正面にあるのは、足が竦すくむほど巨大な城門だ。

　いまからこの門を抜け、封印城へ入らなければならない。

　封印城。

　ササラ姫の遠い祖先であるキバ姫が、王国を荒らした邪竜サウロリュースと魂を融合させるため、生涯を終える日まで暮らした城である。

　魂を融合させれば、自らの体を封印箱としたキバ姫が死んだあとも、サウロリュースは復活することができなくなる。姫の魂とともに邪竜の憎悪たましいも天へ昇るからだ。

　歴史書の中でしか知らなかった城に、まさか自分が入るなんて……。

　キュートは、最後に一度だけ……、と肩越しに振り返った。

　なだらかな斜面のずっと先、五〇〇メートルほど離れた場所に、フォンターナ一族が集まっていた。見送りにきてくれたのだ。

　数日に及んだ大パーティの終わりが、末娘の封印城入り。

　みんな、ずっとずっとずっと無理に笑っていた。

　パーティの間中、いつものように大騒ぎしながら、笑い続けてくれた。

　それでもいまは、泣いてるお姉様たちばかり。数多くの嗚咽おえつが、風にのって空へ飛んでいく。

　キュートは、ぎゅっと唇を引きしめた。

　紋章に誓ったのだ。

　泣かない、と。

　キュートは、足もとに置いていたバッグを再び手にとり、よいしょ、と肩にかけた。

　絶対に泣かない。

　自分はフォンターナの末娘なのだから。

　キュートは、城門の中へ足を踏み入れた。




　ツェデュヴィーラを再封印するため、王命により封印城へ。

　邪竜サウロリュースを完全に封じ込めるため、キバ姫は一生を封印城で暮らしたという。

　ツェデュヴィーラは、もともとキュートの中で一五年ほど封印されていたことに加え、『奇跡の血』の力もあったため魂が半分ほど融合した状態になっているらしい。だが、このまま放ほうっておくと剝はく離りする恐れがあるため、「完全に融合させよ」と王命が下された。

　そのために必要な年数は……。

　およそ一〇年。

　キュートはきょうから、一〇年ほど封印城で生活しなければならないのだ。

　自害は絶対にしてはならない。

　面会にきた王立封印術学院の校長に、そう釘くぎを刺された。

　もし、孤独に負けて自らの命を絶てば、封印されていたツェデュヴィーラの魔力が暴走することになる。そうなれば〝至大なる憎ぞう悪お〟が王国全土を席せつ巻けんするだろう、と怖い顔で言われた。

　校長はその後、お姉様たちにからまれ、慌あわててパーキート城から逃げていったけど。

　封印城で一〇年。

　三月一四日。ホワイト・デーのパーティが終わったあと、毒どく舌ぜつ丸まるに呼ばれて管理人室へひとりで入ったあと、カカから聞いた。

　最初は驚いたけど……。

　大丈夫。

　一生というわけじゃない。

　一〇年くらいなら……。




　城門を抜けたあと、キュートは城の入口であろう大きな扉の前で足をとめた。左右に置かれた竜の石像が、こちらを厳いかつい目でにらんでいる。

　見るからに重そうな両開きの扉は、ちょっと押したくらいではとても開きそうにない。

　両手を当て、試しに全体重をかけて押してみたけど……、軋きしむ音さえしなかった。

「きゅ～、どうやって入るのよ」

『ねぇ、キミ』

「きゅっ!?」

　いきなり声をかけられたため、キュートは驚いてドアから飛び離れた。

『城に入りたいの？』

　ギシギシ、と硬いモノが擦れ合うような音をたてながら、扉の左手に鎮座していた竜の石像が動き出した。

「きゅ？　あんた、疑魂石像ガーゴイルだったの？」

『うわぁ、キミ、遠慮ナシだね。ヴォハハ、ガーゴイルのような低ノーといっしょにしないでほしいなぁ。ポク、純血の石竜なんだからさ。自慢じゃないけど、〝クリスト〟って名前は上流竜属界ハイソサエテイじゃちょっとしたもんなんだよ』

「ふ～ん、そうなの？　じゃあ、こっちも石竜？」

　キュートは、動かない右側の石像を指し示した。

『石竜と石像の視み分わけもつかないのかい？　キミって遠慮がないだけじゃなくて、審しん美び眼がんもないんだね。このポクと城の付属品かざりを同列に扱うなんて、笑っちゃうよ。ヴォハハハ』

「きゅ、うるさいわね。同じようにしか見えないから、仕方ないでしょ！」

「ヴォハハハ、同じようにしか視えない？　ヴォハ、なにそれ？　ヴォハハハハハ」

　石竜のクリストが、ゴリゴリギシギシッと大きな口を開け、どこかわざとらしい様子で笑い続けている。イヤミな竜だ。いつまでもつき合ってられない。

　キュートは、不ふ揃ぞろいな牙きばを見せている石竜をにらみつけ、

「ちょっとあんた、門番だったら、さっさと門を開けなさいよ」

　ピッと扉を指差した。

『ヴォハハハ、キミは本当に遠慮ナシなんだね。ポクが門番？　このポクが？』

　クリストが、ブフゥッと鼻を鳴らした。竜的に、鼻で笑ったといったところだろうか。

「なによあんた、門番じゃないの？　それなら、どうしてここに座ってんのよ？」

『上流竜属界で磨き抜かれたポクを門番扱いなんて、キミ、ほんとに遠慮ナシの無礼者なんだね。それとも、ただ単に頭がふやけちゃってるだけなのかな？　ヴォハハハ』

「あんたのしゃべり方、イラッとするわね。とにかく、門番じゃなくてもいいから、この扉を開けてよ。あたし、この中に入らなきゃならないのよ」

『門番の仕事をポクに頼んでるのかい？　ヴォハ、このポクが門を開ける？　石竜のクリストが開門作業？　上流竜属界の香りぷんぷんなこのポクが？　ヴォハハハハハ』

　クリストというこの石竜は、脳まで石化しているのだろうか？

　キュートは、腰に右手を当てたまま考えた。

　さて、どうしよう。

　封印術学院の校長は、封印城の城門を抜けたあとは真まっ直すぐに進めばいい、としか言わなかった。こんな上流気どりの脳みそ石化竜がいるなんて、ひと言も……。

　首を下げたクリストが、キュートと目線の高さを同じにした。

『キミの中にいる紅珠玉ひと、すっごく強いでしょ？　魔力の大きさだけなら、サウロリュースに引けをとらないんじゃないかな？』

　クリストは、土筆つくしのことを見抜いているようだ。

　それよりも……、サウロリュース？　キバ姫が自らの体内に封印した邪竜の名前？

「あんた、邪竜と会ったことがあるような言い方するわね」

『直接会ったことはないけど、キバの中にいる暗黒渦アイツを感知みたよ。信じられないほど禍まが々まがしい魔力だったなぁ。さすがのポクも、震えちゃうくらいにね。キミの中にいる紅珠玉も、ま、似たようなものなんだけどさ』

　クリストの言葉を信じていいのだろうか？

　王国史の教科書を開けば、キバ姫やサウロリュースの名は最初のほうのページに載っている。キバ姫が封印城へ入ったのは、神話といってもいいほど太古の出来事なのに……。

　土筆の存在を見抜いてるようだけど……。

　脳がいい具合に石化してるから、妄想を抱いてるのかも。

　あまり真にうけないほうがいいだろう。

「まあ、あんたが長生きしてるってことはわかったわ。だから、早くこの門を開けてよ」

『キミの中の紅珠玉ひと、感知みたところけっこう溶けてるね。封印城ここに一〇年くらい寝泊まりしたら、キミたちはすっかり混ざり合うんじゃないかな？』

「わかってるわ。だから、早く開けてよ」

『キミ、そんなに急がなくても……まぁ、いいか。レディの頼みなら、快こころよく聞いてあげるよ。ポクは上流竜属界ハイソサエテイの竜士しんしだからさ』

　クリストが、太い前足で扉を押してくれた。

　上から目線の上流気どりな竜だけど、そんなに嫌な性格ではなさそうだ。

　キュートの力ではビクともしなかった扉が、ギィッと腹に響くような音とともに開いた。

「ありがと」

『ねぇキミ、この扉が閉まったら、急いでいちばん上の階までいくんだよ？　すぐに魔力の濃度が……』

「わかってるわ。ほんとにありがとう」

　キュートは、クリストのガッチリとした硬い首をなでたあと、扉の中へ入った。

『負けないで』

　後ろから聞こえてきたクリストの声に、手をあげてこたえた。

　再び、ギィッと扉が閉まった。だが、暗くはならない。城内の石壁が淡く輝いている。まるで、積み重ねた石のひとつひとつに月の光を封じ込めているかのようだ。

　キュートは、足早に奥の階段を目指した。

　一〇数分もすれば、最上階一〇階より下の階はすべて濃密な魔気に満たされてしまうと聞いている。魔族の命をものの数秒で奪ってしまうほど、その濃度は高いという。

　それが封印城本来の姿だ。

　一階から九階に満ちた高濃度の魔気が、長い時間をかけて最上階へ浸透していく。そして、そこで暮らす魔族の体に負担をかけない程度に、じわじわと魂のかたちを整えてくれる、と王立封印術学院の校長が言っていた。

　これはつまり、一〇年間、封印城の最上階から降りられないということである。

　傀く儡ぐつが日に五度も食事を運んできてくれるというから、空腹の苦しみはない。着替えも心配しなくていい。本も手紙も大丈夫。ただ、家族や友だちと会えないだけ。

　諸もろ々もろのことは、ここへくる前にきちんと聞いている。

　キュートは慌あわてることなく、それでもできるだけ急いで石段をのぼった。大きなバッグをしっかりと脇わきに抱き、のぼり続ける。

　きょうから独ひとり暮らしが始まる。




　バッグの中に入れてきたモノは……。

〝スキュース〟という文字が線で消され、〝キュート〟と書き直されている寄せ書き。

　プラチナの指輪。

〝キュート〟の名札をつけた手づくり人形。

　そして、ホワイト・デーのパーティ写真が一〇〇枚以上。

　理り刀ととのツーショット写真が三枚。

　よいしょ、よいしょ、よいしょ、とキュートは石段をのぼり続けた。

　城内は物音ひとつしない。

　左手首には、［Cute］のブレスレット。

　右手首には、［Sweet］［Kurohime］［Tomoe］［Momoka］というよっつのブレスレット。

　よいしょ、よいしょ、よいしょ。

　床や壁につかわれている石が、ぼんやりと光を放はなっているだけ。ただただ光っているだけ。それだけ。

　よいしょ、よいしょ、よいしょ。




　最上階にたどり着いたキュートは、長い廊下の先にあるドアを押し開けた。

　ひろびろとした部屋だった。バスケットコートがみっつは入るだろうか。人間界で狭い部屋に慣れてしまったので、逆に落ち着かない。

　床には、ふかふかの絨じゆう毯たんが敷き詰められている。家具も上質なモノばかりのようだ。でも、窓がどこにもない。

　天井や石壁が光を発し、目にやさしい明るさを保ってくれているから、窓から差し込む陽光がなくても不自由はしないけど。

　キュートは部屋の中央付近に立ち、四方をぐるりと見回したあと、足もとにバッグを置いた。

　この部屋で一〇年間……、か。

　毛足の長い絨じゆう毯たんに腰を落とし、そのまま両手両足を投げ出して寝転んだ。少々品のない寝方だけど、咎とがめる者はだれもいない。

　ここにいるのは、自分独ひとり。

　目を閉じ、意識を集中した。

　ひと呼吸も待つことなく、まぶたの裏に土筆つくしの顔が映る。

「着いたわよ」

『む。ここが噂うわさに聞く封印城か。ふん。美しさのカケラもないところよな』

　彼女の声には、不満がたっぷりと溶け込んでいる。自分が封印されるのだから、それも当然だ。

　キュートは目を閉じたまま、大きく胸をふくらませた。それから、ゆっくりと息を吐き出す。

「土筆、あなたには悪いと思ってるわ。この気持ちは噓うそじゃないのよ？　でも、王命に背そむくことだけは絶対にできないの」

『何度も聞いた。耳の奥で〝オウメイ〟が響いて気分が悪くなる。そもそも、ビョルンストライドは狭量甚はなはだしい王よな。キュートのような忠義を立て通そうとする少女に、このような惨むごい仕打ちをするなど……』

「それだけツェデュヴィーラの復活を警戒してるんでしょうね」

『疑心暗鬼も度が過ぎると滑こつ稽けいよな。我には、もう、ビョルンストライドに復ふく讐しゆうするつもりはないというのに』

「王家は、そう思ってないわ」

『そのようだな。キュートの言葉を聞く姿勢を見せぬビョルンストライドめに、我の〝想おもい〟が届くはずもない』

「それだけツェデュヴィーラの魔力が脅威なのよ。あなた、一五年前の大戦でよっぽど暴れたんでしょ？　本なんかには、何百万もの民が命を落としたって書いてあるわよ。辺境近くにあったノッツェルの街は、五万の住民が皆殺しにされたって……本当なの？」

『真の歴史は、戦いくさに勝った国の都合で歪ゆがめられる。よく考えてみよ、ノッツェルの街の規模はどれくらいだ？　住民の数は、多く見積もってもせいぜい一万だ』

「四万人を水増ししたってこと？」

『もっと踏み込んで考えてみよ。あの街が戦場になったのは、開戦してから半年後だったと我は記憶しておる。敵軍が主導権を握っておる土地が、街のすぐ近くにあるのだぞ？　半年の間にほとんどの民が疎開するのではないか？』

「ふ～ん、あたしはノッツェルの街はよく知らないから、なんとも言えないけど。あなたがビョルンストライド王に警戒されてる理由って、やっぱりそれなりにあるんでしょ？」

『当然だ。殺やらねば殺やられていたからな。ビョルンストライドが支配しておる領土の地図を少しばかり変えてやった』

「地図を変えるって……どういうこと？」

『山をいくつか消し飛ばし、湖を両手両足の指では数えきれぬほど干ひ上あがらせてやった。地を割りもした。古代樹の樹海を灰にしてやったこともある』

「ちょ……そんなことしたの？　王国史の本に書いてあることまんまじゃない。ずっと大げさだって思ってたけど、その部分は誇張されてたわけじゃないみたいね」

『我のことが本になんと書かれておるのか、想像することしかできぬが……戦いくさの責任はすべて我にあるとなっているのではないか？』

「まぁ、それは、そのぅ」

『いまさら気をつかうな。我は、キュートたちが〝辺境の蛮族〟と呼ぶ民の女王だ。戦の責任がまったくないとは言いきれぬ。だが、戦は勝ち負けに関係なく、双方の責任だ』

「本には、戦を始めたのはツェデュヴィーラだって書いてあったわ。確か、南方辺境警備隊の砦とりでが奇襲されて……」

『む。キュート、言うたであろ。きちんと考え、当時のことに思いを馳はせてみよ。戦は、決して〝点〟では始まらん。〝線〟としてつながっておる。砦への奇襲は点のひとつにすぎん。そもそも奇襲などしておらぬしな』

「点とか線とか、難しいわね。つまり、いろんなことが積み重なった結果、戦争が始まったってこと？」

『簡単に言えば、まぁ、そうなる。いまさら過去を嘆なげいたところで、散っていった我が戦士や民は戻ってこんがな』

　まぶたの裏で、土筆つくしが悲しそうに微笑ほほえみながら言葉を継いだ。

『我は戦ですべてを失った。家族も、夢も、なにもかもな』

　彼女の声が、キュートの胸に染み入ってくる。

　目を閉じたまま、キュートはふと思い出した。

『夢は、つかめるときに、本気でつかみにいったほうがいいわよ。一〇年くらいあとになって、心から後悔しないためにも』

　理り刀とに伝えた言葉。

　ひとつずつ積み重ねていけば。

　その瞬間を丁寧につかんでいけば。

　数年後になにかが大きく変わっているはず。

　逆に、雑な積み重ね方をしていけば、あとでとり返しのつかないことになるだろう。

　だれかの命が奪われるような戦いは、その最たるものだ。

「土筆つくしの夢って、なに？」

　なんだか気になったため、ストレートに訊きいてみた。

『む。む。む。我の夢か？　そんなもの、我の身を切り刻んだところで、どこからも出てこぬぞ』

「夢くらい、土筆にだってあるでしょ？　さっき、自分で言ったじゃない。夢を失ったって……」

『む。む。確かに言ゆうたな。だが、〝夢〟とは、〝なりたい自分〟のことであろ？　我はツェデュヴィーラとして生を享うけ、ツェデュヴィーラとして育てられた。夢などもてようはずもない。だから〝夢〟ではなく、〝王座〟と訂正しよう』

「それって、ちょっと寂さびしいわね」

『む。キュートこそどうなのだ？　夢はなんだ？　我を魂の奥深くに封じたあと、キュートはどんな夢を追うつもりだ？』

「あたしの夢は、お姉様たちみたいな大魔女になることだけど……」

『キュートの姉あね御ごは多い。〝お姉様たちみたいな〟では漠然としすぎではないか？』

「できれば、ひと桁けた台くらいに、なりたいけど……」

『む。フォンターナの九きゆう本ほん槍やりか。ふふ、キュートはよい姉御をもっておるな』

「土筆って、ウチのお姉様たちと何回も戦やり合ったんでしょ？　いろいろ聞いてるわ」

『ん。数えきれぬほど戦し合おうた。戦いくさの中にあって、フォンターナの連中は少し違ちごうたな。奴やつ等らは狡ずるうなかった。卑ひ怯きようでも小汚くても、戦場では許される。だが、フォンターナは違うた。我を前にしても、目に怯おびえを見せなかった者は、フォンターナの統領と、彼につき従ごうていた九人の娘御たちだけだった』

「土筆って、ほんとにとんでもない魔力をもってたのね。フォンターナウチのお父様やひと桁台のお姉様たちと何回も戦ったなんて……信じられないわ」

『フォンターナの統領や娘御たちとは、戦場とは違う場所で会いたかったな。ビョルンストライドには勿もつ体たいない家臣だ。我の下にほしかった』

「フォンターナ公こう爵しやく家けは、ビョルンストライド王家に忠誠を誓ってるもの」

『知っておる。何度か誘ってみたが、連中は首を縦に振ろうとしなかった。手を引け、とも言うてみた。娘御たちの中で、戦いを嫌っておったリイザとピア、そしてテンペランスは我の話に少しは耳を貸してくれたが……結局、戦という大河の流れはとめられなかった』

「リイザお姉様やピアお姉様なら、なんとなくわかるけど……テンペランスお姉様も？」

『テンペランスは、少し変わった思考をしておるようだが、根はやさしい娘御だぞ？　少なくとも、戦いくさを終わらせようと飛び回っておった。テンペランスだけでなく、フォンターナの連中はみな、フォンターナのように凛りんと振る舞い、フォンターナのように猛たけ々だけしく戦場を駆けておった』




　キュートは、目を閉じたまま土筆つくしとの会話を続けた。

　ここは封印城の最上階。おしゃべりする時間は、気が遠くなるほどたくさんある。

　土筆からいろいろ聞いた。

　一五年前に巻き起こった戦のこと。

　ツェデュヴィーラ直属の重装戦士団を壊滅させたのと引き替えに、リイザが瀕ひん死しの重傷を負ったこと。

　そんな三女の命を救ったのが、当時二歳のキュートだったこと。

　この一件で、キュートが『奇跡の血』の持ち主であることが判明したこと。

　そのため、ツェデュヴィーラを封印する器うつわに選ばれてしまったこと。

　キュートの体を封印箱にするよう命じたのは、ビョルンストライド王だったこと。

　王命をうけたハンサムとひと桁けた台である九人の姉たちが、ツェデュヴィーラの住む都に殴り込み、目的を果たすことで戦に終止符を打ったこと。

　下へ手たな王国史の授業よりも、ずっと細かなことまで教えてもらえた。教科書には書かれていないことばかりだった。体験者が語る生の声には、それだけの重みと匂においがあった。

　戦いの中で命のやりとりを何度もやった、という言葉のあと土筆がこう続けた。

『我は、昔もいまも死を怖おそれてはいない。ただ、無意味な死は望んでおらん』

「あ、あたしだって、死なんか怖れてないわ」

『キュート、自らを偽いつわるな。死は、すべてを奪っていく。家族も、友人も、慣れ親しんだ土地も、そのすべてから香ってくる思い出も、な。死は、恐ろしいものだ。そこから目をそらしてはならん』

「土筆だって、怖くないって言ったじゃない」

『我の魂は、周りの死に触れすぎた。記憶の中で笑わろうておるのは、生者ではなく死者ばかりだからな。死は、もはや我にとっては救済すくいなのだ。愛する家族や信頼していた者たちと再会できるのだから、怖いはずがない。だが、キュートは違うであろ？』

「あたしは……」

『キュート、先ほど我に〝夢〟の話をしたな。我は、ツェデュヴィーラとして育てられたゆえ夢などもてようはずもない、とこたえたが……願いならもっておった。すべての民が、理不尽に命を奪われることのない世界をつくりたい、と』

「それが〝夢〟ってヤツなんじゃないの？」

『む。言い方の違いだな』

「そうね。〝夢〟とか〝願い〟とか。あとは、ん～、〝目的〟とか〝目標〟って言ってもいいんじゃないかしら？」

『好きに言えばよい。目指すものがあれば、日々を強く生き抜くことができる』

「そうね。あたしも……土筆つくしといっしょにのんびり封印城ここを出たあとの夢ことを考えるわ。一〇年もあれば、すっごい夢が見つかるはずよ」

『……………』

　暗い世界の中で、土筆が悲しげに目を伏せた。火花をちりばめたかのような紅髪が、ほんのわずかに色あせる。

「どうしたの？」

『我はおそらく、あと二、三日でキュートの意識に語りかけることができなくなる。それから先は、長い時間をかけてゆるりと魂を崩されてゆくのだ』

「きゅ……？」

『キュート、たとえ我が消え……』

　キュートは、思わず目を開けた。

　土筆の姿が消え、声が聴こえなくなる。

　仰あお向むけになったまま、天井にむかって両手をあげた。

　右手首のブレスレットについた銀のプレートが、チャリ、と擦れ合う。

［Sweet］

［Kurohime］

［Tomoe］

［Momoka］

　四人に借りているブレスレット。

　左手首についた［Cute］のブレスレットを、右側にくっつけた。

　これで、みんなといっしょ。

「きゅ～」

　暴力的なほどの寂さびしさが、胸の奥から噴きあがってくる。

「きゅ」

　懸命に涙を堪こらえた。

　泣かない、と紋章に誓ったから。

「きゅぅぅ」

　絶対に泣かない。

　泣けば……、心が壊れてしまうから。


　　　★★★



　放課後。

　理り刀とは東ひがし荻おぎ窪くぼ駅の改札を抜け、ひとりでマンションへむかった。

　駅ビルから出た直後、駅と隣接したバス・ターミナルへツインテールの子が駆け込んでいく姿が見えた。

　中学生くらいだろうか。身長は、キュートやスイートよりも少し高い。

『理刀』

　後ろから呼ばれたような気がして、思わず振り返った。

　ビルから出てくる人、人、人。

　そんな人の流れに交ざっても、キュートの銀髪はいつも目立っていた。

　探しても、いるわけないのに……。


　　　★★★



　スキュース・フォンターナは、ビョルンストライド王国の第一王女、スワンのむかいに座ったまま、静かに息をついた。

　スワンが所有する城のひとつ、スピードウェイの謁見室は、いつきてもつまらない。客をもてなそうという気持ちが微み塵じんも感じられないから。

　壁に一枚の絵画も飾らず、棚に花瓶のひとつも置かないというシンプルさは、合理的でお堅いスワンの性格をそのまま映し出している。気に入らない。一冊の本もないところが特に……。

「スキュもわかってるでしょう？　決定は国のためでしょう」

　テーブルを挟んだむかいから、スワンが落ち着いた目をむけてくる。

　ササラと同じ七色の髪をショートにした美しい女性だが、その目はひとつ下の妹とまるで違い、強い意志を秘めている。

　スキュースは、そんな彼女の視線をそっとからめとった。

「キュートひとりを犠牲にして国が救えるのなら、わたしも文句は言わないわ。でも、本当に必要な封印なのか、もう少し考える時間をくれてもいいんじゃないかしら？」

「ツェデュヴィーラ復活がチラついた状態で、遅行は禁物でしょう。拙つたなくとも即断即決が大事でしょう」

　スワンの気持ちもわかる。

　王家は、ツェデュヴィーラの復活をことのほか畏おそれている。二度と再び、一五年前のような戦争を起こしたくないと考えているのだ。

　スキュースも、嫌というほどわかっている。

　ツェデュヴィーラとは、幾いく度どとなく命を削り合ったのだから。

　ツェデュヴィーラは、王家の天系能力に勝るとも劣らない魔力をもっていた。しかも、ただ魔力が強いというだけでなく、臨機応変な術式の組み立て方、戦局の読み、状況に応じた巧たくみな兵の動かし方は、まさに天才的だった。

　圧倒的な兵力をもっていたはずのビョルンストライド王国が、なぜ辺境部族連合軍に長期間手間どってしまったのか。

　開戦当時、ツェデュヴィーラの存在を知らなかったためである。

　スキュースは足を組み直し、スワンの目をしっかりと見つめた。

「ツェデュヴィーラと話してみようとは思わない？」

「それは無意味でしょう。話したところで、封印する側とされる側という立場は動かないでしょう」

「ツェデュヴィーラの人柄を知れば、スーの考えが変わるかもしれないわよ？」

「スキュは、ツェデュヴィーラに好意的でしょう？　自分の妹を助けたい、という気持ちも働いてるでしょう？　でも、我ら王族に同情は禁物でしょう。つまらない感情に流されたら、多くの民が苦しむことになるでしょう」

「話してからでも、遅くないと思うけど？」

「ツェデュヴィーラに会えばきっと、国中の魔力濃度を高めてしまうでしょう。そんなことはしたくないでしょう」

　スワンが唇を尖とがらせた。

　彼女は、魔力濃度を自在に上下させることができるという天系能力をもっている。ササラと違って不随意系ではないため、こうして同じ部屋でむかい合っていられるのだが……。本気で怒らせると厄介だ。

「そこを堪こらえて、話してみてくれないかしら？　封印城に入れる魔族は、もうあなただけなのよ？　単純に損得勘定で考えてごらんなさい。このままだと、人間界との交流も途絶えてしまうわ。これがどれだけのマイナスなのか、わからないあなたじゃないでしょう？」

　スキュースの言葉に、スワンの細い眉まゆがピクッと動いた。

　魔界と人間界を往来するために必要な界間橋レインボーは、国宝である『原初の宝玉クリエイト・ストーン』の力によって固定されている。

　その国宝はいま、力のすべてを封印城の魔力濃度維持に回しているため、界間橋を固定できなくなっているのだ。

　界間橋は、あと七、八時間もすればその力を失うだろう。そうなれば、むこう一〇年間は人間界との交流が途絶えてしまう。

　人間界との交流は、いまのビョルンストライド王国にとって、なくてはならないものである。手に入れることができる情報、物資、文化など、貴重なものばかりなのだから。

　他国にも界間橋があるものの、いままでのようにつかいたい放題というわけにはいかない。足もとを見られ、気が遠くなるほどの使用料をとられるのが目に見えている。そのことで、国家間の軋あつ轢れきが増すことも考えられて……。

　スワンが、静かな目のまま口を開いた。

「優先順位の問題でしょう。ツェデュヴィーラが復活すれば、人間界との交流などと言ってはいられなくなるでしょう」

　頭の固いスワンらしい、極めてストレートなこたえだ。

　スキュースは、わずかに肩をすくめた。どんなに時間をかけても、スワンを説得することはできないだろう。

　話すのは時間の無駄だ。

「相変わらず融通の利きかない女ね。だから、｛毒染家ウイルス｝なんてあだ名をつけられるのよ」

　つい、思っていることが口からもれた。

「まっ！　なんてことを言うのでしょう。この氷女」

　スワンが、すかさず反撃してくる。

「せめて、ササラの一〇〇分の一でも素直だったらよかったのに。スーのような頭の固い姉をもって、あの子も可哀かわい相そうに」

「スキュの六六六人の妹たちは、全員あなたのことを怖おそれているでしょう。この恐怖姉」

　スワンも負けていない。

　なんの生産性もない悪口の応酬も、時間の無駄だけど……。

　幼い頃ころから、ずっとこんな関係できたから……。

「いつも言ってるけど、この部屋、せめてカランジュかフィラデルフィの代表作くらいならべておくべきだと思うわ。教養を疑われるわよ？」

「スキュは重度の本依存症でしょう。本がないとダメなら、王立図書館に寝泊まりすればいいでしょう」

「もう何度も泊まったわ。スーも一度でいいから本の山に埋もれて、先人の叡えい智ちに触れてみてはどうかしら。少しは頭がやわらかくなるかもしれないわよ？」

　とまらない。


　　　★★★



　スキュースとスワンが悪口を投げつけ合ってる頃。

　パーキート城の一室に、フォンターナの二女から一〇女までが集まっていた。

　長方形の大きなテーブル、その上座から妹たちへ目をむけている二女、｛獲かく鳳ほう縛ばつ麒き｝のカカ。

　テーブルに組んだ手をのせ、不満げに目を落としている三女、｛静せい謐ひつなる禍わざわい｝のリイザ。

　テーブルの上に長い両足を投げ出し、椅い子すからずり落ちそうな格好で座っている四女、｛真しん種しゆ｝のマグナ。

　そんなマグナの靴底を対面の席からボケ～ッと眺めている五女、｛神しん魔ま具ぐ有ゆう｝のホライズン。

　用意された椅い子すではなく、ひと抱えもある酒さか樽だるの上に座り、机に右みぎ肘ひじをついて頭を支えている六女、｛極ごく焰えんの酔すい歩ほ｝のロコ。

　腕を組み、カカとリイザの顔を交互に眺めている七女、｛壊かい砦さい破は城じよう｝のデモティ。

　テーブルに置いた竪たて琴ごとの弦をポロロンとつま弾びいている八女、｛漸ぜん滅めつの詠うた姫ひめ｝のピア。

　先端にウサギがついたステッキを胸に抱いたまま、ブツブツとなにかをつぶやいている九女、｛万ばん虐ぎやく無む道どう｝のテンペランス。

　テーブルに頭をのせ、退屈そうにしている一〇女、｛烈なる皇神すめがみ｝のアース。

　テーブルに両手をついたカカが、

「これは王命なんだ」

　全員に聞こえるよう、声を強めた。

「こんなこと絶対におかしいわ！」

　すぐさまリイザが口を開いた。

　途端、妹たちが次々と好きなことを言い始めた。

「一〇年なんてぇ♪　キュートがぁ♪　可哀かわい相そうですぅ♪　わたしもぉ♪　おかしいと思いまぁぁす♪　キュートってばぁ♪　悲劇のヒロインよねぇ♪」

　ポロロ～ンと竪琴をつま弾いたのは、ピアだ。

「しゃーねぇーだろ！　王のクソやろうがそう決めたんだからよ！　ツェデュヴィーラが出てきたらシャレになんねーだろが！　まぁ、出てきたら出てきたで、またガチで殺やり合ってやるけどよ」

　乱暴な言葉はマグナだ。

　彼女は、ツェデュヴィーラとの戦いで右目を失っている。いまその目を覆おおっているのは、骸がい骨こつ竜りゆうの頭部を象かたどった眼帯だ。

「あ～、ね～、戦争はねぇ、もう嫌だよねぇ」

　ホライズンは、いまなおボケッとマグナの靴底を眺めている。

「アレ、ほらアレ、んと、なんつったけ？　封印城にさ、アレ、運び込まれたんだろ？」

　ロコが、自分が座っていた酒樽のフタを開け、どこからともなくとり出した大きな盃さかずきで中身をすくいとった。

「アレって？」

　酒を飲み始めたロコに、デモティが顔を近づける。

　机に左ひだり頰ほおを押しつけていたアースが、パッと頭をあげた。

「ロコ姉ねえ、アレってアレだろ？　ほら、『原初の宝玉クリエイト・ストーン』って国宝。アレないと、人間界いけないじゃん。ゴルとパルが言ってた人間界あつちの聖地、いってみたかったのに」

「聖地って？」

「ん～、確かアキハーバラって街だったかな？」

「ゆけっ、ラビッティーナ」

　テンペランスがもっていた杖つえからウサギが放はなれ、テーブルの上を跳ね回り始めた。

「おい、みんな聞いてくれ」

　カカが、テーブルをポンポンと叩たたく。だが、妹たちは口を閉ざそうとしない。

「わたし、絶対キュートを助け出してみせるんだから」「キュートのこと思うとぉ♪　泣けちゃうわぁ♪」ポロロン。「バカかおめぇー！　ぬりぃーんだよ！　ぐだぐだ言ってる暇あったらよぉ、ビシッとやってみろ！」「だよねぇ、あ～、マグ姉ねえぇ、右の靴底、だいぶ磨すり減へってるよ？」「ありゃ!?　おい、ほら、テンピィ、これ、この耳の長いヤツ、机かじり始めたぞ？　んと、酒飲ませてみていい？」「ふっふっふっ、ロコ姉はひとりで飲んでておくれ。ラビッティーナは自由ウサギ。酒は飲みたいときに飲む」「でね、アキハーバラにはメイードっていう伝説の種族が棲すんでて、土地の浄化やアキバ神への祈りを日々欠かさないんだってさ」「へぇ～、わたしもいってみたいな。いい男いるかな？」

　カカが、顔をしかめて妹たちを見回した。

　そのとき、空間にひと筋の波もつくることなく現れたのは、スキュースだった。

　途端、姉妹全員がピタッと口を閉ざした。

　マグナが、ササッとテーブルから足を下ろし、椅い子すにきちんと座り直した。

　ホライズンが、「あっ、スキュ姉登場！」と顔を引きしめた。

　ロコが、酒の入った盃さかずきをテーブルの下に隠した。

　デモティが、両手を膝ひざのうえにのせて姿勢を正した。

　ピアが、そろそろと胸もとに竪たて琴ごとを引き寄せた。

　ラビッティーナが、大急ぎでテンペランスの杖つえ先さきに戻った。

　机に上体を投げ出していたアースが、ピシッと背筋を伸ばした。

　カカが、そんな妹たちひとりひとりへ目をむけたあと、小さく息をついた。それから、あらためてスキュースを見あげた。

「スワン姫とは、どうだった？」

　スキュースが、ツッと二女へ視線を落としたあと、

「お父様も、おそらくダメね」

　それだけを口にした。

　ハンサムはいま、ビョルンストライド王の居城・レオパルディで王その人と顔をつきあわせている。

　お父様も……、ダメ。

　つまり、スワンとの話はダメだった、ということである。

「わたしは、絶対絶対絶対認めないからっ！」

　リイザがひとりだけ、キッとスキュースをにらみつけた。

「リイザ、あなたに決定権はないのよ？」

　長女の冷たい言葉に、リイザの顔がくしゃりと歪ゆがむ。

　途端、四女以下、全員の体がピクピクッと動いた。

　泣くの？　みんなの顔にその疑問が貼はりついている。

　リイザが、瞳ひとみに涙を浮かべたまましゃべり始めた。

「わたし、泣かないわ。キュートが、泣かないって、紋章に誓ってたから、わたしも泣かない。絶対に泣かないの。キュートと会うまで、わ、わたし、泣かない。あの子の笑顔をこの目で見るまで、絶対に……」

　それでも、どんどん涙声になってきて……。

「な、泣かないんだから……。ふぇ、キュートに会いたい。会って、思いっきり、抱きしめてあげたいぃ。ふぇ、キュートぉぉ」

　肩を震わせながら、両手で顔を覆おおった。

「わ、わたしは、キュートの声が、聞きたいの……あの子がいなきゃ、わたし、生きていけない……ふぇ、ふえええええええええええええええぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇ」

　とうとう泣き出した。

　テーブルどころか、床や壁にもビシビシビシッ、バリバリバリッと大きな亀き裂れつが走る。

　スキュースとカカが、呆あきれたように顔を見合わせた。

　四女から下の妹たちも、自らの体を防護術式で覆いながら、大きなため息をついている。

｛静謐なる禍リイザ｝が末っ妹こを想おもう悲しみが、パーキート城の一画を破壊していく。





六章　イマジネーション・ラバー　永遠の愛♪







　スイートは、パーキート城の五階にある窓から、街の様子を眺めた。

　これから人間界へ戻るため、記憶に焼きつけておこうと思ったのだ。

　界間橋レインボーは、あと五時間ほどで通れなくなるという。そして、その後一〇年間は不通になると聞いた。つまり、これから渡界すれば一〇年は帰界できないどころか、こちらと連絡さえとれなくなるということだ。

　それでも、スイートは学ぶと決めた。刃は哭なとも、互いに涙を見せることなく別れをすませてきた。『愛いとしいスイート、あなたのことを誇りに思いますよ』という母の言葉が、いまも耳に残っている。

　すぐそばにいる毒どく舌ぜつ丸まるとも、もうすぐお別れだ。

　彼女は、スイートといっしょにはこない。

　この先一〇年、封印城を臨のぞむことができる丘で暮らすのだという。彼女は、キュートを見守りたいと言ってくれた。

　フォンターナ家は従者に恵まれている。

　スイートは、パーキート城からの眺めを記憶と心に刻み込んだあと、後ろに立っていた毒舌丸にむき直った。

「そろそろいきますわ。長い時間ここにいると、足が動かなくなってしまいそうですから」

　スイートは、界間橋室レインボー・ルームへむかうべく歩き出した。毒舌丸が静かについてくる。

　気持ちを人間界へむかわせながらも、やはり心が重くなっていく。

　自分にできることはなにもない……。

　六六六女の自分は、ただ黙して王命をうけ入れるだけ。

　たったひとりの妹を差し出せと言われれば、すべての反論を吞のみ込み、どのような苦痛も耐え抜き、恭うやうやしく頭こうべを垂れるのみ。

　キュートにしてあげられることは、なにもないのだ。

　スイートは、一歩一歩を踏みしめながら、唇を嚙かみしめた。体中をイライラが走り回っている。

　この気持ちを、どこかへぶつけたい。

　一〇数分前、パーキート城全体が大きくゆれた。たぶん、姉のだれかがスイートと似たような感情を抱き、我慢することなく城の壁にでも攻撃魔法をぶつけたのだろう。

　城のゆれはしばらく続いた。その規模から察するに、ふた桁けた上位陣以上の姉であることは間違いない。

　壁に穴を開けるくらい……。

　スイートは、いらつくままに右手の中で光弾術式を組み立てた。

　そのとき、

『スイート』

　耳の中でぼわっとひろがるような声が聞こえてきた。

　直後、目の前にリイザが現れた。体の輪郭がぼやけているため、彼女の思念体であることがひと目でわかる。

「リイザお姉様、どうなさいました？」

　スイートは足をとめ、リイザの思念体を見あげた。

　毒どく舌ぜつ丸まるが、わずかに頭を下げて視線を足もとへ落とす。

『大急ぎで人間界へ渡りなさい』

「え？　大急ぎで……？」

　スイートは気づいた。リイザの目が、泣きはらしたように赤くなっている。もしかして、先ほど城が大きくゆれたのは……。

　だが、いまここで〝お泣きになったのですか？〟という質問は相応ふさわしくない。

「界間橋レインボーが不通になるまで、まだまだ余裕があるはずですが……まさか、時間が早まったのですか？」

『閉じるまで、あと五時間はあるはずよ』

「それなら……」

『往復する時間を考えたら、もうあまり余裕がないの』

「往復、ですか？　あ、あの、わたくしは、人間界で腰を据すえて学ぼうと思っています。ですから、魔界こちらへ戻ってくるのは……」

『あなたのお勉強を邪魔したくはないけど、すぐに混こん沌とんの少年を連れてきてほしいの。界間橋がつながっているうちに』

「理り刀とを？　どうして……あ、ま、まさか、リイザお姉様、それだけは……」

『とにかく急ぎなさい！』

　三女にピシャッと言われ、スイートは身を縮めた。

　いま理刀を魔界へ連れてきたら、この先一〇年、彼は人間界へ戻れなくなってしまう。

　リイザも、そのことはわかっているはずなのに……。

『封印城へ入るには混沌の力が必要なの。混沌竜カオスたちは中立だから、絶対に手を貸してくれないわ。だから、急いで彼を連れてきなさい。もう時間がないの』

「お、お言葉ですが、それでは理刀が……」

『キュートを助け出せば、界間橋もまたつながるわ』

「で、ですが……」

『スイート、聞きなさい。もたもたしていたら、とり返しのつかないことになるのよ？

　想像してごらんなさい。

　一〇年間、だれとも言葉を交わせない、孤独な生活を強制された生活を。

　あなたの妹が、そんな生活をさせられるの。

　あのキュートが。

　一〇年後、城から出てきたキュートは、心をほとんど失ってるはずよ。

　そんな妹の顔を、スイート、あなたはまともに見ることができるの？

　キュートが笑顔をとり戻すのに、また何年も必要になるわ。

　たとえ笑えるようになっても、あの子の心に残った傷は、一生消えることがないわ。

　わたしは、そんなキュートを絶対に見たくないの。

　スイート、あなたはどうなの？』

「わ、わたくしは……」

『スイート、あなたしか頼める子がいないの。わたしはいま、カカ姉様たちといっしょで、下へ手たな動きができないから。お願い』

「わたくしは……」

　スイートも、本音ではキュートを助けたいと思っている。

　それでも、自分は腐ってもフォンターナ家の六六六女で……。

　王命に背そむくことなど、とても考えられなくて……。

「スイートお嬢様、ご安心なさって下さい。わたしがリイザお嬢様の指示に従います」

　毒どく舌ぜつ丸まるが、スイートとリイザの間に歩み出てきた。

『毒舌丸……』

　思念体のリイザが、豊かな胸の前で手を握り合わせた。

　スイートは目を見開いた。

「毒舌丸、あなた、王命に逆らうということがどういうことなのか……」

「わたしが仕えているのは、ビョルンストライド王家ではありません。わたしは、この身も、この魂も、すべてフォンターナ公こう爵しやく家けに捧ささげています」

　毒舌丸が、眼鏡めがねのブリッジを指先でクッと押しあげた。

　フォンターナ家は従者に恵まれている。

　スイートは、心の底からそう思った。


　　　★★★



　理り刀とは、落ち着かない気持ちを胸の中で転がしながら、学院ビルを出た。

　地球語協会テラの面接をうける時間が、じりじりと迫ってきている。

　現在、一六時ジャスト。

　一時間後の一七時に面接が行われる。

　レゾン学院から地球語協会の日本支部までは、電車でひと駅。移動時間は三〇分もあれば十分だ。

　放課後になるとすぐ、理り刀との教室まで黒くろ媛ひめ、巴ともえ、百もも香かの三人がやってきた。

　クラスメイトたちの応援を背に、余裕をもって学院ビルを出たというわけだ。

「もし地球語協会テラの職員になれたら、望みの勤務地はありますか？」

　駅へむかいながら、黒媛が面接官のマネをして訊きいてきた。

　理刀は、シャキッと背筋を伸ばし、

「はい。特に希望はありません。どこに配属されても、自分がやれることを全力でやるだけです」

　笑いを堪こらえながら、そうこたえた。

　巴と百香が、噴き出すのを我慢するような顔をしている。

「ふむふむ。いいこたえだね。それなら、困ってる人を見たらどうしますか？」

　黒媛が、おどけた様子で質問を続けた。

「はい。自分の知識や力が及およぶ範囲で、精いっぱい助けたいと思います」

「もし、キミの知識や力が及ばなかった場合は？」

「助けを呼びにいきます」

「助けを呼びにいけないときは？」

　黒媛が、ちょっと意地悪な質問を続けてきた。

「ん～」

　と数秒考えたあと、理刀は黒媛へ、巴へ、百香へ、それぞれ微笑ほほえみかけた。

「努力が報むくわれる保証はありませんが、とにかく努力してみます。あとになって、〝あのときああしておけば〟って悔やまなくてもいいように、できることを全部やってみると思います」

　パチパチパチッ、と百香が拍手をしてくれた。巴も、軽く手を叩たたいてくれる。

「これで合格だな」

　黒媛が、理刀の肩をポンと叩いた。

「面接をうける前から〝合格〟なんて聞いたら、余計に緊張するなぁ」

「ほらほら、リラックスだ」

　理刀の背に回った黒媛が、両肩をもんでくれた。

　もみもみ、もみもみ。もみもみもみ。

　ちょとくすぐったい。

「わたしも、春日かすがさんをリラックスさせちゃいま～す」

　百香が、理刀の右腕をもみはじめた。

　もにゅもにゅ、もにゅもにゅ。もにゅもにゅもにゅ。

「ぁ、じゃ、じゃあ、わ、わたしも……」

　左に回り込んできた巴ともえも、顔を赤くしながら理り刀との左腕をもみ始めた。

　もみもみもみ。もみもみもみ。もみもみもみもみもみ。

　三人の女の子たちに体のあちこちをもみもみされるなんて、なんだか恥ずかしい。通行人にも見られてるし。

　それでも、緊張はほぐれたかもしれない。




　駅前の大通りで信号待ちをしているときだった。

「春日かすが理刀さん、お願いがあります」

　なんの予告もなく、目の前に毒どく舌ぜつ丸まるが跳躍とんできた。

「うわっ!?　ど、毒舌丸、さん？」

　理刀だけでなく、黒くろ媛ひめたちも目を見開いている。周りで信号を待っていた人たちも、一様に驚きの表情だ。

　きょう、魔界から帰ってきたのか？　キュートは……、やっぱり……。

「お、お願いって？」

　沈み込みそうな気持ちになりながらも、そうたずねた。

　そのときだった。

　ギュキキキィィ！

　アスファルトにタイヤをこすりつけながら、黒塗りの車が目の前に急停車した。

　信号待ちをしていた人たちが、「キャ！」「危ないっ！」「なんだよっ！」いっせいに悲鳴をあげる。

　そんな人々の視線を浴びながら、

「理刀、お、お話が……」

　車の後部座席から出てきたのは、スイートだった。

　毒舌丸が、開きかけていた口を閉じてスイートへ目をむけた。理刀との会話を彼女へ譲ろうというのだろう。

「お帰り」

　黒媛が、どこか寂さびしそうにスイートの腕をなでた。

　巴と百もも香かも、自然な様子で「「お帰りなさい」」を口にした。

　信号が青になった。

　周りの人たちが、迷惑そうな顔で黒塗りの車を回り込みながら、信号を渡っていった。渡ってきた人も「この車なに？　あ、魔族だ」といった顔でジロジロこちらを見ながら通りすぎていく。

　理刀はそんな目にかまうことなく、スイートの疲れたような顔を見下ろした。

「話って？」

「キュートは、おそらく、もう二度と、人間界には戻ってきません」

「え？　二度とって、いったい……」

　理り刀とは、胸の中心を絞られるような痛みを覚えた。

　黒くろ媛ひめたちも、表情を硬くしている。

　スイートが、うつむいたまま肩を震わせ始めた。

「り、理刀たちが、魔界へいらっしゃっても、もう、会うことは……できません」

「どうしてなんだ？」

　黒媛が、たまらず、といった様子でスイートの腕をつかんだ。

「わ、わたくしは、フォンターナの娘なのです……で、ですから……わたくしは……うぅ」

　スイートが、とうとう泣き出してしまった。

　片手で口もとを押さえ、ううぅぅと声を押し殺しながら、体をふらつかせた。

　黒媛と百もも香かが、慌あわてて彼女の体を左右から支えた。

　巴ともえが、とり出したハンカチでスイートの涙をふいている。

　スイートが、「ありがとうございます」と巴のハンカチを押し返しながら、震える涙声で話を続けた。

「わたくしは、王家に忠誠を誓っています。ですから、どうか、キュートのことは、もう、わ、忘れて……うぅぅ」

　スイートがまた、声をつまらせた。全身を震わせ、必死に言葉を絞り出そうとしてる。だが、それができないといった様子だ。

　いったい、なにがどうなってる？

　キュートは二度と人間界へ戻ってこられない？　魔界へいっても会うことができない？　なぜ？　理由は？

　理刀は、黒媛たちと顔を見合わせた。

　黒媛が、〝どうなってるんだ？〟といった表情で首を振った。

　巴が、手にしたハンカチを握りしめたまま、泣きそうな顔をしている。

　百香が、悲しそうな顔で下唇を突き出している。

「スイートお嬢様の代わりに、わたしが……」

　黙っていた毒どく舌ぜつ丸まるが、ようやく口を開いた。

　うつむいて泣き続けるスイート以外の全員が、毒舌丸へ目をむける。

「キュートお嬢様は現在、ツェデュヴィーラを完全に封印するため、おひとりで封印城という場所に幽閉されています」

「え、と、そんなこと、キュートはひと言も……」

　理刀の脳裏に、キュートの笑顔が浮かびあがってくる。

「わたしも聞いてないぞ。キュートが幽閉って……」黒媛が、悔しそうに下唇を嚙かんだ。

「ひどい」巴ともえが、瞳ひとみに涙をにじませた。

「キュートさん、いま、ひとりぼっちなんですか？　そんなの、可哀かわい相そうですぅ」百もも香かが、くしゃっと顔を歪ゆがめた。

　毒どく舌ぜつ丸まるが話を続けた。

「封印城内部は魔力濃度が極めて高いため、普通の魔族では三秒と生きてはいられません。中へ入れるのは、春日かすが理り刀とさん、あなただけです」

「オレだけ？」

「はい。魔力をもたない人間なら、一〇分ほどは耐えられるでしょう。それでも、五分をすぎれば頭痛や吐き気がするはずです」

「人間は、一〇分しか……」

　黒くろ媛ひめが、ぼそりとつぶやいた。

　毒舌丸が、そんな彼女へ鋭い目をむけた。

「封印城内に入れば、魔族は三秒、人間は一〇分しかもたないと申しあげましたが、春日理刀さんに触れさえすれば、体内に蓄積した過剰魔力は消去され、すぐにでも普段の体調に戻れるはずです」

　そう言ったあと、毒舌丸が理刀にむかって深々と頭を下げてきた。

「春日理刀さん、どうかお力を貸して下さい」

「毒舌丸……さん？」

　毒舌丸が、頭をあげようとせず話し続ける。

「ここですべてをお話しします。

　わたしは、もともとツェデュヴィーラ様の従者でした。

　先の大戦が終わった数年後、キュートお嬢様の体内に封印されたツェデュヴィーラ様を助け出すため、フォンターナ公こう爵しやく家けに忍び込んだのです。

　封印解除ができなかったときには、フォンターナ家の血族をひとりでも多く道連れにして死ぬことが、わたしに課せられた使命でした」

　黒媛たちが、啞あ然ぜんとした顔をしている。

　スイートも、涙に濡ぬれた顔をあげている。

　理刀は以前、毒舌丸とデートをしたときのことを思い出した。

　そのとき、彼女は言っていた。

『わたしは暗殺者だった』と。

　フォンターナ家に忍び込み、最初に出会ったスキュースからボロボロにされ、次に遭遇したカカにボッコボコにされ、その後リイザに介かい抱ほうしてもらい……、紆う余よ曲きよく折せつあってフォンターナ家の従者となった。

　あのとき、すべてを語ってくれていたわけではなかったようだ。

「ツェデュヴィーラ様は、いまはもうビョルンストライド王国に復ふく讐しゆうしようというお考えはもっていません。

　あの方が心から望んでいるのは、平和な世界と暮らしだけなのです」

「毒どく舌ぜつ丸まる、あなた……」

　スイートが、涙目でフォンターナ家の従者を凝視している。どうやら、毒舌丸の過去を知らなかったらしい。

　毒舌丸は、まだ頭をあげようとしない。

「最初はツェデュヴィーラ様の封印を解く方法を探るため、大人おとなしく従者になったフリをしていました。

　そんな生活をしながらキュートお嬢様と接していると、ときどきツェデュヴィーラ様のお声が聴こえてくることがありました。

　何度か、お言葉を頂いたこともあります。

　ツェデュヴィーラ様は、こう仰おつしやっていました。

『戦いは二度としたくない』

『同胞の血も敵の血も、もう見たくない』

『キュートの中で微睡まどろんでいたい』と。

　辺境部族内では異端だったわたしのような者にも、ツェデュヴィーラ様はやさしく接して下さいました。

　あの方は、わたしにとって女神のような存在だったのです。

　そしていまでは、ツェデュヴィーラ様と同様に、キュートお嬢様もわたしの女神なのです。キュートお嬢様のためなら、わたしは喜んで命を投げ出すことができます」

「毒舌丸さん、と、とにかく頭をあげて下さい。オレにできることなら、なんだってしますから」

　理り刀とは、中腰になって毒舌丸の顔を覗のぞき込んだ。

　ここでようやく、彼女が頭をあげてくれた。

　と、今度はスイートが口を開いた。

「あと二時間も経たたないうちに、界間橋レインボーがつかえなくなってしまいます」

「「「えっ!?」」」

　黒くろ媛ひめ、巴ともえ、百もも香かの三人が、驚きの声を重ねた。

　理刀も驚いた。声さえ出せないほどに。

　あと二時間ほどで、界間橋がつかえなくなる？　面接は一七時。もう一時間もない。面接が終わったあと、大急ぎで大使館にいけば間に合うかも？　でも、もし、間に合わなかったら？　どうする？

　黒媛が、毒舌丸へ目をむけた。

「界間橋レインボーがつかえなくなるということは、帰りはどうするんですか？　再開はいつ頃ごろになるんです？」

「キュートお嬢様は、一〇年間、おひとりで幽閉されることになっています。そのため、一〇年間は界間橋は不通になったままです」

「一〇年って、なんだよそれ……」

　毒どく舌ぜつ丸まるのこたえに、理り刀とは肌寒さを覚えた。

　三月の空気が冷たいせいじゃない。横断歩道をゆききする人々の視線が冷たいせいでもない。

　キュートの孤独を想像してしまったから。

　毒舌丸が言葉を継いだ。

「封印城からキュートお嬢様を助け出す際、城のどこかにあるビョルンストライド王国の国宝『原初の宝玉クリエイト・ストーン』を手に入れることができれば、再び界間橋をつなぐことが可能になります」

「帰る方法はある、ということか。でも、渡界するならあと二時間以内に……」

　黒くろ媛ひめが、言葉を吞のみ込んだ。

　あと二時間以内。

　理刀は、黒媛の視線をうけとめた。巴ともえの目もつかみとった。続けて、百もも香かの瞳ひとみに小さくうなずいた。

　面接は一七時。

　地球語協会テラの職員になれば、未来が拓ひらける。能力開発学科ペンタグラムの先生たちが、大喜びしてくれた。学院の期待も背負ってる。

　面接を終え、大急ぎで魔界大使館へむかったら、間に合うかもしれない。でも、間に合わない可能性だって十分にある。

　キュートはいま、独ひとり。

　一〇年間、孤独。

　幽閉され、ひとりぼっち。

　王命だから。

　フォンターナ家の娘だから。

　すべてをうけ入れ、彼女は魔界へ帰っていった。別れる間際まで涙を見せなかった。微笑ほほえむ努力をしていた。

　能力開発学科の先生や地球語協会の面接官には悪いけど……。

　もともと空から降ってきたような話だし。

　最初からなかったと思えばいい。

　理刀は腹を決めた。

「毒どく舌ぜつ丸まるさん、キュートのいるところまで……案内して下さい！」

　言うなり、目の前の車にのり込んだ。

　間を置くことなく、

「百もも香かは家に帰るんだ。なにも心配するな。すぐに戻ってくるから」

　車の外から、そんな声が聞こえてきた。そしてすぐに、車内に入ってきた黒くろ媛ひめから肩を押された。

「理り刀と、すまないが、もっと奥につめてくれ」

「黒媛も？」

「なにも言うな。キュートを想おもう気持ちは、理刀だけのものじゃないんだぞ？」

　彼女が、余裕たっぷりの笑みを浮かべた。

「わ、わたしも……」

「わたしもいきますっ！」

　巴ともえと百香ものり込んできた。

　途端、黒媛の唇から余裕の笑みが消し飛んだ。

「も、百香、家に帰れって……」

「キュートさんを心配する気持ち、わたしだって同じだよ？」

「……………そうだな。百香は、誇りある｛世界樹の一葉フユーチヤリング・ワン｝だったな」

「黒くろ姉ねえ様さまっ！」

　理刀の隣で、亜あ威い姉妹がしっかりと抱き合った。

　巴が、そんな彼女たちを嬉うれしそうに見ている。

　いつの間にか、〝Ｕ〟字型になっている座席の左側にスイートと毒舌丸も座っていた。

　理刀は、〝Ｕ〟の座席のいちばん奥に座り、前方を指し示した。

「よし、いこう！」

　ここでいかなきゃ、自分を一生嫌いになりそうだ。


　　　★★★



　目を閉じても、土筆つくしと会えなくなった。どんなに集中しても、彼女の紅あかいロングヘアはまぶたの裏に現れてはくれず……。

　ひろびろとした部屋の中に、〝寂さびしさ〟が居座った。

　封印城はいつもぼんやりと明るいから、昼夜がよくわからない。

　入城してから、どれくらい経たったのだろう。

　数日？　一週間くらい？　時計がないから、傀く儡ぐつ人形が運んでくる食事の回数やメニューで時間を推測するしかない。

　傀儡人形は、話しかけてもなんの返事もしてくれない。叩たたいても蹴けっても無反応。突き飛ばして転ばせても、また起きあがって決められた作業を続けるだけだから、キュートは早々に彼らと意志を通わせることを断念した。

　それで、また寂さびしさが増した。

　寂しさを紛らわせるため、人間界からもってきたモノをひとつずつ絨じゆう毯たんの上にならべていった。

　寄せ書き。

　プラチナの指輪。

　手づくり人形。

　ひろい部屋の中が、ほわっと明るくなったような気がした。

　ホワイト・デーのパーティ写真も一枚一枚ならべてみた。

　みんなが微笑ほほえみかけてくれる。

　幻影術式を組みたいけど、封印城ではそれもかなわない。階下の魔力濃度が異常すぎるため、最上階も影響をうけているのだ。

　だから写真で我慢。

　緑色のエプロンをつけたスイート。

　メイドの服を着た黒くろ媛ひめ。

　ひらひらした真っ黒なドレスを着た巴ともえ。

　ウェイトレスの格好をした百もも香か。

　格好いいスーツを身につけた理り刀と。

　頭に輪っかをつけ、背に白い翼をつけた自分も写ってる。

　ふと、スイートの言葉を思い出した。

『その衣装は人間界における御使いが身にまとうものですわ。聖なる乙女のコスチュームと言っても過言ではありません』

　ビョルンストライド王国で『聖なる乙女』といえば、邪竜サウロリュースをその身に封じたキバ姫のことだ。

　遠い昔、彼女もこの部屋で……。

　写真をならべながら、思った。

　王国史の授業でキバ姫のことを習ったときは、〝ふ～ん、すごいわね〟くらいにしか考えていなかった。どちらかといえば、邪竜のほうに興味があった。もし、再びサウロリュースが現れたら自分はフォンターナ家の娘として勇敢に戦うだろう、なんてことを想像してひとりで熱くなっていた。自らの浅せん慮りよに気づけないでいた。

　身に降りかかってきて、初めて気づくことがある。

　その立場になってみて、初めて思えることがある。

　同じ痛みを知ることで、初めて見えるものがある。

　いまになって、ようやく思いを馳はせることができた。

　キバ姫の孤独に。

『聖なる乙女』と呼ばれたひとりの女性の生涯に。

　キュートは写真をならべ続けた。

　キバ姫のことを考えながら。

　身を引き絞られるような寂さびしさから、懸命に目をそらしながら。

　一〇〇枚以上の写真を、ズラッとならべ続けた。

　静けさを跳ね飛ばすため、歌った。

「イマジネーション・ケーキ　おいしいね♪」

　写真の中でスイートが笑っている。

「イマジネーション・パーティ　楽しいね♪」

　写真の中で黒くろ媛ひめが笑っている。

「イマジネーション・ダンス　素敵だね♪」

　写真の中で巴ともえが笑っている。

「イマジネーション・フレンド　いいヤツばかり♪」

　写真の中で百もも香かが笑っている。

　みんな、写真の中で、心底楽しそうに……。

　理り刀ととのツーショット写真もならべた。












　三枚だけ撮った、彼とのツーショット。

「イマジネーション・ラバー　永遠の愛♪」

　いっしょに歌ってくれる人は……、だれもいない。


　　　★★★



　前回同様、特殊なスライムに身を包んだ理り刀とは、毒どく舌ぜつ丸まるに案内され大使館からパーキート城へ跳躍とんだ。

　黒くろ媛ひめ、巴ともえ、百もも香かの三人も、躊躇ためらうことなくついてきた。そして王命に逆らう覚悟を決めたスイートも。

　封印城は、王城レオパルディからそう遠くない場所にあるらしい。幻影城ムーンレスとも呼ばれており、本来は敵対国や辺境部族からの呪じゆ術じゆつ攻撃をうけた王族が、その身を清めるためにつかう城だと毒舌丸が説明してくれた。

　パーキート城からは、距離にして五〇〇キロほど。飛竜で二時間もあればつくという。

　単純計算で、時速二五〇キロで飛行するということだ。

　前方に風よけの防護膜を張ることができる毒舌丸とスイートが、それぞれ亜あ威い姉妹と巴を後ろにのせ、飛竜の手綱を握った。

　初対面の飛竜でも、なぜかとても懐かれてしまう理刀は、ひとりでのることになった。風よけがないため、目的地につくまで二五〇キロの風に耐え続けなければならない。

　望むところだ！




　飛竜の太い首にしがみつき、理刀はずっと目を閉じていた。時折、薄目を開けて地上を見下ろしても、見渡す限りの樹海がひろがっているばかりで、どこをどう飛んでいるのかサッパリわからなかった。

　ようやく地上に降りたときは、なんだか膝ひざがカクカクになっていたけど、しばらくしたらまともに歩けるようになった。

　ごつい顔に似合わずとても大人おとなしい飛竜の首をなでながら、理刀は辺りを見回した。

　巨木ばかり。地面も、やわらかい腐ふ葉よう土どである。神話の森といった雰ふん囲い気きだ。

「近づきすぎれば警備兵に見つかってしまいますので、飛竜はここに置いていきます」

　毒舌丸が、瞳ひとみを碧あお色いろにしたまま足早に歩き出した。一〇分先を視みながら進めば、警備の兵に見つかることもないだろう。

「飛竜は、逃げていかないんですか？」

　百香が、つないでもいない飛竜を振り返った。

「利口な竜ですから、このフエで呼べば、ある程度離れていても飛んできます」

　毒舌丸が、スーツの胸ポケットから五センチほどの筒をとり出し、百香に見せた。

「お利口さんなんですね！」

　百もも香かが、ニパッと顔を輝かせた。

　そんな小学生の笑顔を横目に見ていた理り刀とに、スイートが身を寄せてきた。

「ふふ、理刀、髪がくしゃくしゃになってますわよ？」

　彼女が、頭を軽くなでてくる。

「飛竜のスピード、すごかったからなぁ。しがみついてるだけで疲れちゃったよ」

　理刀は両手で髪を搔かきあげながら、森の先へ目をむけた。

「どのくらい歩くの？　張りきりすぎて疲れないよう気をつけなきゃな」

「おそらく二〇分ほどでしょう」

　そばにいた黒くろ媛ひめが、

「降りるとき、ずっと先のほうに尖せん塔とうが見えたが、あれが封印城というヤツなのか？」

　そう質問を投げてくる。

「おそらく。わたくしも直接目にしたことがありませんので、断定はできませんが……」

　スイートが、先頭を進む毒どく舌ぜつ丸まるへ目をむけた。

　毒舌丸が、碧あおの瞳ひとみを肩越しにむけてきた。

「スイートお嬢様が仰おつしやる通り、封印城です。この歩調で進めば、一九分後には森の端にたどり着けるでしょう」

「もうすぐか」

　黒媛が、胸に秘めた想おもいを確かめるように、低くつぶやいた。

　巴ともえと百香が、強い目でうなずいた。

「毒舌丸、ひとつ訊きいておきたいことがあります」

　スイートが、毒舌丸の背に声をかけた。

「スイートお嬢様……」

　歩きながら振りむいた毒舌丸の目が、わずかに強こわ張ばった。

「毒舌丸、わたくしの質問を視みたのなら、こたえだけを返して下さい」

「……………仰る通りです」

「わかりましたわ」

　スイートが、両の瞳に強い光を宿した。

「「「？」」」

　黒媛、巴、百香の三人が首を傾かしげている。

　スイートと毒舌丸の間で、どんなやりとりがあったのだろう？

　理刀は、ストレートに訊いてみた。

「どんな質問したの？」

「うふふ、すぐにわかりますわ」

　スイートは微笑ほほえむだけで、こたえてはくれなかった。

「すぐにわかるって……」

「みなさんに、ここで確認させて下さい」

　理り刀との言葉を遮さえぎるように、毒どく舌ぜつ丸まるが前をむいたまま言った。

　全員が、彼女の背に注目する。

「キュートお嬢様は、最上階にいらっしゃいます。その場に立てばすぐにお気づきになるはずですが、最上階の魔力濃度は正常です。それと、『原初の宝玉クリエイト・ストーン』のかたちと置き場所は………不明です。現段階では、推測する情報さえありません。ここまできて大変申し上げにくいのですが、ひろい城内を探し回っても時間の無駄にしかならないため……」

「大丈夫です。キュートを助け出すことを最優先に考えますから」

　黒くろ媛ひめが、強い口調で言いきった。

「でもでも黒くろ姉ねえ様さま、キュートさんを助けたあとはどうするの？　ここの王様に逆らったんだから、きっとすぐに追っ手がくるんじゃないかな？」

　百もも香かに続き、

「そうね。人間界へ逃げるにしても、その『原初の宝玉』というモノがないと界間橋レインボーは通れないんでしょ？」

　巴ともえも、〝キュート救出後〟の心配を口にした。

　それにこたえたのはスイートだった。

「キュートを封印城からこっそり連れ出すことができれば、警備の兵がそれに気づくのはおそらく一〇日ほどあとになるはずです。その間にリイザお姉様がなにか手を打って下さるはずですわ」

「リイザさんが？」

「はい。理刀に助けを求めるよう、わたくしに命じたのはリイザお姉様です」

「ん～、なんとなくいきあたりバッタリな感じだけど……」

　理刀は女の子たちを見回し、

「なるようになるだろ！」

　声に力を込めた。




　急に森が途切れた。

　野球のグラウンドが、いったいいくつ入るだろう。圧倒されそうなほどだだっぴろいすり鉢状の荒れ地、その中央付近に城が建っていた。地面から幾本もの剣が突き出ているかのようなシルエットである。

　城の周りにぐるりと高い壁が走っており、門のような場所が一カ所だけ見えた。

　そこまでの距離は、かなり離れているためピンとこない。下り坂になった荒れ地を進むため、けっこう時間がかかりそうだ。

　理り刀とたちが立つ森の端からだと、城の五階あたりが同じ高さになるため、これから五階分を下っていかなければならない。

　巨樹の陰から封印城の様子を窺うかがいながら、毒どく舌ぜつ丸まるが言った。

「ここから城門までは、目測で五〇〇メートルほどです。足場の悪さもありますので、みなさんの足だと二分近くかかるでしょう」

「警備の人は、どこにもいないようですけど……」

　百もも香かが、城や森の中をキョロキョロと見回した。

「周囲の森に四人います。ここから一〇時の方角、二〇〇メートルほど離れた場所に詰め所もあるようです。そこに三人。計七人です」

「さすが毒舌丸ですわね。広域の探査術式、見事ですわ」

「恐れ入ります。スイートお嬢様、警備兵はわたしにお任せ下さい。わたしが消えたら、みなさんは三〇秒待ったあと全力で走り出して下さい。封印城までの二分間、警備兵の目をわたしが引きつけます」

「毒舌丸、あなた……」

「スイートお嬢様、どうか、キュートお嬢様をよろしくお願いいたします。では……」

　スッ、と毒舌丸の姿が消えた。

　黒くろ媛ひめが、すかさず腕時計に目を落とした。

　三〇秒後に……。


　　　★★★



　毒舌丸は、警備兵の詰め所前に跳躍した。

「だれだ貴様っ！」

　気配を察知し、すぐに三人が姿を現した。それだけで、かなりの手て練だれであることがわかる。

　気配は、わざと消さなかったのだが……。

　三人の警備兵たちは、数の有利もあるため残りの仲間を呼ぼうとしない。腕にも自信があるのだろう。一瞬で三方に散った動きは、なめらかで無駄がなかった。

　毒舌丸は一〇分後の未来を視みた。

　視ながら、そっと眼鏡めがねを外す。

『あなたは目つきの悪さで損をしてるから、これをかけてみれば？』

　リイザにもらった眼鏡。思い出がつまったモノ。心を癒いやしてくれたモノ。大切なモノ。

　この眼鏡越しに、毒舌丸はきょうまで小さな女神キユートを見守ってきた。

　宝物メガネを、スーツの胸ポケットにそっと押し込んだ。

　森に散った残り四人の警備兵を、ここに呼び集めてもらわなければならない。

　自分の未来は……。

　心身を限界ギリギリまで引き絞り、

「あああああああああああああああああああああああああああああああぁぁぁぁぁっ!!」

　生まれて初めて、毒どく舌ぜつ丸まるは咆さ吼けんだ。

　全霊で叫びながら、正面の警備兵にむかって疾は風しる。

　数分だけの時間を稼ぐため。

　魂を一本の槍やりにした。


　　　★★★



「三〇秒だっ！」

　黒くろ媛ひめの合図で、理り刀とは先頭を切って森から飛び出した。

　黒媛と巴ともえも駆け出した。浮遊術式で包んだ百もも香かを背負い、スイートも走った。

　なだらかに下っていく荒れ地を、みんな懸命に走った。

　前だけを見た。

　黒媛と巴が遅れずについてくる。

　獣人のクオーターであるスイートは、さすがに速かった。百香を背負ったまま周囲を警戒しつつ、理刀たちの前になり横になり後ろになり、飛ぶように走っている。

　警備の兵は跳躍とんでこない。

　どうやら、毒舌丸がやってくれたようだ。












七章　突入！　封印城







　巨大な城門は閉じられていたものの、城壁はところどころ崩れて穴が開いていたため、そこを通って簡単に内側へ入ることができた。

　あとは城の中へ。

　真まっ直すぐに進むと、見あげるほど大きな扉があった。左右には、ごつい竜の石像がどっしりと座っている。

　見える範囲内で、封印城の壁に穴は開いていなかった。窓さえない。

「よっ！」

　扉を両手で押してみたが、まったく動かない。

「みんなで押してみよう。開かないようなら、巴ともえの死霊で破壊するか、城の周りを調べてみるか、とにかくできることを……」

『キミたち、変わった言葉で話すんだね？　どこの田舎から出てきたんだい？』

　黒くろ媛ひめの声を押し潰つぶすような声に、「「「きゃ！」」」と女の子たちが短い悲鳴をあげた。

「みなさん下がって！　門番ですわっ！」

　スイートだけが、右手を輝かせながらその場から飛び離れた。

　黒媛たちが、慌あわてて扉から離れた。

　わけがわからないまま、理り刀ともとにかく扉から距離をとった。

『門番？　上流竜属界ハイソサエテイじゃ、いつも注目の的になってるこのポクが門番？　ヴォハハハ、また言われちゃったよ。失礼な来訪者ばかりで、ポク、ほんと困っちゃうな』

　扉の左側に座っていた竜の石像が、ゴリュゴリュゴリュと石いし臼うすを回すような音をたてながら首を動かした。

　一人称〝ポク〟とは思えない厳いかつい双そう眸ぼうで、理刀たちをギョロッとにらみつけてくる。

　黒媛が、コンパクトを構えた。

　百もも香かが、姉の背に隠れた。

　巴が、右手を左手首のブレスレットに添えた。

　臨戦態勢の黒媛や巴とは違い、右手から光を消したスイートが、瞳ひとみを碧あおに染めたまま竜の石像を凝視した。

「右側はただの石像のようですが、あなたは………ん～、魔道具独特の魔力流を視みるかぎり、疑魂石像ガーゴイルですわね？」

『キタよ。また低ノー扱いですか？　ヴォハハハ。ご近所に無礼者の村でもできたのかな？　それでは無礼者のみなさん、ポクの名前を聞いて驚かないでね。ヴォハ。ポクは石竜のクリスト。自慢じゃないけど、上流竜属界じゃちょっとは知られた名のぉぅっ!?　って、キ、キミキミ、、そこのキミ！　いつ城から出てきたんだい？　確かにここから入ったよね？』

「それはわたくしの妹ですわ。似てるのは外見だけです」

『ん～、あ～、そういやそうだね。キミの中、危険なモノ視みえないや』

　石竜のクリストが、ぎらついた目を細めた。

「わたくしたちは城の中へ入りたいのです。あなた、門番ならこの門を開けて下さいませんか？」

『またまた門番扱いですか？　ヴォハハ、キタよこれ。ボクをどこまで虐しいたげれば気がすむのかな？　このクリストをここまで落とすなんて、何様のつもりか知らないけど……』

「申し訳ありませんが、おしゃべりしてる時間がありませんの。あなた、〝クリスト〟と仰おつしやいましたね？　わたくしたちはただ、この城に入りたいだけなのです」

『頭ふやけてんの？　いまこの城に入ったら、キミたち魔族は呼吸困難に陥おちいるんだよ？　そのあとで脳の活動がとまって、それから……』

「わかっていますわ。ですが、彼がいて下さるから大丈夫なのです。あなたも竜属なら、彼の力がわかるでしょう？」

　スイートが、後ろにいた理り刀とを指し示す。

『ヴォハ？　彼って、どこのどちら様が……』

　クリストが、理刀にごりごりっと首をむけ、ギロッとにらみつけ……、たと思いきや、

『ちょほぉぉぉぉぉぉぉっ！　ポクとしたことがっ、カイビャク様のご光来に気がつかないなんてっ！　こ、これは大変な失礼をいたしましたぁ！』

　いきなり、地面にゴスゥゥゥン！　と伏せた。

「は？　え、と……」

　理刀は、両足を這はい上がってくる振動に後あと退ずさりながら、巨大で一人称〝ポク〟の石竜を見ていることしかできない。

　石竜というだけあって、理刀の能力を見抜くことができたようだけど……、〝カイビャク様〟？〝始祖様〟だったらわかるけど……。なにか勘違いをしているのかもしれない。

　ニヤリ、とどこか悪そうな笑みを浮かべたスイートが、伏せたまま動かないクリストをビシッと指差した。

「さあ、急いで城の中へ案内するのです。もたもたしていたら、カイビャク様がお怒りになりますわよっ！」

　クリストの勘違いを利用しようと考えたらしい。

『カイビャク様、恐縮です。どうぞお通りになって下さいませっ！』

　巨体には似合わないほどの素早さで立ちあがったクリストが、さらに巨大な扉へ、がごおおおん！　と二本の太い前足をぶちかました。

　両開きの扉が全開になる。

「い、いきなり!?　り、理り刀とっ！」

　飛びついてきたスイートが、理刀の左手をしっかりと握りしめた。五本の指をからめ、クリストをにらみつける。

「急に開けないで下さいなっ！　わ、わたくし、死ぬところでしたわっ！」

『死にたくないなら下がってたらどうだい？　ポクは石竜のクリスト。上流竜属界ハイソサエテイでピカピカに磨き込まれたエリート・ドラゴンなんだよ？　そんなポクが扉を開けるんだから、好きなときに開けるさ』

「くっ、理刀、せっかく入口が開いたのですから、先を急ぎましょう」

　スイートが、ぷいっとクリストから顔をそらし、理刀の左手を引いて歩き出した。

『恐縮です』

　どこか相手を見下したような口調のクリストだが、理刀だけにはしっかりと頭を下げてくる。

　黒くろ媛ひめたちが、そんなクリストに呆あきれた目をむけている。

　理刀とつないだスイートの右手が、微かすかに震え始めた。

「ちょっと、強烈だな」

　黒媛が、片手で鼻と口を押さえた。

「ほんと。なんだかサウナの中にいるみたい」

　巴ともえが、苦しそうに顔をしかめている。

「サウナはサウナでも、変な臭においつきのサウナだね。いろんな臭いがごちゃ混ぜになってて、深呼吸したらウエ～ッてなりそう」

　百もも香かが、鼻をつまんだまま水鏡を覗のぞき込んだ。

　理刀は、そんな女の子たちへそれぞれ目をむけたあと、手をつないでいるスイートの顔を覗き込んだ。右手だけでなく、瞳ひとみも震えている。

　理刀の手を放はなせば、数秒で命を失ってしまうような状況にいるのだから無理もない。

　彼女を最上階まで連れていくのは、かなり酷なことだから……、

「スイートは外で待っててよ。オレたちがいって、ちゃんとキュートを連れてくるから」

　理刀は、スイートにそう声をかけた。

「わたくしも連れていって下さい。王命に背そむくと決めたからには、しっかりと背き通したいのです。足手まといになりますが、最後には必ずお役に立てますわ」

　彼女が、理刀の左手をぎゅっと握りしめてくる。

　最後、という言葉がちょっと気になったけど……。

「スイート……」

「ここまできて、城の外で待ってるなんてできませんわ」

　スイートの右手を握り返すのと同時に、理り刀とは彼女の気持ちもいっしょに握り込んだ。

「よし、それじゃいこうか！」

「ありがとうございます」

　スイートが、理刀の左腕にぴとっと身を寄せてきた。

　と、左右の肩と右腕にぴとぴとぴとっ、と三方から手がくっついてくる。

「毒どく舌ぜつ丸まるさんが言ってた通りだな。理刀に触ると、息が楽になる」

「ほ、ほんとね」

「臭においも消えちゃいます！」

　黒くろ媛ひめ、巴ともえ、百もも香かの三人が、うなずき合った。そうしながらも、スイートと同じように体と体の距離を縮めてくる。

　四人の女の子たちに囲まれていると、少々動きづらい。それでも、みんなといっしょに奥の階段を目指した。

　と、ズシッ、ズシッ、ズシッという重々しい音が後ろから近づいてきた。

　振り返ると、

『カイビャク様、どこにいくんですか？　ポクも、あのぅ、いっしょにいいですか？』

　クリストが、巨体をゆすりながらついてくる。

　いきなり懐かれてしまったようだけど……。




「もし、この階段をのぼったら？」

　奥にあった石段の前で、百香が水鏡を覗のぞき込んだ。

「わっ、怪獣バトル!?」

　彼女の声に、黒媛が素早くコンパクトを構えた。

　巴も唇を引きしめている。

　そんな彼女たちにうなずいたあと、理刀はスイートとしっかり手をつないだまま階段へ歩を進めた。

　ざっと城の中を見回したが、不必要な通路や部屋などはひとつも見あたらなかった。クリストに通してもらった扉から、なにもない広間を三〇メートルほど突っきった先に、上階へと続く石段があるだけだ。

　怪獣バトル？　怪獣は……、どこから？

「理刀と百香は下がっててくれ。ここはわたしと巴で……」

　注意深く広間を見回しながら、黒媛が理刀の前に出た。巴が、そのあとに続く。

　そのときだった。

　ゴオオオオオオオオオォォゥ！

「っ!?」

　突如、階段下の床から勢いよく火柱が立ちのぼった。

　熱風が、理り刀とたちに吹きつけてくる。

　噴きあがる炎が、瞬またたく間にかたちを成していく。

　姿を現したのは、全身を炎に包んだ蛇だった。ただの蛇ではない。首が一〇本もある。しかも巨体だ。

　キシャ──────────────────────────────────ッ！

　空気を凍りつかせるような威い嚇かく音おんに、理刀は息を吞のんだ。

「多頭種の炎竜ですわっ！」

　スイートの声と同時に、黒くろ媛ひめがコンパクトを開いた。

　巴ともえも、呪じゆ文もんを唱となえ始める。

「奈な落らくへの翔昇のぼり、宵よい闇やみへの散落くだり、地平への鎮坐とまり。悠久の時と軸きに囚とらわれし勇高き牙骸兵つわものたちよ、我が声に応こたえよ。闇や霧みを払い幽光ひかりを目指せ。疾とく得物を手に我がもとへ集つどえ。戦いのときがきた！」

　彼女と炎竜の間に一〇体の鬼属兵たちが現れた。みんな、これでもかと厳いかつい顔と双そう眸ぼうをもっている。加えて、手にしているのは剣や斧おのや槍やりなど、物騒で巨大なモノばかりだ。

　黒媛が動きをとめ、巴の鬼属兵たちが攻撃するという流れなら、どんな強敵でも倒せるはずだ。理刀はそう思った。が、

「こ、この竜の時間、とまらないぞ!?」

　黒媛が、額ひたいに汗を浮かべている。

　彼女の隣で、巴が炎竜にむかって右手を突き出した。

「我が敵を打ち払えっ！」

　一〇体の鬼属兵たちが、正面に四体を残し、三体ずつが左右に散った。

「ゆけっ！」

　巴の鋭い声にこたえ、鬼属兵たちがいっせいに炎竜へ襲いかかっていく。

　戦いは、熱せられた空気を吸い、そして吐く間に決まってしまった。

　炎竜の首が素早く動き、一〇体の鬼属兵たちすべてに牙きばを突き立てるなり、激しい炎で包み込んでしまったのだ。

　ものの数秒で、鬼属兵たちが炎の中で塵ちりとなった。

　スイートが顔をしかめた。

「あの炎竜は、強力な防ぼう呪じゆ炎えんを身にまとっているようですわね。黒媛の力が通じないのはそのためですわ。封印城内の守護獣なだけあって、強敵ですわね」

　黒媛と巴が、炎竜が放はなつ熱風を手で遮さえぎりながら、理刀のところまで下がってきた。

「どうする？　階段に近づかなければ攻撃はしてこないようだが……」

「あ、あれも竜みたいだけど……り、理刀くんのこと、わかんないのかな？」

　黒くろ媛ひめと巴ともえの視線にうなずいたあと、理り刀とは炎竜にむかって一歩を踏み出した。

「あ、春日かすがさん、ダメです。春日さんが近づけば、あの首がいっぱいある怪獣が、ガブって嚙かみついてきますから」

　百もも香かの声に足をとめられた。

「どうすれば……」

　振り返った理刀の目に、百香の明るい笑顔が飛び込んできた。

「ここは、この子に任せておくしかありません」

　彼女の横から、ズシッ、ズシッ、ズシッと歩み出てきたのは、

『恐縮です』

　クリストだった。

　理刀に大きな頭を下げたあと、ギラッと鋭い目を光らせ、

『ちょっとそこのキミ、カイビャク様に失礼だろう！　暴力じゃなにも解決しないってことになぜ気づかないんだ？　ここは竜属のよしみで道をあけてくれないかな？」

　ズシッ、ズシッ、ズシッ、と炎竜に近づいていく。

　キシャ──────────────────────────────────ッ！

『まあまあ、そう怒らないでくれ。ものは相談なんだが……』

　キシャーッ！　キシャーッ！　キシャーッ！　キシャーッ！　キシャーッ！　キシャーッ！　キシャーッ！　キシャーッ！　キシャーッ！　キシャーッ！

『ちょ、ちょっと待ってくれ。どうして咬かむんだい？　しかも、一〇個の頭で一気になんて、キミ、咬まれた相手の気持ちになって考えたことがあるのかい？　自慢じゃないけど、ポクは上流竜属界ハイソサエテイじゃけっこう知られた石竜の……』

　キシャ──────────────────────────────────ッ！

『うおらぁぁぁっ！　上流層爆弾アツパー・ボムっ！　平民皆殺撃ミドル・クラツシユっ！　特権威烈斬スペシヤル・パワーぁぁぁっ！』

　クリストは気が短かった。

　上から目線な技名を叫びつつ、太い前足で炎竜をズシズシと踏み始めた。

　理刀たちが啞あ然ぜんと見てる前で、クリストが炎竜を踏んだ。とにかく踏んだ。しつこく踏んだ。踏みまくった。一〇の頭で咬まれてもケロッとした様子だ。

『この無礼者めっ！　食らえぇぇぇっ、トドメの選民優遇破ドラゴン・バンザイ！』

　どっかん！

　キシャ。

　一〇の首をぐねぐねとよじった炎竜が、封印城の一階広間、その天井を焦がすかのような火柱に姿を変えたあと、ポシュンと消えてしまった。

「クリスト大活躍ですね！」

　水鏡を手に、百香がニパッと笑顔になった。

　その一方で、スイート、黒くろ媛ひめ、巴ともえの三人が呆ぼう然ぜんとした顔をクリストへむけている。

　彼女たちと同様に、理り刀ともぽか～んと口を開けていることしかできない。

　この石竜は……、あまり怒らせないほうがいいかも。




　理刀は、スイートと手をつないだまま石段をのぼった。

　ときどき、黒媛や巴や百もも香かに体を触られながら。

『ポク、城の上階へいくのは初めてなんです。も、もう少しゆっくり進んでもらえると助かります』

　ズシッ、ズシッ、と後ろからついてくるクリストに歩調を合わせてやりながら。

　そうやって、最上階に到着した。

「ん？　嫌な臭においが消えたな」

　黒媛が、鼻をひくひくさせながら言った。

「息、楽になったわね」

　巴が、わずかに頰ほおをゆるめた。

「クーちゃんのお陰で、ここまでこれたんだよ」

　百香が、クリストの太い首に抱きついた。

『ポクのお陰？　ほんと？　ヴォハハハ、そう言ってもらえると嬉うれしいなぁ』

　石段をのぼっている間に、百香とクリストの距離がかなり縮まったようだ。百香が触れても、石竜は嫌がる素そ振ぶりを見せない。

「魔力濃度は……」

　つぶやきながら、スイートが恐おそる恐るといった様子で理刀から手を放はなした。

「……せ、正常のようですわね」

　ホッと息をついたあと、上着のポケットからハンカチをとり出し、それで理刀の左手をふいてくれた。

「わたくしの汗で、理刀に不快な思いをさせてしまいました」

「あ、そんなこといいから」

　理刀は、とっさに手を引こうとした。が、スイートに強く手首を握られ、それができなかった。

「これくらいさせて下さい。わたくしがここまでこれたのは、理刀のお陰なのですから」

　スイートが、指の間まで丁寧にふいてくれた。なんだかくすぐったい。

　彼女に左手を預けたまま、理刀は通路の先へ顔をむけた。

　両開きの扉がある。

　黒媛、巴、百香の三人も、扉を見つめている。

　ようやく理刀から離れたスイートが、ハンカチをポケットに押し込みながら、

「あそこにキュートがいるはずですわ」

　表情を引きしめた。

『それで、モモカはここでなにをするんだい？』

　クリストは、理り刀とたちが最上階にきた理由をサッパリわかっていないようだ。

「キュートさんを助けにきたんだけど……クーちゃんは、ここの警備員なんだよね？　わたしたちがキュートさんを外に連れ出したら困ったりするのかな？」

『キュートサン？　だれそれ？　まぁ、だれでもいいか。モモカの好きにすればいいよ』

「クーちゃんってやさしいね」

『ポクがやさしい？　ヴォハ、よく言われるよ。ヴォハハハ』

　百もも香かとクリストの会話を聞きながら、理刀は足早に扉を目指した。

　キュート。

　彼女の笑顔を思い描きながら、ノックもせず、扉を勢いよく押し開ける。

　理刀に続き、スイート、黒くろ媛ひめ、巴ともえが部屋の中へ足を踏み入れた。少し遅れて、百香とクリストも。

　ぼんやりとした光に満たされた、だだっぴろい部屋だった。その中央に、銀の髪をひろげた少女がうつ伏せになって倒れていた。

「キュートっ!?」

　大きな声で呼んでも返事がない。顔もあげてくれない。

　理刀は、そろそろと近づいた。

　彼女までの距離は、およそ二〇メートル。走れば、ほんの数秒でそばまでいけるのに……、足が思うように動かなかった。

　絨じゆう毯たんの上にひろがった銀の髪、その周りに散らばっているモノは？

「キュート？」

　もう一度、声をかけた。

　銀の髪に落ちた光は、わずかな流れも見せてくれない。

　五メートルほどの距離になって初めて、彼女の周りに散らばっていたモノが写真であることがわかった。キュートが帰界するとき、百香が手渡した写真だ。

　顔は見えないものの、うつ伏せに倒れている少女は、ほぼ間違いなくキュートで……。

　声に反応してくれないのは、なぜ？

　まさか……。


　　　★★★



　キュートっ!?

　どこか遠くで、だれかが叫んだ……、ような気がした。

　キュートは、鉛なまりのように重たくなった意識をもそもそと動かし、耳に意識を集めた。

　続く声は、どこからも聴こえてこない。

　空耳。

　封印城の中にいるのは自分独ひとり。独りだけ。土筆つくしの声も、もう聴こえない。

　幻げん術じゆつをつかって友だちと楽しむこともできない。写真をならべても、歌を歌っても、寂さびしさが増すばかり。

　独りが、こんなにつらいなんて……。

　キュート？

　再び、だれかの声が聴こえた……、ような気がした。

　似てる。なんだか、彼の声に似てる。

　そんなはずない。

　ここは魔界。

　ここは封印城。

　ここは独りの世界。

　彼がいるはずない。

　泣かないと決めた。一〇年間、強く生きるとフォンターナの紋章に誓った。だから、空耳くらいじゃ心を崩さない。崩してやらない。

「キュート、大丈夫ですか!?　わたくしの声が聞こえますか!?」「キュートっ!?」「ね、寝てる、だけよね？」「キュートさんっ！」

　スイートの声が、黒くろ媛ひめの声が、巴ともえの声が、百もも香かの声が降ってきた。

　そんなはず……、ないのに……。

「キュートぉっ!!」

　彼の声。

　間違いなく……、理り刀との声。

　噓うそだ。

　とうとう幻聴を……。

　キュート・フォンターナ、心を崩すな、負けるな、挫くじけるな。

　歯を食いしばりながら、キュートはそろそろと顔をあげた。

　幻聴だとわかってるのに……、すがるような気持ちで……、顔をあげてしまった。

　すぐ近くに理刀の顔があった。

　幻聴の次は、幻覚？

「キュート。迎えにきたよ」

　目の前で片かた膝ひざをついた理刀が、立ちあがるのに手を貸してくれた。

　彼の声。彼の瞳ひとみ。彼の笑顔。彼の手。彼の体温。彼の呼吸。彼の空気。彼がいてくれるという世界。

　幻なんかじゃない。本物の……。

　泣くもんか。

「キュート、封印城のお泊まりはいかがでしたか？」

　スイートがきてくれた。

「キュート、つらかったな」

　黒くろ媛ひめがきてくれた。

「キュート、具合が悪いところとかない？」

　巴ともえがきてくれた。

「キュートさん、みんなでお迎えにきちゃいました！」

　百もも香かがきてくれた。

『キュートサンって、キミのことだったのか。そういや、名前聞いてなかったなぁ』

　どういうわけか、石竜のクリストもいる。

　泣く……、もんか。

　キュートは気持ちを引きしめた。泣かないと紋章に誓った。だから絶対に泣かない。

　そう思っているのに、

「きゅ～」

　心の震えがとまらない。

「キュート、みんなで、人間界に帰ろう」

　理り刀との言葉が、孤独に縮こまっていた心をそっと包んでくれた。

　とめられなかった。

「ふぇっきゅ、ふぇ、きゅ～、ふぇぇええええええええええええええええぇぇぇ」

　キュートは、理刀の胸に飛び込んだ。

　そしてそのまま、全身から声を絞り出すようにして泣いた。

　泣いて泣いて泣いて……。


　　　★★★



「さ、いこう」

　理刀は、キュートが落ち着いたのを見み計はからって、彼女の薄い肩をポンと叩たたいた。

　キュートがすぐに、理刀から離れた。が、うつむいたまま顔をあげようとしない。

　大泣きしたから照れ臭くさいのかも……、なんてことを考えながら、理刀は彼女へ手を伸ばした。

　封印城を出るまでは、キュートとスイートから手を放はなすわけにはいかないから……。

　スッ。

　キュートが、理刀の手から逃げるように体を引いた。

「キュート？」

「あたし、ここに残る。ごめんなさい。せっかくきてくれたのに……」

　彼女の言葉に、理り刀とは息を吞のんだ。

　黒くろ媛ひめ、巴ともえ、百もも香かの三人も表情を強こわ張ばらせている。

　スイートだけが、怒りを押し殺したような、それでいて悲しそうな瞳ひとみでひとつ下の妹を見つめている。

「どうして……？」

「あたしは、フォンターナの、娘だから、王命に背そむくようなことは……」

「臣下を苦しめるような王命なんだぞ？　従う必要なんかないだろう!?」

　黒媛が声を大きくした。

「キュートが、ここを出ないと、みんなが……悲しむわ」

　瞳を潤うるませながら、巴が震える声をもらした。

「ここに残るなんてダメです！　絶対にダメです！」

　百香も、声に涙をにじませている。

　スイートは、黙ったままキュートを凝視している。彼女もフォンターナの娘であるため、妹の気持ちが嫌というほどわかるのだろう。

　クリストが、どういう状況なのかよくわからない、といった様子で厳いかつい目をギョロリギョロリと動かしている。

「きてくれて、本当にありがとう。でも、あたしは……」

「本音は？」

　キュートの言葉を遮さえぎり、理刀はそうたずねた。

「きゅ？」

　理刀は、キュートの顔を両手で挟み、半ば無理やり顔を上にむかせた。

　彼女はそれでも視線を斜め下にむけ、理刀の目をうけとめてくれない。

　かまわず、質問をぶつけた。

「王様の命令とか、誓いとか、そんな建前はどうだっていいんだ。オレが聞きたいのは、キュートの本音だよ。オレも、みんなも、キュートが泣いてるとこなんか見たくないんだ。寂さびしい思いをしてるだろうな、なんて想像したくもないんだ。だから……」

　理刀は、キュートの瞳を覗のぞき込んだ。

　そらされていた空色ひとみが、震えるまつげの下でそろそろと動いた。そして、ようやく理刀の視線をうけとめた。

　この瞬間、理刀は気持ちを込めて訊きいた。

「キュートの本当の気持ち、聞かせてよ」

「きゅ」

　キュートの表情が、くしゃりと歪ゆがんだ。

　ぶわっ、と音が聞こえてきそうなほどの勢いで、彼女が再び涙をあふれさせた。

「きゅ～、み、みんなが、いるとこに、か、帰りたい、よぉ」

「しゃぁっ！」

「きゅっ!?」

　理り刀とは、キュートの細い体を勢いよく抱きあげた。お姫様抱っこだ。

「オレがキュートをさらったことにすれば、王命に逆らったことにならないだろ？」

「オレがじゃないぞ？　オレたちが、だ」

　黒くろ媛ひめの声に続き、

『カイビャク様、男らしいっ！』

　クリストが、ズシンズシンと前足を踏み鳴らす。

「ありがと」

『恐縮です』

　理刀の笑顔に、石竜がすかさず頭を下げる。

「理刀、ありが、とぅ」

　キュートが、理刀の首に抱きついてきた。

　彼女の甘い香りも、首や顔に巻きついてくる。と、

「わたくし、なんだか具合が悪くなってきましたわ。最上階ここも、魔力濃度が少しばかり高いようですわね」

　スイートも、理刀の肩にくっついてきた。ぴとっ。

　それだけにとどまらず、腰に手を回し、むぎゅっと抱きついてくる。

　彼女だけじゃない。

「ふふ、わたしも気分が悪くなってきた」

　黒媛も理刀に身を寄せ、肩に頭をのせてきた。

「あ、あの、わ、わ、わたしも、ちょっと、体調が、わ、悪くなった、かも……」

　巴ともえも、理刀の背にくっついてくる。

「わたしも体調不良宣言でぇ～す！」

　体調不良とは思えない元気さで、百もも香かも黒媛と巴の間に体をねじ込むようにして、理刀に密着。

「ちょ、み、みんな……」

　女の子たちのやわらかさと体熱と香りに包囲され、理刀は身動きがとれない。下へ手たに動くと下手なところを下手に押してしまいそうで……、ドキドキだ。

『ヴォハ？　ここの魔力濃度は、ん～？　正常だよ？　キミたち虚弱体質なんだね』

　クリストのつぶやきで、キュートが理刀の首から顔を離した。ちょっとばかり恥ずかしげに微笑ほほえみながら。

　そんな笑みが瞬またたく間に伝染し、女の子たちもいっせいに笑みを咲かせた。




　スイート、黒くろ媛ひめ、巴ともえ、百もも香かの四人が体を離したあと、勢いでお姫様抱っこをしてしまったキュートを下ろし、

「よし、それじゃ……」

　理り刀とは、入ってきた扉へむき直った。

　そのとき、スイートが口を開いた。

「クリスト、あなたにたずねるのは筋違いかもしれませんが、『原初の宝石クリエイト・ストーン』が置かれている場所をご存じありませんか？」

　理刀は、「あ、そうか……」と思わず声をもらした。

　人間界へ帰るためには、界間橋レインボーを安定させておく国宝が必要だったことを思い出す。

『なに言ってんの？』

　石竜が、スイートに厳いかつい目をむけた。

「知っているのなら、場所を教えていただきたいのです。無理を承知で頼んでいます。わたくしたちには『原初の宝石』が必要なのです」

『キミ、ふざけてんの？』

　クリストが、厳つい双そう眸ぼうをギラッと光らせた。

　ため息をついたスイートが、石竜からキュートへ目を移す。

「しかたありません。『原初の宝石』をさがすより、キュートを逃がすほうが……」

『ねぇ、ポクが置かれている場所とか、ポクをさがすとか、キミ、ほんとになに言ってんの？　頭ふやけてんのかい？』

　瞬間、クリスト以外の全員が目を見開いた。

「あ、あなたが『原初の宝石』なのですか？　あ、なるほど……〝クリスト〟とは、〝クリエイト・ストーン〟を縮めた呼び名だったのですね」

『ヴォハハハ、視みてたから、気づいてると思ってたよ』

「わたくしに視えたのは、魔道具独特の魔力流だけでしたから……あ、いえ、いまはわたくしの未熟さを論じている場合ではありません。あなたにパーキート城までお越しいただきたいのですが……」

『また戻るの？　え～、面倒だなぁ。どうしよっかなぁ』

「クーちゃん、お願い！」

『ポクにお願いかい？』

　百香の〝お願い〟に、クリストの目がピクッと動く。

「頼むよ」

『恐縮です』

　理り刀との〝頼み〟には、即座に頭を下げて了承の意志を示してくれた。

　これで人間界へ帰れる……、と思った直後、

「どうやってパーキート城まで連れていくんだ？」

　黒くろ媛ひめが一同を見回した。

　確かに、封印城の石段をのぼる速度は理刀たちよりずっと遅かった。しかも、ごつい外見や足音から察するにかなりの重量がありそうだから、クリストを連れていく、もとい運ぶにはそれなりの準備が必要になるだろう。

　ある程度の数の飛竜と頑丈なロープを用意して……、と考えていた理刀の目の前で、

『ヴォハハハ。キミたちは特別だよ？　ヴォハ、ポクの真の姿を見せてあげるよっ！』

　言うなり、クリストが背を丸めた。途端、メキグキョバリベリガリッと硬そうな背中の皮膚が割れ、その下から翼が生えてきた。

「「「「「おおっ!?」」」」」

「きゅっ!?」

　驚きの視線を一身に集め、グガアアアアアオオオォォゥ！　とクリストが吼ほえた。

　パタパタ。

　彼の背で空気を叩たたいたのは、団扇うちわほどの大きさしかない翼だった。

　えっと……。

『どうだいっ！　これが上流竜属界ハイソサエテイで磨き抜かれた竜翔フライトだよっ！』

　ブ──────────ン。

　羽虫のような羽ばたき。

　それでも、クリストの巨体が五センチほど浮き上がった。

『ヴォハハハハハハハ！』

　笑い声は耳に響くほど大きいものの、進む速度は軽い駆け足程度である。

　女の子たち全員が、ぽか～んとした表情をしている。

　理刀も、クリストになんと言葉をかければいいのかわからない。

　五秒ほど、ひろい部屋の中をブ───ンと飛び回ったあと、

『疲れちゃったよ』

　クリストが、ズシィィィンと着地した。

　みんな、顔を見合わせることしかできない。




『飛翔やろうと思えば、もう少し速く飛べるよ？』

　クリストの言葉を信じ、まずは封印城を出ようということになった。

「この城は、ゆるやかな流れの中で生きています。ですから、あまり長居をして魔力流をかき混ぜ続ければ、その変化を王城の魔術団に気づかれてしまいますわ。そうなれば、騎士団が丸ごとここへやってくるかもしれません。むこうは、ツェデュヴィーラがなんらかの動きを見せたと警戒するはずですから」

　というスイートの言葉もあったから、とにかく外へ。

　城外に出てなんとか森に逃げ込めば、もしかしたら毒どく舌ぜつ丸まると再会できるかもしれない。

　希望的観測でしかないけれど……。

「急ごう」

　理り刀とは、キュートとスイートへ目をむけた。

　最上階の下は、外へ出るまでずっと魔族である彼女たちには死の空間となる。絶対に手を放はなすわけにはいかない。

「あ、写真……」

　キュートが、絨じゆう毯たんの上に散らばっている写真に目をむけた。

「また撮ればいい」

　黒くろ媛ひめの言葉に首を振ったキュートが、

「あなたたちにもらった寄せ書きや、人形も……」

　部屋の奥へ駆け戻り、写真や寄せ書きを拾い集め始めた。

　キュートのあとを追った巴ともえが、その右手をつかんだ。集めたモノが絨毯の上に落ちる。

「いま大切なのは、物じゃないから」

　百もも香かが、人形の腹の上に置かれていた指輪を素早く拾いあげ、キュートの左手をとった。

　そして、細い人差し指にプラチナ・リングをはめながら、

「巴ちゃんの指輪なら荷物になりませんけど、寄せ書きやお人形は邪魔になります。大切なのはキュートさん自身なんですから、他ほかのモノはここに置いていきましょう」

　ニパッ、と明るい笑みを浮かべた。

「きゅ～」

　指輪に唇を押しつけながら、キュートが空色の瞳ひとみに涙をにじませた。

「いこう！」

　理刀は、仲間たちの強いつながりを嬉うれしく思いながら、先頭に立って廊下へ出た。

『恐縮です』

　後ろから、ズシッ、ズシッ、ズシッとクリストの重々しい足音がついてくる。が、

「スイート、どうした？」

　すぐに聞こえてきた黒媛の声に、「ん？」と足をとめた。

　振り返ると、部屋の中でスイートが立ちどまっていた。唇にうっすらと微笑を浮かべたまま。

「スイート？」

「みなさん、どうか何事もなく人間界へ逃げのびて下さい。わたくしは、封印城ここでみなさんの無事を祈っていますわ」




「先ほども言いましたが、この城はゆるやかに生きています。

　最上階にだれかがいないと、すぐに封印作業を終えて眠りについてしまうのです。

　クリストが城を離れても、残留魔力でひと月は魔力濃度を維持できるでしょう。

　もちろん、わたくしの中に封印すべきモノはありませんので、ひと月もいる必要はありません。おそらく、一〇日前後で城が気づいてくれるはずです。毒どく舌ぜつ丸まるがそう言っていましたから、間違いはないでしょう。

　それだけあれば、人間界へ逃げる時間は稼げ……」

「ダメよ！」

　スイートの言葉を遮さえぎるように、キュートが声を大きくした。

　妹の強い感情をそっと押し返すように、スイートが瞳ひとみだけで微笑ほほえんだ。

「わたくしは、王命だと自らを納得させ、妹を見捨てようとしました。

　実際、一度、見捨てました。

　家族の絆きずなより、王命を優先させたのです。

　家族は……なによりも年下の家族は、この命に代えても守らなければならない存在だったのに……」

「あんた、あたしと同い年じゃない！」

「うふふ、わたくしのほうが数時間だけ年長ですわ。わたくしは六六六女。あなたは六六七女です」

「あんただけ残るなんて……そんなの……」

「捕らえられても、わたくしに課せられるのは、せいぜい魔力使用制限刑くらいのものでしょう。一〇年もの孤独な刑より、ずっとマシですわ。それに………王命に逆らうなんて、フォンターナの娘としてハクがつくというものです」

「あんた……」

「さあさあ、みなさん。急いで下さいな。わたくしは、ここにある写真でも眺めて時間を潰つぶしますから、心配は無用に願いますわ」

　黒くろ媛ひめが、いきなりスイートの頭を抱き寄せた。

「スイートは、どうしてそんなにスイートのままなんだ！」

「く、黒媛、くぅぅ、苦しいですわっ！」

　大きな胸をぎゅうぎゅう顔に押しつけられ、スイートがバタバタともがいている。

「スイート、どうか無事で」

　巴ともえも、スイートに抱きついた。

「スイートさぁん」

　百もも香かも、泣きながらスイートに飛びついていく。

「ぷはっ！」とようやく大きな胸から脱出したスイートが、

「みなさん、もたもたしている時間はありませんわ！　お急ぎになって下さい！」

　黒くろ媛ひめ、巴ともえ、百香のトライアングル、その中央で叫んだ。

『キミたち、カイビャク様をお待たせしたらダメじゃないか』

　状況をよくわかっていない様子のクリストが、太い前足でズシズシと床を踏んでいる。

　黒媛たちがスイートから離れ、廊下に出てきた。

　廊下と部屋に立ち、キュートとスイートがむかい合う。

「土筆つくしは危険な子じゃないって、王にきちんと説明すれば、きっとなにもかももと通りになるわ」

「そのような交渉は、人間界へ逃げのびたあとになさったほうが利口ですわよ」

「スイート……………ありがと」

「フォンターナの娘は、どのようなときも、フォンターナの娘らしく振る舞うべきですわ。うふふ、泣くときさえも……」

　スイートの頰ほおを、ひと筋の涙が伝い落ちた。

　それでも、彼女は輝くような笑みを浮かべていた。












エピローグ







　キュートの手をしっかりと握り、理り刀とはゆっくりと石段を下りた。

　黒くろ媛ひめ、巴ともえ、百もも香かの三人が後ろに続く。

　最後尾のクリストも、ズシッ、ズシッ、ズシッと離れずについてくる。

　そして、何事もなく一階の広間にたどり着き、開いたままの扉から外へ出た。

　クリストに扉を閉めてもらったあと、ようやくキュートから手を放はなして周囲を見回した。

　静かだった。

　毒どく舌ぜつ丸まるはどうなったのだろう？

　城壁の外へ出て、森までの数百メートルをどうやって走り抜ければいいのか？

　そもそも、クリストをパーキート城まで運ぶ方法は？

　いろんな問題や不安を胸の中で転がしながら、理刀は女の子たちの先頭に立って城門へむかった。

　森へ逃げ込む前に、城壁に開いた穴はクリストには小さすぎるから……。

　城門を開けて、正面から堂々と外へ出なければならないけど……。

　巨大すぎる城門は、理刀たちの力ではとても動かせそうになくて……。

　他ほかの出口はないのだろうか？　城の周りを調べてみる？

　もしかしたら、リイザが跳躍とんできてくれて、すべての問題を｛静せい謐ひつなる禍わざわい｝的な解決法でとり払ってくれるかもしれない。

　ということは、この場を動かないということが最善の方法かもしれないけど……。

　女の子たちの意見を聞こう、と理刀は足をとめて振り返った。

　そのときだった。

「っ!?」

　黒媛が目を尖とがらせた。そして、彼女が見えないなにかにむかって身構えたのとほぼ同時に、四方が人で埋まった。

　魔族たちが跳躍とんできたのだ。

　ひと目で兵士だとわかった。全員が、赤を基調としたきらびやかな鎧よろいを身につけているから。そろって抜き身の剣も手にしている。

　数は………、とにかく大勢だ。

　半径二〇メートルほどの円、その中心で理刀たちは身を寄せ合った。

「魔族が空間移動してくるときの感覚をつかんでても、この数が相手だと意味がないな」

　黒媛が顔をしかめた。それでも、コンパクトをしっかりと握っている。

「きゅ、レ、レオダガーの旗印、なんて……」

　キュートが、震える声でつぶやいた。

「レオダガー？」

「お、王家直属の〝彩いろ持もち〟騎士団……そのひとつ、〝炎蜥蜴サラマンダー〟の赤旗をもつ騎士団よ。レオダガーが進軍したあとには灰しか残らない、って言われてるわ」

　つぶやくように言いながら、キュートがふらふらと理り刀との腕に寄りかかってきた。

　巴ともえと黒くろ媛ひめが背を合わせ、周囲の騎士たちに鋭い目を配っている。姉の腰にしがみついた百もも香かは、いまにも泣き出しそうな顔だ。

　この状況を平然とうけとめたのは、

『炎蜥蜴？　ヴォハハハ、いけないね。暴力じゃなにも生み出せないよ？』

　クリストだった。

　大きな体をゆすりながら、騎士たちへ厳いかつい目をむけている。戦う気はないようだが、むこうはそう見ないだろう。

　申し訳ないが、ここはクリストに活路を開いてもらうしかないようだ。

　石竜の気短さをうまく利用すれば……。

　理刀が、淡い期待を胸に抱いた直後、

『うわっ、なにこれ!?　ちょっと、やめてくれよっ！　ポクがなにしたっての!?』

　クリストの巨体が赤い球体に包み込まれ、空へ浮かびあがった。そしてそのまま、騎士団のほうへ引っ張られるように移動していく。

『カイビャク様、御達者でぇ～』

　球体の中で、クリストが太い前足を振っている。

　御達者でって……。

「抵抗してもいいが、もしその道を選ぶなら……命を棄すてる覚悟を決めろ」

　騎士たちの中から、腹にズシリと響く太い声が聞こえてきた。

　続けて、ドサッと黒いなにかが地面に投げ捨てられた。

「？」

　黒い……、ボロボロのスーツを着た……。

「っっっ!?」

　毒どく舌ぜつ丸まるだった。

　うつ伏せになったまま、ぴくりとも動かない。

「きゅ───っ！　毒舌丸っ!?」

　キュートの声にも、こたえてくれない。

　また、騎士たちの中から声が聞こえてきた。

「逃亡してもいいが、もしその道を選ぶなら……命を棄てるつもりでやれ」

　キュートが、理刀の腕にしがみついてきた。

　黒くろ媛ひめが、コンパクトを握りしめた。

　巴ともえが、祈るように両手を組み合わせた。

　百もも香かが、姉にしがみついたまま下唇を嚙かみしめた。

　どうすることもできない状況を前にして、理り刀とは大きく息を吐いた。そうすることで、幾分冷静になれた。

　落ち着くと、すぐに〝しかたない〟という気持ちが湧わきあがってきた。

　抵抗しても、逃げても、きっとだれかが大おお怪け我がをする。最悪の場合は……。

　だから、ここは黙って捕まるしかないだろう。

　その一方で……。

　捕まれば、キュートがまた孤独な世界に突き落とされてしまうから……、それだけは絶対に避けたいという思いもあって……。

　結局、こたえが出ない。

　不意に、キュートが理刀の腕から体を離した。

「みんな、せっかくここまできてくれたのに……ごめんね。抵抗なんか絶対にしないで。あたしが封印城に戻れば、みんなは、安全だから」

　彼女の言葉を聞いた黒媛が、巴が、百香が、悲しげに目を伏せた。

　そんな空気を叩たたき潰つぶすかのように、三み度たび、騎士たちの中から声が聞こえてきた。














「降伏してもいいが、もしその道を選ぶなら……………公こう爵しやく家けのキュート嬢以外、全員灰にしてやるから、そのつもりでいろ」





あとがき




『きゅーきゅーキュート！』も、お陰かげ様さまで13という数字まで巻を重ねることができました。ＳＳも３冊書かせてもらってます。

　へこたれずに書き続けてよかったな、と思います。これから先もファイトです！




『きゅーきゅーキュート！』を書き始めた頃ころ、道の先は不透明でした。競争の激しい業界ですから当然です。〝不透明〟というよりも〝暗くら闇やみの中を手探り〟といったほうがいいかもしれません。いまもまだ手探り状態ではありますが……。

　基本的に〝野の島じまけんじ〟は、物語をつくっていれば幸せを感じることのできる、手間のかからない安上がりな、放ほうっておいても雑草が生えたりしない人間です。

　しかし人間である以上、〝無害な一般市民〟のフリができるだけの衣食住が必要です。

　つまり、ある程度の収入を確保しなければならないわけで……。

　お金って、大切ですよね。




　生きていくためには、お金が必要です。でもでも……。

　なにかに打ち込んでいるときの充実感や、挑戦したあとの達成感がなければ、お金をもらっても〝なにかが足りない〟という〝むなしさ〟や〝不満足感〟がくっついてきて……。

　繰り返します。お金は必要なモノです。でもでも……。

『自分は、いま、これをやっている！』という充実感。

『自分は、いま、これをやりとげた！』という達成感。

　これも、かなり大切かと。




　今回、理り刀とが未知への一歩を踏み出すべきか否いなかの二択を迫られます。

　新しい道の先には、きっと充実感や達成感があるはず。でも……。

　だれだって、地図に載っていない道を通るときは慎重になるものです。その道に足を踏み入れる際、置いていかなければならないモノだってあるでしょう。

〝進む〟という行為には、気力と体力と勇気が必要ですから。

　理刀は、どのような道を歩き出すのでしょうか？

　彼が選んだ〝道〟に興味をもっていただけると嬉うれしいです。




　毒どく舌ぜつ丸まるの未来視や、百もも香かの仮定未来視能力がほしいな。

　ときどき、そんなことを考えます。

　その反面、自分が歩く道の先が視みえてしまったら、努力をしないダメ人間になっちゃうよなぁ……、という思いもあります。

　山場や結末のわかってるストーリーを読んでも、面白くないですからね。




　謝辞を。

　13巻まで、女の子たちを可愛かわいく、とにかく可愛く描いて下さった武む藤とう此史くりひと先生。

　13巻まで、手探り状態ばかりで成長しないボクを支えて下さった担当の笹ささ尾おさん。そして編集部の皆様。

　13巻まで、『きゅーきゅーキュート！』のページをめくり続けて下さった、心やさしき読者の皆々様。

　ありがとうございました！







　末筆になりましたが……。

　奇しくも、今回のストーリーは３月11日の金曜日からスタートしています。

　同じ日に起こった未み曾ぞ有うの大震災でお亡くなりになった多くの方々に、謹つつしんで哀あい悼とうの意を表します。
















　著者
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　　http://kuripoko.blog78.fc2.com/
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